
2-ト24. スタンフォード大学(SFU)

カリフォルニア州ノ守口・アルト (PaloAllo)にあるス

タンフォー ド大学(SlanfordUni versi lY)は、 1885年に

リーランド・スタンフォード(LclandSlanford)によっ

て創立される。自11立の目的のひとつはiiij年に事故によっ

て他界した彼の息子を記念することにあった・』。彼は大

学設立にあたって、大学のマスタープランの作成をオル

ムステット‘CFrederickLaw Olmsled)に依頼する。また、

彼は建物の設計をリチャードソン (11e n r Y 11. 

Richardson)に依頼することを望んでいたが、既に彼は

他界していたために、彼の弟子であるクーリッジ

(Char 1 es A. Coo 1 i dge)叫が建物の設計者として紹かれ

る。

土地付与大学(LandGranl College)において、小規伎

な建物の集合による公園(t~(park-I i ke p lan)な大学空間

の形成をおこなってきたオルムステッドは、当初、敷地

の丘陵部に同線の手法によってマスタープランを健案す

る。しかし、建物のフォーマルな配値とモニュメンタリ

ティを求めるスタンフォードによってこの案は拒否され、

彼の意向に添うようなマスタープランの作成が試みられ

る。この過程でスタンフォード自身が大きな役刻を果た

している。彼は建物がアーケードによって述給され、そ

れらがコートを囲むことを提案している。また、彼はア

プローチから延びるf1"の端部にモニュメンタルなチャペ

ルがWiかれ、エノトランス剖~)}には同じくモニュメンタ

ルなゲートが白かれることを提案した。

i皮のこれらの提案を受け入れるかたちでマスタープラ

ンの作成が進められ、 1887年から1888年にかけて段終的

なマスタープランが完成している。全i埼玉は南北柄"と東西

側lによって統御されたシンメトリカルな梢成になってお

り、そこではクーリッジ設計によるスパニッンュ ・コロ

ニアル ・スタイルの建物とそれをi!Jj結するアーケー ドが

中央のコートを閲んでいる。また、その東西それぞれに

問綴の梢成をもっ建物のグループが行かれ、さらにこの

!lI 凶申111 に沿って将来の Þl~~長がおこなわれることが怠関さ

れていた。スYンフォードの7hEi!とおり、 iilll定門のよう

はメモリアル ・ウートと、ポストンにあるリチャードソ

ン設計のトリニティ・チャーチをQ!起させるメモリアル

・チャペルが、中央の問JtfllLl:iこ行かれ、 -)j、学生や



教師の居住施設はオルムステッドのコテージ・システム

(co ltage Sys le凹)によって、これらマッシプな建物群の

周聞に分徴的に配されている。

このマスタープランはアメリカの大学空間において、

建物によって完全に包囲されたクォードラングルが採用

された長初の例のひとつであり、その後のアメリカのキ

ャンパス形成に大きな影響を与えている・3。また、それ

はスタンフォードの存在が少なからず影響していたとは

いえ、オルムステッドおよびその後継者たちの大学計画

におけるインフォーマルな手法からフォーマルな手法へ

の移行の分水舗を示している。オルムステッド自身は

1895年に引退しているが、彼の息子連によるオルムステ

ッド ・ファーム(01田slcdFirm)はハーハード大学やセン

トルイスのワシントン大学(WashinglonUniversily)、

あるいはロチャスター大学のマスタープラン作成におい

て、勅構成によるフォーマルな大学空間の形成を提案し

ている・4。

このマスタープランに基づき、中央のグループが建設

されるが、そこで鑓案されていた東西のグループは結局、

建設されなかった・50 また、 1906年 4月の大地震によっ

てこれらの建物は被害を受け、IlIJ抜したメモリアル ・ゲ

ートはその後、再建されることはなかった。
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2-1-25. トリニティ・カレッジ(TNC)

コネチカット州ハートフォード(lIar1 rord)にあるトリ

ニティ ・カレッジ(Trinily Collcgc)は、 1823年に英国

国教会派の教育機関、ワシントン・カレッジとして創立

され、 1845年に現在の名称に改称している。 1872年、新

しい州議事堂の建設に伴い、大学はその敷地を州に提供

し、ハートフォード郊外に移転する。この新しい敷地の

空間形成にあたって、総長ジャクソン(ReverendAbner 

Jackson)はイングランドとスコットランドの大学の視察

をおこない、その後、ロンドンでハージェス(Wi11 iam 

Burges)に新しい建物の設計を依頼している。

ハージェスは1873年から1874年にかけて、将来の建物

も含んだ大学空間全体の設計をおこなっている。そこで

は 4つのコートを閉むように建物が配され、それら 4つ

のクォードラングルが連結された構成となっている。そ

れはイギリスのケンブリッジ大学のセント ・ジョンズ・

カレッジ(St.Johns College)を想起させる格成である

が、後者が漸次的なクォードラングルの地摘によって形

成されたのに対して、前者は計画的に構想され、全体と

してよりフォーマルなものとなっている点が異なってい

る・ 1。綴式的には、後期ロマネスク様式と初期ゴシック

様式の要素が複合されて用いられており、また利l線上に

はチャペルの鏡培やふたつのコートを繋ぐゲートタワー

が置かれ、その制111が強調されている。

このパージェスの案に基づきながら、地元の建築家、

キンポール(FrancisKimball)によってその修正案が

1875年に作成されているが、そこではクォードラングル

の数が 3つに変更されている。さらにその後の建設では

ふたつのクォードラングルの西側ti!l分のみしか建設され

ず、クォードラングルは形成されなかった。結果的にそ

こで建設されたものは、 『ロング ・ウオーク (Long

Walk) Jと呼ばれる線状の建物であった・20

この計画案は結局、実現されなかったが、それはアメ

リカにおいてクォードラングルが本絡的に採用された辰

初の例であり、またアメリカ近代におけるマスタープラ

ン作成の鳴矢となっている。この計画案はイギリスの伝

統的カレッジを再評価する段々な議論を誘発し、その後

のキャンパス形成、特にアメリカにおけるクォードラン

グルの展開に大きな影響を与えている・ 30
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2-1-26.テキサス大学(TXU)

テキサス州オースティン(Austin)にあるテキサス大学

(Uni versi ty of Texas)は、 1883年に創立される。 1839

年、オースティンが州都になったときには既に大学のた

めの敷地が確保されており、その敷地はカレッジ・ヒル

(College Hi 11)と呼ばれていた。 1882年、ヴィクトリ ア

ン段式の扱初の建物(Mainsui Iding)・1が建設され、そ

の後、大学は漸次的に建物の建設をおこなう。

1909年、建物の地加に伴って大学はマスタープランの

作成を決定し、それをおこなう建築家(uni vers i ty 

archi tect)のポストを設置する。 翌年、キ'ルパート

(Cass Gi Ibert)がこのポストに就き、後数のマスタープ

ランの作成とふたつの建物の設計をおこなっている・ 20

彼のマスタープランはその後のキャンパスの基本的骨絡

を決定している。そこでは、敷地中央の既存のメイン ・

ビ‘ルデイングを中心に東西、南北のふたつのモールが形

成され、それらによって分割された 4つの部分では既存

建物を含んだクォードラングルが形成されている。また、

メイン ・アプローチである南側のモールでは、コロネー

ドによって建物が述結され、キャンパスの中心空間であ

ることが強調されている。さらに、実際に彼が設計した

建物では、イタリアやスペインといった地中海沿岸のル

ネサンス綴式(llalo-SpanishRenaissance Style・，)が

その源泉として用いられ、機式の点でもその後の方向性

を示していた。

しかし、結局、彼のマスクープランは受け入れられず、

1922年にイリノイ大学のホワイト(JamesM 附lile)が新

たに招かれる。彼は1923年と1926年にマスタープランの

作成をおこなったが、彼のこれらの案もまた大学を満足

させるものではなかった。大学はマスタープラン作成を

依頼する複数の建築家について検討したのち・4、1930年、

ポール ・クレ(Pau1 Ph i II i ppc Crc 1)にその作成を依頼

する。

クレは1930年からマスタープラン作成に着手し、 1933

年に長終案を完成させているが、その問に彼は10の建物

の設計に携わっている・50特に1937年に完成した新しい

図書館はキャンパスの中心として、また彼のマスタープ

ラン作成の妥として重要な建物であった。キ'ルパートに

よって示された地中海ルネサンス桜式は、テキサスの気
MASTER PLANS FOR UNIV OF TEXAS 



候風土に適したものであると考えられ、敷地中央に建つ

ヴィクトリアン・スタイルのメイン ・ビルディングは取

り媛され、それに代わってクレの図書館が建設される。

中央にはタワーが設けられ、キャンパスの中心としての

モニュメンタルな表情が与えられている。

1933年、彼は最終的なマスタープランとそれに関する

報告書を大学に短出している。この報告書の中で彼は、

「今日用意されたジェネラルプランは、状況の変化に

対応するように逐次修正されなければならない」ことを

伝情しているが、同時に彼はそのような変化の中におい

てもここで示された「スピリット(spir i t) Jは保持され

なければならないと述べている・ 6。彼にとってマスター

プランとは、構造的持続性UormaI i ty)と構造的柔軟性

(elastici ty)を同時に併せもつべきものであった。

彼のマスタープランにおいてそれらは明確に示されて

いる。キソレバートの集を踏襲した直交するふたつのモー

ルが全体の骨絡を決定し、図書館を焦点とする事IIによっ

て統御された、緩やかに傾斜する南側のモールでは、ヴ

ァージニア大学を想起させる建物のリズミカルな配置に

よってキャンパスの中心であることが明確に表現されて

いる(importantaxis and gencral lines、principal

aspects・')。このふたつの直交するモールは鉱張され

た北側、東側の敷地にまで延長され、キャンパスの骨格

として全体を統合している。

一方、このふたつのfllJによって分割された部分や鉱張

された北側、東側の敷地では、それぞれのコンテクスト

に応じて、クォードラングルやモールといった自律的精

進をもっ別次的なグループ(sccondarygroups・')が形

成されている。骨fdとなる主要なモールがもっパブリッ

クな表現に対して、これらのグループにはよりプライベ

ー卜な表現が与えられている。

機式的には、ルネサンス段式を基本とする簡素化され

た古典主義的綴式が用いられ、水平に突出した屋般とそ

の軒襲および壁との.iill結部の意匠が特徴的である。また、

既存建物にも見られる、方形屋線を戴いた上方に突出す

る小峰が共通に用いられ、それは西側のモールや南西部

のクォードラングルでは外部に対するゲートとしての役

割lを担っている・90
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2-ト27.ウィスコンシン大学(WCU)

ウィスコンシン州マテ'ィソン(Madison)にあるウィス

コンシン大学(Universityof Wisconsin)は、 1848年に

州立大学として創立される。 1862年のモリル法制定に伴

う政学部、法学部、工学部等の設立によって、大学は組

織的に鉱大してゆく。創立当初、大学空間はラグー

(John F. Rague)の拙いた全体像に従って形成されてゆ

く。敷地の丘陵部(UniversilyIlill)の頂上に置かれた

ユニバーシティ ・ホール・ 1を焦点とし、州議事堂から延

びる制l線に沿って建物の建設が提訴次的におこなわれる。

しかし、建物の増加に伴い、大学空間は当初の秩序を失

いつつあり、 20世紀初頭になると大学はマスタープラン

作成を計画する。

1906年、レアード、(WarrenP. La i rd)とクレ(PaulP. 

Crel)がマスタープラン作成のために招かれ、彼らに地

元の建築家ピーポテ'ィ (ArlhurPeabody)を加えた 3人に

よって建築委員会が裕成される。彼らは大学空間の現状

を分析した報告苫と将来的な鉱強を提案するマスタープ

ランを作成し、 1908年に大学に縫出している・ 2。報告書

の中で彼らは、 1)メイン ・キャ ンパスの改善、 2)モニュ

メンタルな中心部の形成、 3)現状に対して可能な限り実

際的な、類似性に基づく学部のグルーピング、 4)交通シ

ステムの改話、について言及している。

マスタープランでは、まず既存のモールの改善がおこ

なわれている。モールの東端ではコロネードに図まれた

とF円形のプラザが形成され、またモールに沿って並ぶ建

物は一部が新しいものと置き倹えられ・3、キャンパスの

中心としての性絡が強調される。さらに、丘頂部では既

存のユニパーシティ ・ホールと新しく提案されたふたつ

の建物によってフォーマルなコート(courd' honneur)が

形成されている。クレは『アクロポリス(acropo1 i s) J 

というメタファーによってそれをt~11fJしている・ 40

敷地は北側を湖、南側を街区によって境界づけらてお

り、湖僻lの起伏に富んだ部分では主にレジデンシャル ・

グループが敷地形状に合わせて配置され、対象的に街区

側の平坦な敷地ではアデミックな建物がモールやクォー

ドラングルを形成しながら、規則的に配されている。こ

の提案は部分的にしか実現されなかったが、クレとレア

ードは1925年までに11の建物を設計している・ 50
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2-ト28. ワシントン大学(WTU-Sυ

ミズーリ州セントルイス(Sl. Lou i s)にあるワシント

ン大学(WashingtonUniversi ty)は、 1853年に創立され

る。創立当初、大学はセントルイス中心部に位置してお

り、その建物はitjの他の建物と混在して建っていた。

1893年、 大学はセントルイス西部への移転を決定し、

翌年にはフォレスト ・パークに近い 103エーカーの土地

を入手する・l。大学はまずオルムステッド ・ファームに

マスタープラ ンの試案の作成を依頼する。 1895年、オル

ムステッド ・ファームによる全体配置の試案と敷地の特

性に関する報告が提出され、その中で敷地の拡張の必要

性が箔嫡される。提出された試案では、全体は 3つのク

ォードラングルが連結した構成となっており、東側のク

ォードラングルではスタンフォード大学同様のアーケー

ドが中庭の周聞を囲んでいる。 1899年までに大学はさら

に南側の土地を入手し、再度オルムステッド ・ファーム

に試案の作成を依頼している。

1899年、大学は 6つの設計事務所を招いてマスタープ

ラン作成のための設計競伎をおこなう ・20 また、この設

計鋭校はセントルイスの建築家の参加を認めていた・30

募集要項にはオルムステッド・ファームによる試案が参

考として示され、全体のスキームとしてクォードラング

ルが盟ましいことが明記されている。周年10月に設計続

技案が提出され、審査の結果、コープ ・アンド ・スチュ

ワードソンの案が l等を獲得している。

他の 5案と比較すると、彼らの案はその独自性が際立

っており、それはこの時期の他大学のマスタープランと

比較しでも同綴であった。他の 52長が基本的にオルムス

テッドの試案に基づいたシンメ卜リカルなt結成であるの

に対して、彼らの案ではだ!物がより小規伎のクォードラ

ングルの単位としてまとめられ、それらが部分的に連結

しながらも、敷地全体に分散的に配されている。彼らの

案の特徴は次の二点に要約される。

ひとつはクォードラングルのアゾンメトリカルな配置

による全体のピクチュアレスクな建築効果であり、古典

主義的建築のもつ明快さや完結性、モニュメンタリティ

は議事堂や侍覧会建築のためのものであって、必ずしも

大学空間に必要なものではないとしてここでは否定され

ている・40 それは大学の伝統的理想像である共同体的性
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p"山mlnary問，"αmsteadFum1895 

v 

v 

F司円(T1 圃・ー-ー
'・ 0.闘円円I，，"， 圃・_...

p，帥mlnaryPlan Iαm笥帥dFmn 1899 

-2誌と門
Compeut!VQ P切nI Cope & Stawa!eson 

「一一一一 _... ・守

しーー

r可・・ ・・ -，圃・・-
(- ] 
，...，円 円・.，-・・a

ComP・tltJ ~e Plan ICarrer6 & Hastwogs 

-， ，ー円-，
唱[ + J 
--' '-1.J-1 

Cα稲田凶噛P刷 IEam田"ou咽

F 一一 ，-，・-，-， .... ... ・ー-

4・..f J 
・-1-_1-'・甲句..，..

Cα、l"lP8tJtJvaPlan ICass Gけ"""

C3I::::i 
C'"ηpe州tlvePlanl 恥~K府、 Mead& 1/'什'"・

F 一・ 輔自回目

-i 回 f
C旬、同petulvePlan/Sれ鶴，・yRUldn&Cα刻。9'

COMPEτITlON FQAWA5附NGTONUNtV 1899 

MASTER PLANS FO円WASHINGTONUNIV 



絡を指向するものであり、ジェファーソンの描いた『ア

カデミカル ・ビレッジ(academicalvi Ilage)Jの理想像

を独自の手法で実体化したものであった。それはまたク

オードラングルの規棋にもよく現れている。

他のひとつは「生成モテソレ(growlhmode 1) J吋という

言葉によって示される大学空間形成の方法論(alli l ude) 

・6に関するものである。要項に示されているように、マ

スタープラン作成においてキャンパスを構成する建物は、

一部は早急に建設される建物であり、残りは将来建設さ

れる予定の建物であった ・ 7。したがって、他の 5~では

長初に建設される建物がすべて完成しでも、それらは全

体としては未完成の状態で放置されることになる。一方、

コープ ・アンド ・スチュワードソンの案では、小規模の

クォードラングルの単位が漸次的にi的殖してゆくことに

よって、生成の各段階である程度の完成した状態をっく

りだすことが可能である。さらに建設すべき建物の変更

や異なる建築家の関与といった状況の変化に対しでも、

彼らの示すスキームは柔軟に対応することができる。そ

こでは長期的視野に基づく真の意味て‘のマスタープラン

の作成が意図されており、状況の変化は大学空間の統合

性を乱すものではなく、むしろ統合性のもとでの多様性

を促すものとして好意的に受け入れられている。

このマスタープランのもとで、コープ ・アンド ・スチ

ュワードソンは13の建物の設計をおこなっている。しか

し、彼らのマスタープラン、あるいはその意図はその後、

完全には笑現されていない。



太学 Washington University 貰料品号 WSU-SL03 I 

マスタープラン Comr淀川l、cDcsign for ¥¥'ashington l-ruvcrsit) 

設計建設 1899 

強築家 Cope & SIC机訂dson

L】】ーーー一一一一

|τ二二ZZ2τ日 11

EE2 221!司
MALL 

「一一一ーー一

基本集合単位/集合形態

戸ヨ1
5ーヨ|
「三一
叉蓮2

MAlL OUAQRANGLE 

形態的特徴

=コ @唱。鋭姐匂支~_.

亡二コ畑岡崎倒開明 t

.，脚.1 10.0叩

杢liiJ構成に関しては、規tJ.lの異なる波数のクォ

ドラノグjレが;~*li ~れ、さらにそれらが分散的に配

された悦成となっている 3 最初のうYナードラングjレ

ではアプローずの軸が延長され、シンメトリカ jレな

構成がとられているが、それは徐々にiJi)され、自然

発生的にクォードラムノグルが配位されている。ま

た、 4)ーキュンーション軸が微々に切り瞥えられ、

全体としてピクチュ7:"-スクな効果が;1i.求されてい

る。

保式に関して:j.カノ γジゴシック株式が採用さ

れ、弁別的要素としては、メインエントランス部分

に設けられたゲート 7ワーやアーケードがある。

クォードラム〆グんというひとつの形式のみで大規

模なキャンパスが形成された独特の例であるつ
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2-ト29. ワシントン大学 (wru-sn

ワゾントン州シアトル(Seatlle)にあるワシントン大

学(University of Washington)は18..年に創立される。

20世紀初頭まで大学空間は分徴的に配された少数の建物

が楕円形のオープン ・スペースを阻むという檎成をとっ

ており、 1904年にはオルムステッド ・ファームによって

この楕円形の構成を含んだマスタープランが作成されて

いる。

1909年、この大学の敷地において問覧会がおこなわれ

る(Alaska-Yukon-PacificExposilion)。そこではレー

ニア山を望むモールによって全体が秩序つ.けられ、それ

は侍覧会後もキャンパスの基本的骨格として残ることに

なる。 1911年と1914年にオルムステッド ・ファームは博

覧会のモールを利用したマスタープランを作成するが、

それは大学を満足させるものではなかった・o

大学の計画委員会はマスタープラン作成における 9項

目から成るプログラムを作成し、その中でクォードラン

グルとカレッジ・ゴシックの採用、図~館をキャンパス

の焦点とすることを定めている・20 大学は複数の建築家

と函援をおこない、 1914年、この大学で教鞭を執り、ま

た計画委員会のメンバーでもあったグールド、(Car1 F. 

Gou 1 d)にマスタープラン作成を依頼する。

1915年、彼は既存の建物を含むリベラル ・アーツ ・ク

ォードラングルと問覧会のモールを利用したサイエンス

・クォードラングルが、ほぼ llOL([の角度でi虫結する案

を大学に提出する。そしてこれらの述結部に図書館が置

かれ、それは既存のミーニ ・ホール(MeanyHa 11)ととも

にキャンパスの中心空間を形成している。これらのオー

プン ・スペースの連鎖によってキャンパスの基本的骨絡

が決定され、またそれらの周囲に副次的なグループが形

成されている。

このマスタープランに基づいて、グールドは1934年ま

で実際の多くの建物の設計をおこなった・30 それらはカ

レッジ ・ゴシック様式で建てられ、特にキャンパスの焦

点である図書館の設計において、彼はゴシックのカテ ド

ラルを恩!わせる形態を用い、その中央にはタワーを設け

ている・40 それによって図書館はモニュメンタルなもの

となり、さらにその前に広がるオープン ・スペースは中

世の教会前広場のような雰囲気を醸し出している。

BEBB &. GOUしo1915 
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2-ト30_イエール大学(YLU)

コネチカット州ニューへプン(NewIIaven)にあるイエ

ール大学(YalcUnivcrsity)は、 1701年にセイプルック

(Saybrook)で創立され、 1717年にニューへプン中心部の

現l'Eの敷地に移動する。植民地i切に形成された 9分割さ

れた郷市街区の中央にあるグリーン(NewHaven Green) 

に而した西側の街区(01d Campus)に大学の建物が建設さ

れる・ olli物の地加に伴い、そこでは通りからセットパ

ックし、 lli物が線状に並ぶ独自の配([l形式(YaleRow)が

形成される。このオールド ・キャンパスの中で大学は漸

次的に迎物の建設をおこなってゆく。

1860年代になると土地の効率的利用を目的としたオー

ルド ・キャンパスの整備が始められる。イエール ・ロウ

は取り峻され、街区筑界部分に新しい建物が建設される

ことによって、建物によって図まれ、周辺環境から隔舵

された自律的外部空聞が形成される。スターヅス

(Russell Sturgis， Jr.)によって設計されたこれらの新

しい建物は主にドミトリーとして使用され、そこでは盛

期ピクトリアン綴式が周いられている・らこのオールド

.キャンパスの整備はその後の大学空間のjftむべき方向

性を示していた。この方向性とは、第ーにドミトリーを

中心とする大学空間の形成、第二にクォードラングル形

式の係用、第三にカレッジ ・ゴンックの係周である。

19位紀末から20世紀初頭には、組織的鉱大に伴い大学

空間は周辺敷地へと鉱強し、建物の数も急速に地加して

ゆく。この急速な変化の中で段々な鮭!築家が起物の設計

に関わり、大学空間は混乱の綴相を呈しはじめる・30 こ

の無秩序化の傾向に歯止めをかけ、計画的な空間形成の

第一歩を記したのは、ロジャース (JamesGamble 

Rogers)によるホークネス ・メモリアル ・クォードラン

グル(IIarknessMer目orialQuadranglc)であった。

このクォードラングルは学生のためのドミトリーであ

り、敷地いっぱL、に建てられたその内部では規後の異な

る後数のコートによって空間が分節されている。段式的

にはカレッジ ・ゴシックが用いられ、そこでは綴々な建

物のディテールが参照され、それらが自在に復合されて

いる。彼はこの建物の設計にあたって、クラムの事務所

の所員であり、ゴシックのディテールに精通したロップ

(E. Dona Id Robb)に協力を求めている・4。また、オール

v 
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ド・キャンパスに面するエントランス部分にはシンボリ

ックなホークネス・タワーカ〈設けられ、さらにメイン・

コートの北西関部に設けられたレクサム ・タワー

(Wrexha皿Tower)が空間にアクセントを与えている。こ

れら大小のコート、様々なゴシックのテ・ィテール、変化

に宮んだ屋恨のスカイライン、そこから突出するタワー

等の復合によって、ここではピクチュアレスクな建築効

果が徹底的に追求されている。このピクチュアレスクな

効果は、彫刻家との協働による後々なイコノグラフィッ

クな彫刻や装飾によってさらに強化されている叶。

このホークネス ・クォードラングルの建設をJ切に、本
絡的な大学空間の整備が始められ、 1920年代にはポープ

(John Russell Pope)によって全体のマスタープランが

作成されている・5。彼の案では、北部の現在のピアソン

・セージ ・スクエア(Pierson-SageSquare)を含んだ大

学空間全体が主要な 3つのfI!Jによって統合され、それら

の周図にクォードラングルが形成されている。特にオー

ルド ・キャンパスからクロス ・キャンパスへと至る南北

側lの設定に伴い、オ ルド ・キャンパスの北側の建物が

一部取り境され、それらの問の空間的な述続性が意図さ

れている。このポープの提案は笑現されなかったが、

1932年に彼はカルフーン ・カレッジ(CalhounCollege) 

の設討をおこなっている。

実際の大学空間のJ'Q{!Iiに携わったのは、ロジャースで

あった。 1930年、大学はイギリスの伝統的カレッジに倣

ったカレッゾ ・システム(co11 egc sys lem)を導入し、大

学を復数のカレッジの集合体とする組織的改編をおこな

う・7。この組織的改編に伴い、それぞれのカレッジを収

容するlli物が必要となり、ロジャースがその大半の建物

の設計を担当した・8。そこでは共通にクォードラングル

の形式が用いられ、大学空間の中心郎はオールド ・キャ

ンパスを含んだこれら後数のクォードラングルによって

占められた。このように大学の中心部を居住施設が占め、

しかもそれらは共辺にクォードラングルの形式を採用し

ているという点において、イエール大学はアメリカの大

学の中でも特異な位置にある。械式的には、開発当初は

カレッジ ・ゴゾックが用いられたが、その後、ジョージ

アン段式のカレッジも建設されている・90 また、ロジャ

ースはこれらカレッジ以外にも図書館や法学部、大学院

の建物の設計もおこなっている・10。
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~IUJf拝成に関しては、既存のオールドキャンパ

スを中心に、街区形状に合わせて複数のク 7 ード

ラノグJレが長置された構成がとられている それ

それの7ナードラノグJレは、敷地のJJWlや形状に

よって、lii体のもの、波放のコートに分割された

もの.ィ、焼慌のクォードラングルが付加されたも

の、組訟のクヲードラングJレが.i.'s結されたものな

と、保々である。

除式に関しては.クォードラノグルによってカ

レッジゴン γク係式あるいはジョーシアン検式が

使い分けらZしている 弁~IJ的要点としては、峨々

なスタイ Jレのタワー鮮がある

部i!T;，j:において、 ~1Tしてクォードラノグル形

式が用いられ、イギリスのオ γクスプ1).Jジ的な

大学空間が形bY:されている代点的な例である



2節 キャンパスの形態的特徴

2-2-1.空nutl育成

前節では具体的な30大学のキャンパス形成の過程を統

制し、さらにそこで作成されたマスタープランあるいは

実際に建設された大学空間の形態的特徴を個別的に整理

した。また、それによって前章で述べたキャンパス成立

のふたつの条件、すなわち「領域のl珂侃・化Jと「計画的

な空間形成Jの過程を具体的に観察することができた。

木節では、この個別的事例の観察に基づき、アメリカ近

代の大学空間=キャンパスの形態的特徴に関する全体的

傾向を箆理する。

アメリカ近代の大学空間の形態的特徴に関してまず、

その空間梢成に共通の特徴が見られるという点を指摘す

ることができる。この共通の特徴とは、後数の建物群が

オープン ・スペースを凶むという空間消成(enclosed

opcn space lypc)であり、そこではオープン ・スペース

によって統合された彼数の建物ll'f-がキャンパスを的成す

る基本的な月1位を形成している。第 lJ;!で整恕したよう

に、アメリカの伝統的大学空間における空間構成形式は

大きく 2fi1Wiの恕El1に分額することができる(pavi11 ion 
lypc ∞ cnclosed opcn space lypc)。アメリカ近代の

大学空間では共通に後者のタイプが採j円され、それは伝

統的大学空/111に比べてより形式性の強い、フォーマルな

ものとなっている。

このオープン ・スペースをI!J心とする空間柿成は具体

的には、モール(mall)とクォードラングル(quadranglc)

というふたつの綴態として現れている。モールとはヴァ

ージニア大学に代表さ れる、~"t1をもっオープン ・ スペ

ースの両fijllにlli物が並ぶ情成形式であり(制l型形式)、

クォードラングルとはイギリスのオックスフォード、ケ

ノブリッジ(Oxbri dgc)両大学のカレッジに代表される、

求心性をもっオープン ・スペースの周聞を建物が阻む形

式である(集中型形式)。廿なわち、オープン ・スペー

スを統合要紫とする空間間成形式(encloscd open spacc 

lype)のヴァリエーションであるモールとクォードラン

グルいずれかが採用されている点がこの時期のキャンパ

スの共通の特徴となっている。

モールを主要な情成形式として用いた初期の例として

UNIVERSJTY QF ILLlNOIS I MALL TYPE 
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は、カリフォルニア大学ハークレー校設計競技(1899

年)、ハーバード大学メディカル ・スクール(1903-06

年)、カーネギー ・テクニカル ・スクール(1904年)、

ゾヨンズ ・ホプキンス大学(1904年)、ミネソタ大学

(1908年)等がある。

クォードラングルを主要な構成形式として用いた初期

の例としては、 トリニティ ・カレッジ(1873年)、スタ

ンフォード大学(1888年)、シカゴ大学(1893年)、ペ

ンシルベニア大学ドミトリー ・グループ(1895-1905年)

、ワシントン大学(WashinglonUniversi ly， 1899年)等ー

がある。

これらの大学の影響もあって、モールとクォードラン

グルはキャンパス形成の主要な桃成形式として定着し、

さらにこのふたつの形式を複合した例も現れている。例

えば、ウエスタン ・ユニヴァーシティ ・オブ ・ペンシル

ベニア(1908年)、ライス大学 (1910年)、リード ・カ

レッジ(1912年)、リッチモンド・カレッジ(191<1年)

、コロラド大学(1919年)、デニソン大学(1923年)、

デューク大学ウエスト ・キャンパス(1930年)、テキサ

ス大学(1933年)等がその例である。

この時期のキャンパス形成の特徴のひとつは、それが

アメリカ全土において同時多発的におこなわれている点

にある。また、アメリカの近代的大学の特徴であるその

制度的柔軟性によって、大学組織はシカゴ大学のような

総合的なものから、スウィート ・ブライア ・カレッジの

ような リベラル ・アーツ ・カレッジまで多栢多機なもの

となっている。このような地埋的鉱倣性や組織的多桜性

の中で、オープン ・スペースをVllむ空n:H博成形式が共通
にt.li周されている点がアメリカ近代の大学空間=キャン

パスの大きな特徴である。

このキャンパスの空間情成形式については、次主主にお

いて 「建築の梨合形式Jという観点からさらに詳しく分

析する。



2-2-2.犠式

この時期の大学の建物の様式は、時代の傾向を反映し

た折衷主義的なものとなっている・1。あらゆる様式は相

対化され、それぞれの大学や建築家の個別的判断や晴好

によって綴式選択がおこなわれている。空間構成がモー

ルやクォードラングルといった共通の形式へと収束する

傾向を示しているのに対して、綴式はそれら空間構成形

式の共通性のもとで発徴的傾向を示している。

援式に関するこの時期の傾向として、まず綴式を統ー

することによって全体の統一的秩序を達成することが、

キャンパス形成における共通の前提となっている点が挙

げられる。この様式の統ーについて、ある建築家は次の

ように述べている・ 20

「どの様式が用いられるべきかという問題は、キャン

パスのすべての建物の様式を揃え、調和と統ーを達成

することほど重要ではなし、。 J

この綴式統一の前提のもとで、各大学において個別的

な様式の選択がおこなわれている。この様式選択は単に

晴好の問題ではなく、その決定に関わるいくつかの共通

の要因を箔摘することができる。i0Jえば、パイン(John

B. Pi ne)は模式選択に関する以下のような判断益準を挙

げている・30

1)機能性

2)フレキシビリティ

3)経済性

4)持続性

5)美的効果

1 )の機能性とは、部屋の保光といった実際の機能的:'J:!求

に対する核式の適合性、 2)のフレキシビリティとは、講

義練、 ドミトリー、体育館といった多額多機な建物に対

する様式の適用範聞の広さ、 3)の経済性とは建設にかか

るコスト、 4)の持続性とは、キャンパス形成に関わる後

数の建築家が共通に用いることのできる様式の採用によ

って、全体の統一性を持続すること、 5)の美的効果とは、

文字通り審美的観点に基っく械式選択、をそれぞれ意味

している。

このような綴式選択に関わる要因を整理すると、以下

の 3点に集約される。

1)機能的 ・経済的妥因

Y ALE UNIVERSITY 
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2)美学的要因

3)表象的要因

パインの機能性や経済性は1)に含まれ、フレキシビリテ

ィ、持続性、美的効果は2)に含まれる。 3)の表象的要因

とは大学の自己同一性(identi ty)に関わる要因であり、

特にこの時期は様式が大学の自己同一性の表現として重

要な役割を担っている。

第一の機能的 ・経済的安因については、様式選択の根

拠として、#lJえば窓の大きさや位置に関する制約の多い

古典主義的機式よりも、それらの自由皮の高いゴシック

緩式の方が採光に関して有利であるといった議論や、コ

ロニアル ・スタイルは建設コストに関して経済的である

といった議論がしばしばなされている。しかし、この要

因は綴式選択においてそれほど重要な位置を占めてはい

なし、。

第二の美学的要因については主に、 1)様式の全体的統

一の達成のしやすさ、 2)綴式が潜在的に備える視覚的的

効果というふたつの観点から議論がおこなわれている。

前者については、例えば、ゴシァク綴式はその不規則な

スカイラインやマッスの凹凸によって、地改築において

も全体の統一感が失われにくいといった議論、逆に古典

主義的核式は建物の高さの統一、主主主なモチーフの反復、

水平なラインの強調によって、全体の統一的効果の自IJ出

に有利であるといった議論がなされている。

後者の綴式が潜在的に備える視覚的効果については、

クラシックとゴ:ノックというこ項対立のもとで議論がお

こなわれている。例えば、クラウダー (CharlcsZ 

Klauder)はこの問題をフォーマル(form品1)とインフォー

マル(informal)という二分法に基づいて説明している・40

i皮はクラシッ夕、ルネサンス、ジョージアン、コロニア

ルをフォーマルな綴式、ゴシックをインフォーマルな機

WASHlNGTQN UN1VER$lTY 

Ridgtley & Dunlc.er Balls 

式として闘IJし、前者の特徴として規則性、対称性、直 玉三二二一一二? ・ ‘ー:力士一一町一

線性を挙If、後者の特徴として不規則性、非対称性、ピ

クチュアレスクを挙げている。彼はまた、フ ォーマルな

段式の建築的効果は、威厳と安定感であるとし、そのよ

うな効果を生み出す手法として、

1)スカイラインの統一

2)部分の反復

3)窓の正確な配置

4)水平線の強調



日)平!s.な法ザ!あるいはテラス

を)f.げている。さらに、このフォーマルな綴式の究極は

モニュメンタリティであると述べ、均衡(balance)や対

事r-性といった性質、弁別的~卦;の反復による怨築的効果

は保持しているものの、モニュメンタリティへと向かわ

ない様式としてゾョージアン綴式を挙げている。

一方、彼はインフォーマルな綴式、すなわちゴシック

綴式については、よりフレキシブルで、起伏に包んだ敷

地においても適応可能であり、さらにそれは自由で、順

応性があり、部分的にクラシァクなモチーフを用いるこ

とさえ可能であると述べている。この段後の特徴は特に

イギリスのオックスブリッジでj日いられているテューダ

一段式やジヤコビアン段式を指している。

このように、フォ マルとインフォーマルという様式

それ自体が備える建築的特質のtiYiJは、段式選択に関わ

るifl2.t1な美学的安因となっている。フランクルの言発を

(liりれば・5、仏jおは調和、 IVJ隙さ、1[D自性の強調によっ

て fll1ーの像(image)JというlUn的立iJW:を創出し、後
おは ~.j比、明 I際さの欠如、 ~lめ方向の見え方に重点を置

くことによって『多数の像(imagc)Jという視覚的効果

を自II:IJしており、これらlli築的イメーソの差出Eが線式選

択にf)Yijを与えているのである。

第三の表象的2:i図については、大学の自己同-{1の表

現手段のひとつとして綴式が促えられていること、また

段式選択の手掛かりが伝統や地域性に求められている点

を桁嫡することができる。第一に、大学は底火の'IJに自

己同一性確立の手掛かりを求め(hisloricism)、他民地

WIのコロニアル/ゾョージアン械式、イギリスのオック

スブリッゾのテューダー/ゾヤコビアン綴式、古代ロー

7の純粋な，liØ~段式、アテネのグリーク ・ リヴァイパル

桜式が選択される・6。例えば、コロンビア大学では純粋

な古典綴式(purccl畠sicSlylc)がf1J.、られ、ウエスタ

ン・ユニヴァーシティ ・オブ ・ペンシルベニアではグリ

ーク ・リヴァイハル械式が深川されている。第二に、大

学はそれが属する地法の伝統や気候に自己同一性確立の

手掛かりを求め(rcgionalism)、東海岸ではニューイン

グランドの伝統であるコロニアル株式やジョーンアン後

式、西海庁ーではスパニ yシュ ・コロニアル段式が選択さ

れている。また、気候や風f;lのm似性にuづいて、コロ
ラド大学ではイタリアの山岳部市のlli物の線式(Rural
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Ilal ian Style)、カリフォルニア大学ロサンゼルス校

ではイタリアのロンハルテ'ィア地方のロマネスク様式

(Lombard Romanesque Slyle)がそれぞれ参照され、ライ

ス大学では地中海地法の様今な綴式が独自の手法で折衷

されている(irnaginal i ve cc lecl i ci sm)。

このように、この時期にはこれら復数の要因によって

綴式の選択がおこなわれ、全体としてそれは多線化の傾

向を示している。しかし、このような発散的傾向が一段

滋すると、核式はコロニアル/ジョージアン段式とカレ

ッジ ・ゴシック核式に収束する傾向を示すようになる・70

これは、ひとつにはルネッサンス綴式やグリーク ・リヴ

ァイパル桜式に見られるモニュメンタリティは、本質的

には大学が備えるべき建築的特質とは無関係なものであ

り、むしろ大学の伝統的理惣、像であるコミュニティとし

ての性絡に適したこれらの段式が好まれたことによるも

のである。

コロニアル綴式あるいはジョージアン段式を用いた例

としては、デューク大学イースト ・キャンパス、デニソ

ン大学、ハーバード大学、イリノイ大学、ジョンズ ・ホ

プキンス大学、ロチェスター大学、スウィート ・ブライ

ア・カレッジカ〈ある。

カレッジ ・ゴシック段式を採Jl1した例としては、プリ

ンモア ・カレッジ、デューク大学ウエスト ・キャンノfス、

ぺンゾルベニア大学ドミトリー ・グループ、プリンスト

ン大学、リード ・カレッジ、リァチモンド ・カレッジ、

卜リニティ ・カレッジ、ワシントン大学(Washinglon

Univ.. Sl.Louis)、ワシントン大学 (Un i v. 0 r 
Washinglon. Scalllc)、イエール大学がある。
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R1CE lNSTITUTE Lovett Hall. details 



2-2-3弁別的要紫

空問機成、様式と並んでキャンパスを特徴づけるもの

として弁別的要素(dislincliveelemenl)がある。この

弁別的要素は線式同綴、空間]構成の共通性のもとで多様

化の傾向を見せているが、キャンパスの空間的特質との

関係の中で次のような類型に分類することができる。

1)外部空間の形成に関わる要素

2)空間の分節に関わる要素

3)空間の統合作用に関わる妥索

4)空間の到達点あるいは進入点に置かれる妥紫

5)建築的効果に関わる要素

第一の類型は、外部空間形成に関わる弁別的要素であ

る。この時期の大学空間の特徴のひとつは、建物のみな

らず、外部空間も含めて総合的に空間形成をおこなう点

にある。この外部空間形成における弁別的要紫として最

も代表的なものは芝生(lawn、green)で=ある。それは外

部に数かれた誠監であり、外部空間に生活の場(li v i ng 

r日日田)としての性絡を与えている。これらの多くは平湿

な芝生空間であるが、ヴァージニア大学のローン(lawn) 

のようになだらかに傾斜した、芝生にE現われたモールと

いうスキームもまたこの時期のキャンパス形成における

イメージの源泉となっており、カリフォルニア大学バー

クレー校やカーネギー ・テクニカル ・スクール、ミネソ

タ大学、テキサス大学、ウィスコンシン大学でこの形式

が採用されている。

また、敷地形状を利用した弁別的要素として、外部階

段、テラス、基組、ブリッジ、アンフィシアタ一等があ

る。コロンビア大学やプリンストン大学、ワンントン大

学(セントルイス)では、キャンパスへのアプローチと

して外部階段にモニュメンタルな表情が与えられている。

クラウダーはフォーマルな建築的効果創出の手法として

平坦な基樹あるいはテラスを挙げているが、それはコロ

ンビア大学やコーネル大学、スウィート ・プライア・カ

レッンで用いられている。また、カリフォルニア大学ロ

サンゼルス校では、起伏に富んだ敷地に直線状のモール

が重ねられ、両者を調停する装置としてブリッジや階段

が用いられている。さらに、パークレーやミネソタ大学

では斜面を利用したアンフィシアターが形成されている。

第二の類型は、空間の分節に関わる弁別的要素であり、

UNIVERS1TY QF' PENNSYLVAN1A 

The BigQuild 



その多くは第一の類型と重複している。先に挙げた外部

階段、テラス、基場等は外部空間形成の要素であると同

時に、空間を分節する機能も併せもっている。さらには

起伏に富んだ敷地それ自体も空間の分節に寄与している

と言える。ともあれ、上記の例以外では、ペンシルベニ

ア大学やジョンズ ・ホプキンス大学、ロチェスター大学

において空間を分節し、同時にそれらを繋ぐ装誼として

外部階段が効果的に用いられている。また、アーケード

やコロネードもこの機能を担う要紫として、多くの大学

で採用されており、例えば、ジョンズ・ホプキンス大学

やロチャスター大学ではアーケードやコロネードが直交

するふたつのモールの連結部において外部階段と併一周さ

れ、それらを分節している。

第三の類型は、空間の統合に関わる弁別的要素である。

この時期のキャンパスは空間構成にその特徴をもち、モ

ールやクォードラングルというオープン ・スペースによ

って建物群を統合する形式がとられている。したがって

この建物によって図まれたオープン ・スペース自体、空

間の統合に関わる弁別的要素である。このオープン・ス

ペースに加えて、その統合作用に関わる要素としてまず、

アーケードやコロネードが挙げられる。これらはその包

閲性、コラムやアーチのリズミカルな反復によって空間

に統一的秩序をもたらしており、特にヴァージニア大学

のコロネードはモール ・タイプの空間形成に大きな影響

を与えている。これらの要素を用いた例としては、コロ

ラド大学、デニソン大学、ジョンズ ・ホプキンス大学、

ライス大学、スウィート ・ブライア ・カレッジ、スタン

フォード大学等があり、さらにホーンボステルによるハ

ークレー、キ'ルバー卜によるミネソタ大学、ジャンセン

・アンド ・エイポット(Jansscn& Abboll)によるウエス

タン ・ユニヴァーシティ ・オブ ・ペンシルベニアの各設

計続伎案ではこれらの要紫が主-EEなモチーフとして積伝

的に係悶されているo

勅性を有する空間の焦点に白かれた建物やタワーもま

た、全体の統合に関わる弁別的要紫である。ここでもヴ

アージニア大学のロトンダが大きな影轡を与えている。

焦点としてロトンダが芹]'、られている例としては、コロ

ンビア大学、カリフォルニア大学ハークレー校、デュー

ク大学イースト ・キャンパス、デニソン大学、イリノイ

大学、マサチューセ yツ工科大学、ライス大学、スウィ

..~ -_ 
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一卜 ・プライア ・カレッジカ〈ある。また、焦点にタワー

あるいは鍬J(;fJ引J'、られている伊!としては、カーネギー

・テクニカル ・スクール、デューク大学ウエス卜 ・キャ

ンパス、ハーバード大学:ビジネス・スクール、ジョンズ

・ホプキノス大'下、ロチェスター大学、リード・カレッ

ソ、ス ''Jィート ・プライア・カレッジ、テキサス大学が

ある。

:;lPYの灯i'¥'1は、外部から人1mを紹き入れるという機能

に|刻わる1r-別的1Q素であり、それは外界に対して開放的
!Jモールでは到達点として示され、外界に対して閉鎖的

なクォードラングルではim入点として示されている。す

はわち、モールでは先に挙げたロトンダやタワーといっ

た焦点lこれかれた要素がこの綴能を担い、一方、クォー

ドラングルではゲートタワーや鐙培等のエントランス部

分に 1í'lかれた2.!]~告がこの機能を担っている。後者では特

にイギリスの伝統的カレ yジのゲートタワーが大きな彫

傍を与えている。ゲートタワーを用いた例としては、プ

リンモア ・カレッジ、デューク大学ウエスト ・キャンパ

ス、ペンシルベニア大学、プリンストン大学、ライス大

学、リード ・カレッジ、 トリニティ・カレッジ、ワシン

トン大学(セントルイス)がある。また、タワーや鐙浴

がクォードラングルのエントランス部分に用いられてい

る例としては、ハーハード大学ドミトリー ・グループ、

プリンストン大学、イエール大学がある。さらに、スタ

ンフォード大学では凱旋門を:tr!起させるモニュメンタル

なゲートが設けられている。

第五の額型は、建築的効果に関わる弁別的要素であり、

これまで挙げてきた要素も、当然、何らかのかたちでこ

の怨築的効果に寄与している。この姐!策的効果に関する

弁別的要素もまた段式問綴、クラウダーが活情したフォ

ーマル/モニュメンタルとインフォーマル/ピクチュア

レスクというふたつの極のあいだで踊れていることがわ

かる。

前者の特徴である簡潔性、安定性、規則性、対称性、

均衡、調和、明際さ、正面性といった視覚的あるいは建

築的効果にE寄与する要素としては、 前hの焦点に鐙かれた

ロトンダやタワー、リズミカルに反復するコロネードや

アーケード、高さやプロポ ンョンの姉えられた平滑な

ファサード、反復して用いられ、また1!!物の対称性を強

調するペディメン卜やポルテイコ、規則的に配された窓、

現明

二三ご- 可".;;，.;--~....一一一首戸司自云
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水平性を強調するモールテ'イング等が挙げられる。

後者の特徴である復雑性、不安定性、不規則性、非対

林性、対比、不明瞭性、意外性といった視覚的あるいは

建築的効果に寄与する要素としては、凹凸があり輪郭の

不明瞭な全体のマッス、アゾンメトリカルな位置に置か

れ、水平に鉱がる建物群と対比的に丞直にそそり立つタ

ワー、不規則なスカイラインを形成するドーマーや煙突、

部分的に突出するタレットやベイ ・ウインドウ、自由に

配置された大きさの異なる窓、関口によって部分的に上

方に押し上げられたモールテ.イング等がある。

PRINCETQN UNIVERSITY 

Graduatt:Collt:殴



第 3章

モールとクォードラングル / 建築の集合形式



3-0.本章の内容/問題提起

前主主における個別事例の観察によって、アメリカ近代

の大学空間はその空間構成に共通の形態的特徴をもつこ

と、すなわち、一見、複雑に見える大学空間は、実は、

「モールj と「クォードラングルJという単純な空間単

位の組み合わせによって形成されていることが明らかに

された。 rモール」とは紬性を備えたオープン ・スペー

スの両側に建物が並ぶ形式であり、 「クォードラング

ルJとは求心性を備えたオープン ・スペースの周囲を建

物が囲む形式である。さらに興味深いことに、これらは

それぞれ、アメリカ独立期に創設された最初の州立大学

であるヴァージニア大学と、イギリスのオックスフォー

ド、ケンブリッジ両大学の伝統的カレッジで採用されて

いる形式であり、そこに時代を越えて共有される大学空

間の型を見いだすことができる。

以上のような認識に基っき、本主主では、建築の集合形

式という観点から、アメリカ近代の大学空間の空間構成

の特徴を整理する。具体的には、 「モールJと「クォー

ドラングルJが各大学で採用されている様態を類型的に

繋理し、さらにそれぞれの形式が潜在的に備える形態的

な特性を拍出する。そして、 「モールJと「クォードラ

ングルJという空閥単位の組み合わせによるキャンパス

の形成が、近代の大学空間に求められる機能的、美学的、

表象的安求に対して果たす役割について考察する。本主主

での議論の姿点は以下のとおりである。

第一に、キャンパスを織成する「若本集合単位Jとい

う級念を提示し、その空間桃成形式であるモールとクォ

ードラングルを設定する(空間消成の基本形式)。そし

て、これらの基本形式を用いた先例(原型的作品)であ

るヴァージニア大学とイギリスのオックスブリッジの空

間構成の特徴を整理する。

第二に、各大学における越本集合単位の様々な存在綴

態を「基本形式の変形」という観点から類型的にま在理し、

さらにモールとクォードラングルというふたつの基本形

式の形態的特性を抽出する。

第三に、複数の基本集合単位が複合され、キャンパス

という集合体が形成される様態を「基本形式の複合Jと

いう観点から類型的に整理し、以上の考察に基づき、キ

ャンパスの存在形式の特徴を整理する。



。

[liii 空間構成の基本形式

3-[-1.基本集合.!l1位

tJijllの個別事例の分析によって、キャンパス成立期、

すなわち19l!i紀末から20世紀初iiJjのアメリカの大学空間

は、特にその空間構成に共通の形態的特徴をもつことが

滋!解された。建物の機能の多様化と複雑化が進み、また

古典主義的綴式とゴシック的段式をふたつの極とした核

式の相対化と多綴化が進むなかで、空問機成はそれら多

機な展開とは対照的に、ある共通の形式へと収束する傾

向を示しているのである。この空間構成に見られる共通

の形態的特徴とはどのようなものであるのか。

アメリカ近代の大学空間=キャンパスの空間続成の第

一の特徴は、オープン ・スペースを建物群が閉むという

共通のスキームの採用である。既に抱理したように、ア

メリカの大学空間はその歴史の中で以下の 5つの空間柄

成形式の類型を発展させてきた。

1)ランドマ ク・タイプ (Landmark) 

2)ロウ ・タイプ (Row) 

3)ノ寸ーク ・タイプ (Park) 

4)クォードラングル ・タイプ (Quadrang1 e) 

5)モール ・タイプ (Mall) 

ft，l:初の 3つの煩型は、個々の建物を敷地内にパヴィリオ

ン的に配する形式であり (pavi11 ion lypc)、それに対し

て後の 2つの類型は、建物とオープン ・スペースが一体

となってひとつのグループを形成し、それが敷地内に配

されるという形式であり (enclosedopen space lype)、

そこではオープン ・スペースがそれを阻む建物群を秩序

づける統合要素となっている。

アメリカ近代の大学空間=キャンパスにおいては、後

者のオープン ・スペースを統合妥索とし、その周閣を建

物が凶むという空間構成形式が共通に用いられている。

このようなキャンパス形成における主要な統合要素であ

るオープン ・スペースについて、ギセンズは次のように

述べている。

「全体的にオープン ・スペースが霊裂な主題として迫

求され、ほとんどの場合それは形態的に明確に規定さ

れた、フォーマルなものとして倣われている。

これらのオープン ・スペースはアメリカの大学に特徴



的なものである。 J• [ 

すなわち、アメリカ近代の大学空間=キャンパスでは建

物訴によって「聞われたオープン・スペース(enclosed

open space) Jを形成するという共通の特徴をもってい

ることが理解される。

アメリカ近代の大学空間=キャンパスの第二の特徴は、

これら建物群によって「間われたオープン・スペース

(enclosed open space) Jが、キャンパスという大規模

な集合体を構成する基本的な単位(uni l)となっているこ

とである。キャンパスは多数の形態史紫が複数の構成段

階(告ii材→部屋→建物→建物ll't→キャンパス)を経て統

合されることにより形成される。そして、 「因われたオ

ープン・スペース(enclosedopen space) Jの存在が示

すように、アメリカ近代の大学空間では特に「建物→建

物群Jの構成段階に共通の弁別的特徴を見い出すことが

できる。すなわち、この段階で形成されたある形態的ま

とまりをもった建物群の集合=因われたオープン・スペ

ースは、キャンパスを構成する若本的な.${立となってい

るのである。このように「建物→建物群」の構成段階で

辰初に形成される建物群の集合を、ここではキャンパス

の『基本集合単位(basiccolleclive uni l) Jと呼ぶこ

とにする。

ギセンズ(AlfredMorlon Gi lhcns)は1906年、建築1浮

の集合に関する 『グループ・プラン(TheGroup Plan)J 

・2と題した論考を発表し、その中で次のように述べてい

る。

「ほとんどのグループ・プランは、多かれ少なかれ、

勤務tやひとつあるいは複数の共通の建物によって関係

づけられた、より小さな独立した:'l!!素的部分に分割さ

れる。このような部分それぞれを、グループ全体の配

置形式と区別して、コンポジション(composi l i on)と

呼ぶ。」

そして、この「コンポジションJ について、彼は:JI.f~Jを

示しながら(多くの大学空間が取り上げられている)、

以下のような頴型を設定している。

1) Closed Courl 

2) Qpen Courl 

3) 'Te 1 cscope' 

4)‘T' 

5) Cross 

v 

v 
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， 
O 白、，

， 

o 
。 u
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buildings 

baslc collective unit 
(enclosed open space) 

collective for円1
(campus) 

基本~合単位/概念図



6) Avenuc 

7) Opcn Avenue 

8) UnsYilTllclrical Composilion on Two Axes 

g) Pyramid 

10) Li ne 

彼が示すこれらの『コンポジンョン(co皿posilion)Jは

建築群の「グループ(group)J形成の基本単位であり、

これら「コンポジションJの複合によって『グループJ

が形成されるのである。ここで設定したキャンパスの

rtJ1;本集合単位(basiccollecti ve uni t) Jはギセンズ

の言う「コンポジションJに相当し、キャンパスはこれ

ら復数の「基本集合単位Jが復合されることによって形

成されるのである。

このキャンパスを構成する rl正本集合単位=因われた

オープン ・スペースJは、単体建物を構成する「部屋J

に相当するものと考えられる。カーン(Louis1. Kahn) 

は晩年、その建築的恩惟の中で「ルーム(room)Jという

主題について繰り返し言及し、この「ルーム」について

次のように述べている。

「ルームは建築のはじまり (beginni ngs)であるJリ

「建築はルームをつくることから生じます。諸々のル

ームの社会(asoci cly of rooms)としてのプラ ンは、

住み、働き、学ぶためにふさわしい場所です。 J.. 

f基本集合単位=因われたオープン ・スペースJはキャ

ンパスにおける「ルームJであり、アメリカ近代の大学

空間は「凶われたオープン ・スペースJの社会(campus

as a soc i c ty 0 f cnc I osed opcn spaccs)として形成さ

れているのである。

45詩 3UデV 474守ヲ
メ戸市Tr4
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3-ト2.基本形式:モールとクォードラングル

アメリカ近代の大学空間=キャンパスは特にその空間

判官成に共通の形態的特徴をもち、それは「建物→建物

群」の構成段階に最もよく現れている。そして、この構

成段階で形成された「基本集合単位ー(basiccollective 

un i t) Jは、オープン ・スペースを統合安楽とし、その

周囲を建物群が図むという構成形式によって形成されて

いる(enclosedopen space)。

この「進本集合単位」は、実際には『モール(ma11) J 

と「クォードラングル(quadrangle)Jというふたつの機

態として現れている。前者はヴァージニア大学に代表さ

れる、制IUを備えたオープン・スペースの両側を建物が

凶む形式であり、後者はイギリスのオ γクスブリッジに

代表される、求心性を備えたオープン・スペースの周閣

を建物が囲む形式である。この両者の備える形態的特徴

の差英!について考察するためにここでまず、シュルツ

(Christian Norberg-Schulz)の空間論を参照する。

シュルツはその主主主高空間論において「実存的空間

(existential space) Jという概念を提起し、そのトポ

ロジー的シェマとして以下の 3つの基本的空間シェマを

促示している・」

1)中心(ccntre) = 場所(place 近接関係)

2)方向(direclio日) = 通路(palh ill.i続関係)

3)区法(arca) = 領域(domai n閉合関係)

これらのシェマの関係について彼は、

「領域とは、比較的精進化されていない「地」

(ground)て町あって、この「地」の上に場所や通路が比

鮫的まとまった特徴を備えた「凶J([igure)として現

れるJ

と定義し、 「中心=場所Jは求心性を意味する集中型の

形を伴い、 「方向=通路Jは述続性を意味すると同時に、

それに付随する諸要素を組織する軸としての機能をもっ

と説明している・ 20 また、このふたつの空間シェマが潜

在的に備える空間的意味の差!lilについて、シュルツは求

心性(ccnlralization)と長軌性(Iongitudi nal i ly)とい

うこ分法に法っき、求心性はある場所に属廿ることのgg

箭を象徴し、長軸性は世界へのある極のうち聞き、つま

り精神的かっ物理的なひとつのカ動性を表現すると述べ

ている・3。
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モールは基本的にオープン・スペースの制l性によって

建物鮮を統合する形式=勅型形式(axialarrangemenl) 

であり、シュルツの言う「方向=通路Jの空間シェマに

対応しており、一方、クォードラングルはオープン・ス

ペースの求心性によって建物群を統合する形式=集中型

形式(cenlralizedarrangemenl)であり、 「中心=場

所Jのシェマに対応している。さらに、大学空間全体に

あたるキャンパスはシュルツの『区域=領滋Jのシェマ

に対応しており、アメリカ近代におけるキャンパスの成

立条件のひとつである 「領域の明liui化」がこの対応関係

を端的に示している。

これら「モール」、 「クォードラングル」、 「キャン

パス」とシュルツの提示するトポロジー的シェマの対応

関係は、アメリカ近代の大学空間において「比較的安定

した知覚的シェマの体系、つまり、環境のイメージ・'J

が磁ι立されたことを示唆している。そして、それは制度

的近代化に伴う大規様化、 w雑化、高密化と周辺環境の
都市化によって混乱と無秩序という不安定な状態へと陥

りつつあったアメリカ近代の大学空間が、いまや安定し

た空WI椛造を確立し、状況の変化に柔軟に対応するフレ

キシビリティと状況の変化に影響を受けることのない構

造的拘続性を獲得したことを意味している。

アメリカ近代の大学空間において、このような空間術

進は実際に舷立されているのか。また、このような空間

精進が確立されているとしたら、それはどのような構造

的秩序のもとで成立しているのか。これらの問題意識の

もと、 lli築の集合形式という観点から、キャンパスの存

在形式を係ることがこれからの議論の主題となる。

キャンパスを構成する「基本集合単位Jはふたつの存

在様態、すなわちモール(劇"型形式)とクォードラング

ル(集中型形式)として現れていることは既に述べたと

おりである。ここではこれらをキャンパスを秩序づける

空間構成の「基本形式Jと呼び、このふたつの基本形式

の「変形Jによる多様な1正本集合指位=図われたオープ

ン・スペースの創出と、それらの「彼合」による集合体

z キャンパスの形成、すなわち「基本形式の変形と複

合Jという統一的視点から具体的笑例を観察し、キャン

パスの存在形式の解明を試みる。
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3-ト3.原型的作品:ヴァージニア大学

モールとクォードラングル、このふたつの「基本形

式Jは、シュルツのt呈示する抽象的な空間シェマ(方向
=通路、中心=場所)に対応するものであることはほに

述べたとおりであるが、さらにこれら基本形式を用いた

ふたつの先例の存在によって、モールとクォードラング

ルは単なる抽象的図式としてのみならず、具体的な空間

のイメージとしてアメリカ近代の大学空間=キャンパス

形成に寄与している。この先例とは、トマス ・ジェファ

ーソン設計ーによるヴァージニア大学(モール)とイギリ

スのオックスフォード、ケンブリッジ両大学の伝統的カ

レッジ(クォードラングル)である・ o

トマス・ジェファーソン(ThomasJeffcrson)設計によ

るヴァージニア大学(Universityof Virginia)は、アメ

リカの大学~Imの理:t!!、像を表現した先駆的作品であり、

特にローン(lawn)、ロトンダ(rotunda)、パヴィリオン

(pavillions)によるその明快な空間術成はこの時期の

「モール ・タイプJの大学空間に大きな修響を与えてい

る。ンカゴ仰覧会以降のアカデミック ・リヴァイバル

(Academi c Rev i va 1)の影響による古典主義的風潮、アメ

リカにおける建築ill産に対する関心の高まり、 1895年の

火災によるロトンダの損峻とスタンフォード ・ホワイト

(Stanford White)による改修等によって、その建設から

一世紀近く経ったこの時期にヴァージニア大学は新たな

注目を浴びるようになる・20

ヴァーヅニア大学はジェファーソンの型忽!が組織的に

も、また空r:JJ的にも体現された大学である。彼の理定!像

は「アカデミカル・ビレッジ(AcademicalVillage)Jと

いう言葉に集約されている。ジェファーソンは大学空間

の思想像について次のように述べている。

「私は、単体の大規絞で高価な建物を建設するという

他でもなくこの国で受け継がれている共通のプランは

残念ながら国l迎いであると考えている。下階にひとつ

の講義室、上階にふたつの居室のある、それぞれの教

伎のための小さな独立したロッジを建設するほうがは

るかによい。これらのロッジは一部の学生のための居

室(barracks)を介して連結され、さらにそれらは、天

候によらないすべての学部間のコミュニケーションの

場を短供する額われた通路へと聞かれるのである。こ
MASTER PLANS FOR U . VIRGINIA 



れらすべては芝生と樹木に桜われたオープン・スクエ

ア(opcnsquare)のまわりに配され、それは、実際そ

れがそうあるべき姿、すなわちアカデミカル・ビレッ

ジ(AcademicalVillage)となるのである。 J・3

この理想像に基づいて、ジェファーソンは1817年 5月

にほぼ正方形のオープン ・スペースの三方を建物が囲む

案を作成している。この築は彼の理想が純粋なかたちで

実体化されたものであり、アメリカの典型的なビレッジ

・グリーン(yi Ilage green)を思わせるものであった・ 40

また、彼はオープン・スペースの一面を開放することに

よって将来的鉱張への対応を窓図していた。その後、図

書館を収容したロトンダが空間の焦点として置かれ、さ

らに敷地形状に合わせて、オープン・スペースは正方形

から方向性をもった長方形へと変形される。この変化に

伴ってパヴィリオンはオープン ・スペースの両側に並べ

られ、ロトンダは全体を統合する勧の焦点となる。さら

に個々のパヴィリオンには個別の表作jが与えられ、その

一方でこれらパヴィリオンを繋ぐコロネードが空間にリ

ズミカルな統一感を与えている。 1819年には既に複数の

パヴィリオンの建設が着手され、 1821年にはロトンダの

建設が始まっている。そして、ジェファーソンの死の前

年、 1825年に大学は開校する。

ヴァージニア大学は、組織的にも、空間的にも伝統的

大学から近代的大学への移行の流れの上に位置しており、

それはひとつの分水嶺となっている。近代的カリキュラ

ムの導入、専門的 ・l般業教育的学部の設問、宗派からの

独立、州立大学という組織的変革とともに、そこでは空

間的変革もおこなわれている。すなわち、伝統的大学空

間の特徴である「自然発生的な空間形成Jはここでは見

られず、代わってロトンダ、パヴィリオン、コロネード

といった要素による「計画的な空間形成Jがおこなわれ、

「モール ・タイプ(maII lype) Jというべき明快な空間

がii1lりだされているのである。オープン ・スペースの備

える事b性によって建物I'Jを統合するこの空間構成形式は、

キャンパスを術成する基本形式としてクォードラングル

と並んで重要なものであり、この形式を用いた先駆的作

品であるヴァージニア大学はアメリカ近代の大学空間=

キャンパスの形成に大きな影響を与えたのであった。

告9

国3-13 alヴァーツニア大学置強計画案
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アメリカの大学;jj11l交1;1他民地期以米、基本的にイギリ

スのカレッジの伝統を継承している。しかし、そのカレ

ッジづ!/I¥Iの特徴であるクォードラングル(quadrangI e)と

いう形式は、その歴史においてほとんどアメリカの大学

::1~I I \ J に彫杯を与えることはなかった。!ìffiかにいくつかの

大学ではクォードラングル的な空間紛成が見られるが、

それらは漸次的に建設された独立した複数の建物がオー

プン ・スペースの三面のみを阻むという、より開放的で、

より自然発生的なものであった。イギリス的なクォード

ラングルが定着しなかった理由として、イギリスの大学

の地政的集中位、都市指向、都市住民との対立(townvs. 

gown)による空間的閉鎖性やコンパクトさといった特徴

に対して、アメリカの大学は地理的鉱倣位、非都市指向、

地主主との密後な関係による空間的な広大さや開放性とい

った特徴をもっていたことが挙げられる。

しかし、近代化に伴って状況は一変する。大規線化、

複雑化、高街化したアメリカの大学空間を秩序づける有

効な手法のひとつとして、イギリスの伝統的なクォード

ラングルが積極的に見直され、そこに、当時の研究中心

主義に対する反動として起こったカレッジ的理想の復興

(renaissance of collegiate ideal)や、学生数の地加

および学内居住の伝統の再評価に伴う学寮建設の必!JQ性

といったt盟主主の妥因が加わることによって、それはアメ

リカ近代の大学空間=キャンパスの形成に大きな影響を

与えることになる。

カレッジ的.!!Jl想の復興の必も顕著な例は、大規税化し

た大学の中でマス教育によって個人の非人絡化が進み、

コミュニケーションを基砲とする教師と学生の共同体的

性絡が部れつつあったことへの反省として、学生をある

適当な規般の教育単位に分節する、いわゆるカレッジ ・

システムの係周である。ハーバードやイエールでは学生

はこの教育単位ごとに学内に居住し、さらにそこでは正

規の議議以外にも教師やテューター(tutor)による個人

伝導がおこなわれている。それはイギリスの伝統的カレ

ッジの教育システムをモデルとしており、したがってこ

のシステムに適した建物の形式としてクォードラングル

か積極的に係周されたのである・ o

クォードラングルは中庭(オックスフォードではクォ

:1 I ~. })~I\'1((~rJ'，';II， :オックスブリッジ



ードラングル、ケンブリッジではコートと呼ばれてい

る)を中心にその周聞をチャペル、ダイニング ・ホール、

居室、キッチン、談話室、図容館、学祭長飽から成る連

続した主~物が取り囲む空間締成形式である。中庭に面し

た壁面は主li続する面として揃えられ、一方、奥なる機能

空間の述結や漸次的地築による凹凸は外壁面に現れると

いう原則に基づいてクォードラングルは構成されている。

これは、カレッジ空間の全体性とその構成裂紫の個別性

を同時に満たす合理的システムであり、これを「中心一

周縁Jのンステムと呼ぶ・ 2。また、個々の機能空間は自

律的ユニットであり、そのために廊下は存在せず、各部

屋へは中庭からアプローチする。このように文字通り中

庭は周囲の建物の統合要素として、外界とカレッジの煤

介空間として、また部屋から部庭への移行空間として、

カレッジの中心的存在であり、それはカレッジの共同体

的性絡を表象するものとなっている。

さらに周縁部のフレキシビリティは機能的姿求の変化

による増築を可能にしており、それはまた新たなクォー

ドラングルの地殖を保証している。このクォードラング

ルの地殖の形式には、建物の海i次的地築によって徐々に

新しいクォードラングルが形成される自然発生的なもの

と、一倍して新しいクォードラングルが建設される計画

的なものがある。オックスブリッジではこのようなクォ

ードラングルの治殖によって大学空間が形成されている

のである。このクォードラングルの物殖のシステムは街

の建物とiili然一体となった大学環境において、長い時間j

をかけて徐々に大学の敷地を鉱娠していったイギリスの

大学空間形成にとって適したものであった。

機式的には、テューダ一線式を基本としながらも、時

代の変化に対応した流動的な綴租を見せている。特にク

ォードラングル形成がゴシックからルネサンスへの移行

均jに段も億んであったことから、そこで用いられている

テ・ィテールはかなり折衷的なものとなっている・30

ヴァージニア大学とオックスブリッジというふたつの

先例をここではキャンパス形成に影響を与えた 『原型的

作品Jと呼ぶことにする。このふたつの 「原型的作品」

は単なる似倣の対象としてではなく 、新しい文脈におけ

るデザインの展開を位進させる原動力、あるいはイメー

フの飯泉として、アメ リカ近代の大学空間=キャンパス

の形成に大きな影響を与えたのである。
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2節基本形式の変形

3-2-1.変形

アメリカ近代の大学空11日=キャンパスは、モールとク

ォードラングルというふたつの「基本形式」に基づく空

間構成という共通性をもっているが、当然のことながら、

実際に形成されるキャンパスはそれぞれ奥なった綴相を

呈している。この共通性のもとでの差奥性、あるいは統

一位のもとでの多様性という問題を考察するために、ま

ずカーン(Loui s 1. Kahn)の「フォーム(form)とデザイ

ン(desi gn) Jに関する思惟を参照する。

「フォーム([orm)は形態も寸法ももちません。たとえ

ば、 「スプーンなるもの(spoon)Jと『あるスプーン

(a spoon) Jを区別するとき、 「スプーンなるものJ

は不可分な要素、つまり把手とカップをもっフォーム

だと特性づけられます。また「あるスプーンJは、銀

製か木製か、大型か小型か、また浅しゅ、深いかという

特定のテ'ザインを意味します。フォームは「それが何

かを問うことJを意味します。デザインは「それがい

かにつくられているかJを意味します・o J 

モールとクォードラングルというふたつの基本形式は、

シュルツの「シェマ・，Jという言裂が示しているように、

位相幾何学的な空間の関係性をあらわすものであり、そ

れはより厳衝な幾何学的形態、寸法、材料といった形態

的属性を備えていない。基本形式が実際のキャンパス形

成において適用されるときにはじめてこれらの形態的属

性が現れるのである。したがって、モールとクォードラ

ングルというふたつの基本形式は状況に左右されない

「定数Jであり、実際のキャンパス形成において現れる

形態的属性は状況によって変化する「変数Jであると考

えることができる。すなわち、基本形式の統御のもとで

形態的属性は状況に応じて変化し、それによって多機な

基本集合単位=図われたオープン・スペースが形成され

るのである。この基本形式の統御のもとで多様な基本集

合単位が創出される過程を、ここでは 「基本形式の変形

(lransformalion)Jと呼ぶことにする。

この基本形式の変形を理解するうえで、フォーション

(Ilenri Foci Ilon)の f様式Jの定義は有周な示唆を与え

てくれるものである。



『形とは何よりもまず、変貌しやまない一世界に生き

ている動的な生命活動なのである。変貌はとどまるこ

となく常にあらたに開始される。そして、まさにこの

変貌を訓盤し、安定させる働きをもっているものが、

綴式という原理である・ J0 J 

「ある綴式の状態、 ・・・それは多様性の保証であり、

同時に、多綴性の推力なのである。・・ ・実験および

ヴアリアションの辰大阪の多様さは、ほかならぬ枠の

きびしさの結果である。それとは逆に、まったく無拘

束な状態は必然的に絞倣にゆきつく什。 J

ここでフォーションが述べているように、モールとクォ

ードラングルというふたつの2正本形式は、状況に応じた

形態的属性の変化を調墜し、安定させる構造的原理であ

り、同時にこの形態的属性の変化によって創出される若

本集合単位=閥われたオープン・スペースの多綴性を保

証する秩序なのである。さらに、それはそこでillJt臼され

る多様な基本集合単位の全体性を保証している。ヴェン

チューリ (RoberlVenluri)は建築に内在する多綴性

(complexi ly)と対立性(conlrad i c l i on)、さらには建築

が本質的に備えなければならない全体性について次のよ

うに述べている。

f建築は古くウィトルウィウスの唱えた、必要性、強

さ、喜びといった諸安楽を含むが放に、必然的に多綴

性と対立性とを備えているのである。・ ・・ 価値ある

延!築は、いろいろな怠味のレベルや、視点の組み合せ

を喚起する。 ・・・ しかし、多機性と対立性を備えた

i!!築は、断片的な関心の範囲にとどまってしまわずに、

常に全体に対する見通しを持つという特別な責務があ

る。それが呉尖性を持つのは、それ自身全体性を有し

ている、もしくは全体性を内に含んでいるからに他な

らない・ 50 J 

アメリカ近代の大学空間を術成する基本集合単位は、

モールとクォードラングルというふたつの基本形式の

「変形」によってどのような多綴性を見せているのか。

また、この多核性はどのような形態的属性の変形によっ

てもたらされているのか。さらに、多綴性の自IJ出はモー

ルとクォードラングルというふたつの基本形式が潜在的

に備えるどのような「形態的特性Jのもとでおこなわれ

ているのか。これらの問題怠訟のもと、本節では以下の

ふたつの観点から対象の分析をこなう。



';， 

第一に、ふたつの基本形式の「変形Jによって創出さ

れる基本集合単位=因われたオープン ・スペースの多様

な存在綴態を類型的に整I1Ilする。

第二に、この類型的監理に基っき、それぞれの進本形

式が潜在的に備えている「形態的特性Jを抽出する。

第一の基本形式の「変形Jによる基本集合単位の多様

な存在様態の類型的盤l!Jlでは、その多綴性をもたらす主

要な形態的属性として、 1)オープン ・スペースの規悦、

2)構成要素(建物)の個別性/全体性、 3)空間の開放性

/閉鎖性について、具体的実例に基づき分析をおこなう。

多様性をもたらす他の要因、すなわち綴式については2)

の中で言及し、弁別的要素については3)の中で言及する。

第二の基本形式が潜在的に備える「形態的特性jの抽

出については、フランクルが建築の構成原理について設

定した、 1)空間形態、 2)物体形態、 3)可視形態というカ

テゴリー刊を参考にしながら、その f形態的特性Jの抽

出を試みる。



3-2-2鋭悦

「訓1)りえないもの(unmeasurab1 e) Jから「測りうるも

の(mcasurablc)Jへ・ l、すなわち、それぞれのキャンパ

スにおいて基本形式にスケールが与えられ、実際の基本

集合単位=因われたオープン・スペースが形成される。

この越本集合単位の規伎に関してアメリカ近代の大学空

間=キャンパスはどのような特徴をもつのか。ここでは

モール、クォードラングルそれぞれにおいて形成される

オープン ・スペースの規僚について考察する。

モール、クォードラングルそれぞれの形態的属性とし

て、オープン ・スペースの規績は重要である。閉じ形式

の2正本集合単位であっても、その規模が異なればその空

間の性絡は異なったものとなり、さらにはその空間の窓

味までも変化する。この規伎の問題は建築の集合形式を

考える上で重要であり、さらに人間と空間の関係に関す

るひとつの綬源的問題をも含んでいる。{91)えばゾュルツ

は、基本的シェマの現れる段階をスケールに応じて、地

理、景観、都市、住居、器物の各段階に区分し、段階に

よって人間と空間の関係における怠味精進が異なること

を指嫡している・ 20 あるいは、持1文彦は都市のスケール
について次のように述べている・ 30

「少なくともわたくしの判断では、 50メートルからせ

いぜい 500メートルくらいまで、つまり、人聞が一時

に限の中に入れ、判断しうる純聞における大きさで、

空間に一つの充実感が存在するとき、 ・・・われわれ

は、そこに空間的なまとまりを感じるのである。」

大学空間におけるスケールの問題を考える上でイギリ

スの伝統的カレッジのクォードラングルの規僚はひとつ

の参考となる。伊lえ!i、イギリスのケンブリッジ大学の
カレッジでは、平均して30メートルX40メートルという

規綬を維持しながらクォードラングルの地殖が繰り返さ

れているが、その規僚は教師と学生のコミュニケーショ

ンが成立する適性な集合のまとまりをあらわしているも

のであり、それは大学の伝統的思想像である共同体的性

絡を表象していると考えられる・ 40 シュルツは遊牧民族

は都市的シェマと無縁であること、あるいは都市住民は

景観段階をほとんど喪失してしまっていることを例に出

しながら、民族や環境によってはある段階の空間シェマ

が未発i主な場合があることを抱嫡している・5。しかし、
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大学空間に関して言えli、イギリスのカレッジの例に見

られるように、そこでは逆に住居段階と都市段階の中間

的な段階、すなわち『共同体J段階と呼ぶべき規綴にお

ける独自の空間シェマの発達を見ることができる。

アメリカ近代の大学空間=キャンパスにおいても基本

集合単位の規僚はキャンパスを形態的に特徴づける重要

な嬰因となっている。ここでは、オープン ・スペースの

規模について、原型的作品と比較しながら「基本形式の

変形Jの様態を観察する。この観察にあたって、対象と

する大学のモール、クォードラングルそれぞれのオープ

ン・スペースの規綬を測定し、それをグラフとして示し

た(図3-2-2-a)。このグラフによって、第一にクォード

ラングルの規模はある範囲内で維持されていること、第

二にクォードラングルとは対照的にモールは特にその紬

方向への空間の伸展性が見られることが理解される。

モールについては、ヴァージニア大学のローンの規模

(60mX 193m)を基準にすると、

1)ヴァージニア大学と問視伎のもの

2)一方向 (flfI方向)に鉱大されたもの

3)二方向に鉱大されたもの

に分類することができる。

第一の類型、すなわちヴァージニア大学と同規綴のオ

ープン ・スペースをもっ例については、さらに既存建物

や盟主地等の何らかの制約によってその規絞が決定されて

いるものと、何ら，Ulj約のないものに分類することができ

る。したがって、特に後者においてはマスタープラン作

成にあたってヴァージニア大学の規悦が参照されたこと

が十分考えられる。しかし、これらの制約や彫響の如何

に関わらず、ヴァージニア大学のローンより も極端に小

規綴なモールの例が見られないことから、その規模(約

60m X 190m)はモール成立の段小規悦を示していること

が推察される。

第二の額型、すなわちヴァージニア大学のローンが剥I

方向に鉱大された例の存在は、まずオープン ・スペース

の幅(60m)がモール成立の重要な要因であることを示し

ている。 r方向=通路Jという空間シェマが示すように、

モールとは基本的に通路状の空間であり、ある幅を境に

それは通路ではなくオープン ・スペースとしての性格を

獲得し、また、ある帽を越えるとそれはモールとしての

性絡を失ってしまう。したがって、そこで形成されたオ



ープン・スペースの幅はモールの成立に関わるクリテイ

カルな形態的属性であると考えられる。また、これらの

例は綴準的な椙(60田)を維持したうえで特に勅方向へと

鉱大するという、モールが潜在的に備える「形態的特

性」を顕著にあらわしている。モールの備えるこの特性

をここでは空間の「伸展性Jと呼ぶことにする。

第三の類型、すなわちヴァージニア大学のローンが二

方向に鉱大された例もまた、モールの備える空間の「伸

展性Jを示している。この類型に含まれる例はまた、大

規領な集合体形成に関してモールが備える「形態的特

性j を示している。伝統的大学空間と比較するとき、こ

の時期の大学空間の特徴のひとつはその大規模化である

ことは既に述べたとおりであるが、この大規鋭化に対し

てこの類型に含まれる大学ではモールの規模の『鉱大J

によって対応しているのである。これらの例が示すよう

に、モールはその規後を拡大し、グランド・スケール

(grand sca I c)においてキャンパスの骨絡を形成すると

いう「形態的特性Jを滋在的に備えていることが理解さ

れる。

一方、クォードラングルについては、イギリスのケン

ブリッジ大学のコートの平均的規絞(30mX40m)を基準に

すると、

1)ケンブリッジ大学と同規伎のもの

のそれが相似鉱大されたもの

3)一方向性への鉱大が顕著なもの

に分類することができる。

クォードラングルの規伎に関してまず注目されるのは、

モールにおける規伎の大幅な鉱大とは対照的に、その規

飢がある範間内で維持されている点である。これをモー

ルの備える空間の「伸展性Jに対して、クォードラング

ルが備える空間の「完結性」と呼ぶことにする。したが

って、クォードラングルではこの空間の「完結性Jとい

う特性を維持しながら、すなわちある範聞内での規模の

鉱大がおこなわれていると言える。

この規伎の鉱大については、まずクォードラングルに

おける機能と規伎のあいだの相関関係を指摘することが

できる。第一の類型の大半はドミトリーであり、それ以

外の類型ではドミトリー以外の建物を含んでいる例が多

く見られる。クォードラングルはイギリスのカレァジを

モデルとしているため、それがドミトリーに適用される

_......， 
量プ一一一一一一一一ーでコ



ことは自然な傾向であると言える。むしろ、興味深いの

はそれが他の施設に適用されるケースであり、そこでは

しばしば、機能の変化に対応した何らかの変形操作がク

オードラングルに加えられている。この変形操作のひと

つが規俣の拡大である。例えば、ハーハード大学ビジネ

ス・スクールの設計競技案やシカゴ大学、スタンフォー

ド大学等に見られるように、クォードラングルがアカデ

ミック・グループに適用されるとき、比較的プライベー

トな性絡をもっドミトリーに適していた規模は鉱大され、

その空間的性絡はよりパブリックなものへと変形される。

また、クォードラングルの規伎の拡大は、アメリカの大

学空間lが伝統的に保持してきた『空間の開放性」への抱

向によるものであることを指摘することもできるだろう。

第三の類型、すなわちクォードラングルの規綴の拡大

が一方向に顕著な例としては、デニソン大学やウエスタ

ン・ユニヴァーシティ ・オブ ・ペンシルベニアの設計競

技案があり、それらの多くは敷地形状がその変形の要因

となっていることが分かる。また、スウィート ・ブライ

ア・カレッジではクォードラングルに事h性が与えられ、

意図的にモールとクォードラングルの融合が試みられて

いる。

クォードラングルが潜在的に備える空間の「完紘一性J

はまた、この形式が潜在的に備えている大規艇な集合体

形成に関わる特性を明らかにしている。大規絞な集合体

形成において、モールでは規仰の『鉱大(exlensive) J 

によって対応するのに対して、クォードラングルでは規

般を維持したよでのそれらの f反復(repeli l i ve) Jによ

って対応するのである。この特性はイギリスのカレッジ

において特に顕著に現れている。また、アメリカ近代の

大学空間では、 1899年のワシントン大学(Washinglon

Un i v. )の設計鋭技震後秀案(Cope& Slewardson)、イリ

ノイ大学のマスタープラン、オルムステッド‘(Frederi ck 

し 0lmsled)によるスタンフォード大学、ロジャース

(James ~ Rogcrs)によるイエール大学等がこの特性を

利用した典型的な例として挙げられる。このように、ク

オードラングルはその規線(medi um sca I e)を維持し、あ

たかも細胞(cc11)の集合が身体を形成するように、それ

らが反復されることによってキャンパスを形成するとい

う「形態的特性Jをもつことカ哩解される。

以上、規伎に関する2正本集合単位=関われたオープン



-スペースの存在様態の類型的整型をおこない、さらに

そこからふたつの基本形式が備える以下のような f形態

的特性Jが抽出された。すなわち、モールは、

1 )~1方向へと鉱大する空間の r(41J.良性J

2)基本集合単位の規模の「拡大Jによる大規僚な集合

体の形成

という「形態的特性」を潜在的に鍛えており、一方、ク

ォードラングルは、

1 )規伎の維持による空間の「完結性」

2)基本w合単位の規模を維持し、それらが「反復Jさ
れることによる大規伎な集合体の形成

という『形態的特性Jを潜在的に備えている。
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3-2-3.建物の個別性/全体性

第l章において既に述べたように、アメリカの伝統的

大学空間は次の 4つの特徴を備えている。

1)空間の開放性

2)領域の不明瞭性

3)建物の独立性

~)自然発生的な空間形成

これらの特徴のうち、大学近代化に伴って「領域の不明

瞭性Jと「自然発生的な空間形成Jは、 『領域の明確

化Jと「計画的な空間形成Jへと変化し、この変化はキ

ャンパスの成立条件となっていることは既に述べたとお

りである。

アメリカの伝統的大学空間の特徴のひとつである「建

物の独立性」は、キャンパスの成立に伴って変化し、全

体的傾向として個々の建物はキャンパスの檎成要素とし

ての全体性を備えるようになる。ここでは基本形式の構

成要素(建物)の個別性/全体性という視点から基ー本集

合単位の多様な存在様態を観察する。具体的には、オー

プン ・スペースを囲む建物の形態に関廿る以下のような

分類1正当岸を設定し、対象の観察をおこなう。

1)共通性をもたない111立した建物の集合(独立型[) 

2)共通の特徴をもっ独立した建物の集合(独立型]])

3)一体化され連続した建物 (一体型)

モール、クォードラングルともに、建物が個別的で独

立したもの(独立型 1)がその初源的形式であり、これ

ら独立したlli物が共通の特徴をもつことによって第二の

煩型(独立型]])が形成され、さらに、建物が述結され、

一体化されることによって第三の矧型(一体型)が形成

される。原型的作品はいずれも第三の類型に相当する。

しかし、ヴァージニア大学ではパヴィリオンの個別性が

際立っており、それらの反復によって形成される全体像

はむしろ第二の類型に近いものとなっている。したがっ

て、ヴァージニア大学の彫響を受けたこの時期のモール

の多くは第二の煩型に含まれる。

第一の窓l!f!に含まれる例は少なく、それはひとつには

ここで倣う災例の多くがマスタープランであることによ

る。 r計画的な空間形成Jというこの時期のキャンパス

形成の特徴が示すように、マスタープラン作成時点にお

いては個々の建物の個別性は抑えられている。例えば、



カリフォルニア大学バークレー校のハワードCJohnG 

Howard)によるふたつのマスタープランを比較すると、

1899年の設計競技案ではほぼ同じ形態の建物が反復して

用いられ、建物の個別性は伺lえられているが、 1914年の

辰終的なマスタープランでは各建物の個別性がより顕著

に現れている。また、イリノイ大学やコーネル大学、イ

エール大学オールド ・キャンパスのように、既存建物を

含むものの多くはこの煩型に含まれている。このように、

このタイプは機能的多綴性や既存の大学空間に即物的に

対応した、ある窓味で最も現実的で、合理的な集合体形

成の手法であると言える。したがって、パークレーのよ

うにマスタープラン作成時点てーは第二の類型に属し、実

際の建設にあたってこの類型に属すことになる例は少な

くない。

しかし、このような現実的な対応だけでなく、意図的

に建物の個別性を強調しながら統ーした全体を形成して

いる例も見られる。例えば、ハーバード大学ビジネス ・

スクールの設計競技案では、アカデミック ・グループと

ドミトリー ・グループの対比がひとつの主題となってお

り、そこではドミトリー・グループの一体型のクォード

ラングルとは対比的に、多様な施設を含むアカデミック

.グループでは個別性がはっきりと示された建物群によ

る独立型のクォードラングルが形成されている。また、

スウィート ・ブライア ・カレッジでは、各建物に個別的

形態が与えられる一方で、オープン ・スペースを阻むコ

ロネードやアーケードによって空間の全体性が捕われて

いる。さらに、ベナード(EmiI e Benard)によるハークレ

ーの設計餓校最優秀案では、各建物は個別的形態を有し

ているが、一方て‘主事hに直交する複数のflhによってiQ数

のシンメトリカルなグループが形成されている。

第二、第三の類型は、第一の類型に比べて構成要素の

個別性が制御され、全体の統一性が強化されており、対

象の多くはこれらの類型に含まれる。これらふたつの額

型の比較はモールとクォードラングルの対比的特性を理

解するうえで盟主』である。モールでは第二の知山に含ま

れる例が多く、第三の類型に含まれるものは少ない。対

照的に、クォードラングルでは第二の類型に含まれるも

のは少なく、第三の類型に含まれる例が多い。第二の煩

型では、各建物はそれぞれ完結した全体形を有し、それ

らが反復されることによって基本集合単位=因われたオ



ープン・スペースが形成されている。対照的に第三の類

型では、 iili結され一体化された建物が委方向に延長され、

屈曲しながらオープン・スペースを図んでゆくことによ

って基本集合単位が形成されている。

このように、前者の特徴は締成要紫の「完結性Jにあ

り、後者の特徴は構成妥紫の「伸展性Jにあることが理

解される。そして、これらはそのまま檎成裂索に関して

モールとクォードラングルが備える対比的特性であるこ

とがわかる。例えば、第三の煩型に含まれるヴァージニ

ア大学やカーネギー・テクニカル ・スクールにおいても、

モールの特徴である構成要素の「完結性」は保持されて

いる。一方、クォードラングルの構成要紫のr{申展性J

は通常のクォードラングルでは認識し縫い特質であるが、

伊jえばコープ ・アンド・スチュワードソン(Cope& 
Slewardson)によるプリンモア ・カレッジやプリンスト

ン大学ドミトリー・グループ、あるいはクラム(RalphA_ 

Cram)によるリッチモンド ・カレッジを見ると、この特

性がよく理解される。これらの例ではクォードラングル

の備える構成要素の「伸展性jが顕在化され、この特性

を利用した独特の空間形成がおこなわれている。

さらに、これらの形態的特性はそれぞれの基本形式に

典型的な核式、つまり古典主義的機式とゴシック的様式

の特性と一致している。前者では水平的要素が支配的で

あり、それらが上方に積層されることによって建物全体

はマッスとしての「完結性Jを備え、対照的に後者では

垂直的要素が支配的であり、それらが水平方向に反復さ

れることによって建物全体は水平方向へのマッスとして

の「伸展性Jを備えていると言える。

以上のように、基本形式の純成!Ii!~転(建物)の個別性

/全体性に閲する対象の煩型的盤理!によって、モールと

クォードラングルはその構成要素においても対比的特性

を備えていることが明らかになった。すなわち、モール

は構成要素の「完結性Jという形態的特性を備え、クォ

ードラングル!:Hill成要素の fjl!l展性Jという形態的特性

を潜在的に備えているのである。
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3-2-4.空間の1m放性/閉鎖性

アメリカの伝統的大学空間の特徴のひとつである「空

間の開放性Jは、近代化に伴う大学空間の高密化や周辺

環境の都市化によって、より閉鎖的なものへと変化する。

したがって、基本集合単位=関われたオープン・スペー

スの形成は、この伝統的な空間の開放性を代替するもの

であると考えられる。ここでは遮ー本集合単位の空間の開

放性/閉鎖性に関して対象を類型的に整理する。具体的

にはオープン・スペースの包囲性に注目し、オープン・

スペースの四面のうち何面が建物によって包囲されてい

るかによって対象を類型的に整型する。モール、クォー

ドラングルともにオープン・スペースの包四位に関して

以下の 3溢頬に分類することができる。

l)二函包囲型

2)三面包囲型

3)図面包囲型

モールは舶に沿ってオープン・スペースの両側に建物

が並び、制1方向の二面が開放された二函包囲型がその初

源的形式である。そして、この二面包囲型の事hの焦点に

迎物が置かれることによって三面包囲型が形成され、さ

らにこの三面包囲型の進入点に建物が白かれることによ

って、あるいは制lの他端にもうひとつの焦点が誼かれる

ことによって四国包囲型が形成される。モールの原型的

作品であるヴァージニア大学は三而包囲型であり、この

時期のモールの多くもまたこの類型に含まれる。

二百包阻型の例としては、ベナード(Emi1 e Bcnard)に

よるカリフォルニア大学バークレー校設計競技案、同ロ

サンゼルス校、ワシントン大学(Univ.of Washinglon) 

が挙げられ、全体としてその数は少ない。また、剥lの焦

点が全く存在しない純粋な二而包凶型に含まれるものは

なく、そこでは何らかのかたちで焦点にあたるものが存

在している。ハークレーでは事hの延長上の丘陵部に焦点

となる主g物が儲かれており、ワシン卜ン大学(Univ. of 

Wash i nglon)では建物ではなく、図主f紛のi苅に形成され

た広場が空間l的焦点となっている。また、バークレーで

は事hが~方のゴールデン・ゲートへと向けられ、またワ

シントン大学ではそれが湖の対岸のレーニア山へと向け

られることによって、地理的な焦点が存在する。

三回包阻型では多くの場合、マ γスとしての完結性を



備えたロ卜ンダやタワーといった弁別的建物が制lの焦点

に置かれ、それによって面は完全には閉じられず、むし

ろ空聞がさらにその背後へと伸展してゆくかのような効

果が創出されている。特にヴァージニア大学のように、

なだらかに傾斜する斜面にモールが形成され、焦点の背

後に空のみが存在するとき、それは一層効果的である。

このような例としてミネソタ大学、テキサス大学、ウィ

スコンシン大学が挙げられる。

四面包囲裂は、モールへのアプローチの方向と焦点の

他端に置かれる建物の性絡によって、 1)二焦点型、 2)門

/焦点型に分類される。前者はアプローチの方向と制lの

方向が一致しないときに形成されるタイプであり、カー

ネギー・テクニカル・スクール、デューク大学ウエスト

・キャンパス、デニソン大学、ミネソタ大学設計見高校案、

イリノイ大学、リード・カレッジ・ウィメンズ ・グルー

プがこのタイプに含まれる。

後者はアプローチの方向と制lの方向が一致するときに

形成されるタイプであり、ジョンズ・ホプキンス大学、

ライス大学、リード・カレッジ、ウエスタン ・ユニヴァ

ーシティ ・オブ ・ペンシルヘニア設計競技案、ポープ

(PoPC)によるイエール大学マスタープランがこのタイプ

に含まれる。このタイプは二焦点型に比べて空間の閉鎖

性が地しており、空間のilli入点にはゲートタワーが設け

られている。これらの例は閉鎖性が地すにしたがって、

モールが徐々にクォードラングル的なものへと変化する

ことを示しており、この変化は特にクォードラングルに

典型的なゲートタワーの採用に象徴されている。

さらに、上記のふたつのタイプに含まれない例も見ら

れる。ウィスコンシン大学やコロラド大学では、軌の一

端に焦点となる主g物が設けられ、他端は焦点となるべき

形態的弁別性をもたない主g物によってただ閉鎖されてい

るのみである。ここでもまたその閉鎖性が地すことによ

ってモールがクォードラングル的性絡を初びている。

一方、クォードラングルは、求心性が段も強い四国包

囲型がその初源的形式であり、面が開放されるにしたが

って三面包凶型、二面包凶型が形成される。ただし、モ

ールと異なりクォードラングルの二面包囲型て‘は建物は

し字形に配され、オープン・スペースを包囲する。これ

はモールでは建物によって空間を侠み込むことによって

オープン ・スペースを規定するのに対して、クォードラ

彊与一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一←



ングルではコーナー(corner)を設けることによって空間

を規定するという空間形成の基本的手法の相異による。

原型的作品であるオックスブリッジのカレッジの多くは

四面包囲型に含まれる。

四面包囲型では空間への進入点がゲートによって強調

されており、特にイギリスのケンブリッジ大学特有のゲ

ートタワーが設けられている例が多く見られる。トリニ

ティ ・カレッジやペンシルベニア大学ドミトリー・グル

ープでは辿給されたクォードラングルの境界部分にこの

ゲートタワーが設けられ、複数の空間lの分節と述鎖が象

徴的に表現されている。このゲートタワーはカレッジ・

ゴシック綴式と同時に用いられることが一般的であり、

したがって、例えばジョージアン様式のクォードラング

ルでは鎖塔の下部にゲートが設けられ、その機能を果た

している。このような伊!として、ハーハード大学ローウ

ェル ・ハウスやイエール大学の複数のカレッジがある。

また、プリンストン大学のグラデュエイト・カレッジや

マディソン ・ホール、イエール大学のホークネス・クォ

ードラングルのように、タワーによってエントランスの

位鐙を明示し、その脇にゲートが設けられる例も見られ

る。さらに、コーネル大学やハーハード大学ビジネス・

スクール設計鋭技案が示すように、独立した建物によっ

て織成されたクォードラングルではそのilli入点が特に明

示されていないものも多い。

三面包囲型では、例えばイギリスのケンブリッジ大学

のキングズ ・カレッジやゴンヴィル ・アンド ・キース ・

カレッジ(Gonvjlle and Caius Collcge)に見られるよう

なモニュメンタルなゲートがクォードラングルの開放面

に設けられている例はほとんどなし、。したがって、それ

らはイギリスのものよりも外界に対して開放的であると

言える。むしろ、ここではオープン ・スペースに制l性が

付与され、その焦点に弁日IJ的要素が設けられている例が

多く見られる。このような例として、ハーハード大学ビ

ジネス ・スクール、同ドミトリー ・グループ、マサチュ

ーセッツ工科大学、スウィート ・ブライア・カレッジが

挙げられる。これらの例は、クォードラングルの一面が

関自主されることによって、それがモール的な性絡を~ríび

るようになることを示している。

このようなクォードラングルからモールへの変化を示

す最適の例がコロンビア大学である。コロンビア大学は



';; 

オープン ・スペースの中央に'1:1mの焦点としてロトンダ

(以)itl飴)が白かれている点に担いてまず特異な例であ

るが、さらに1903年の敷地の鉱強に伴ってそのオープン

・スペースは制l方向に鉱娠され、それによってクォード

ラングルというよりもむしろモールと呼ぶべき空間が形

成されている。

二而包凶型の伊lは少なく、コープ ・アンド ・スチュワ

ードソンによるプリンモア・カレッジやプリンストン大

学のlli物がこの類型に含まれる。これらは閉鎖性から関

自主性への変形によってクォードラングルの備える精成要

素の「イ111展性jが顕在化した例として興味深い。また、

キャンパスの成立条件である「領峻の明磁化Jに伴って

形成されたこれらの例では、外界からキャンパスへの:illi

入点がゲートタワーによって強調されている。

以上、'1:1::]の開放性/閉鎖性という観点からモール、

クォードラングルそれぞれの変形の様態を観察した。こ

の観察によってそれぞれの基本形式の以下のような形態

的特徴が理解される。モールについては、

1)開放的な三面包囲型が最も典型的な形式である。

2)ロトンダやタワ一等の形態的弁別性を備えたlli物に

よって制!の焦点(空間の到達点)が明示される。

3)三面包凶型から四面包閤型へ、すなわち空間の閉鎖

性が地すにしたがって、クォードラングル的性格を

帯びるようになる。

クォードラングルについては、

1)閉鎖的な凶面包聞型が最も典型的な形式である。

2)ゲートタワーやタワー等の形態的弁別性を備えた要

業ーによって空間の:illi入点が明示される。

3)四面包凶型から三面包図型へ、すなわち空間の開放

性が治すにしたがって、モール的性絡を帯びるよう

になる。

~)四函包図型から二函包囲型へ、すなわち空間の開放

性が地すにしたがって、情成要素の r{申展性jが顕

在化する。



3-3-5.可視形態

これまでの対象の観察によって、空間形態と物体形態

に関して、モールは『空間の{申展性/物体の完結性Jと

いう対比的特性を内在的に備え、クォードラングルは

『空間の完結性/物体の伸展性Jという対比的特性を内

在的に備えていることが明らかになった。また、それぞ

れの空間形態の特性のもとで、大規税な集合体形成にお

いてモール(空間の伸展性)は規綴の「拡大Jによって

それに対応し、一方、クォードラングル(空間の完結

性)は規模の維持された集合単位の「反復Jによってそ

れに対応するという特性を備えていることが理解された。

さらに、それぞれの物体形態の特性(モール/物体の完

結性∞クォードラングル/物体の伸展性)とそれぞれに

典型的な様式(モール/クラシック∞クォードラングル

/ゴシック〕の相関関係が明らかになった。ここではさ

らにそれぞれの基本形式の「可視形態」の特徴について

考察をおこなう。

パウル・フランクル(1なulFrankl)はルネサンスとバ

ロックというこ項対立に基づき、空間形態(rωmform)、

物体形態(korperform)、可視形態(biIdform)、目的意図

(zweckgesinnung)という 4つの観点から建築形態の分析

をおこなっている・l。彼は建築の「可視形態」について

次のように述べている。

「ある対象をどのような視点から見た場合でも、それ

ぞれの点で受けとった単一の像(image)はいずれも三

次元的に解釈されるが、建築を見るとき重要なことは、

これら個々の孤立的な像(image)は単なる予備的な準

備段階として提えられるものであって、それ自体が目

的とされているものではないということである。建築

を見るということは、内部空間の中や外部の殺の周囲

を歩いている際に鑓供される一連の三次元的に解釈さ

れた像(image)を、ただひとつの心的な像(image)に

まとめあげることである。建築的イメージというとき

わたしが意味しているのは、このただひとつの心的イ

メーヅのことである。J・2

空間形態と物体形態に関して上記のような対比的特性を

備えるモールとクォードランクソレは、さらにその可視形

態に関してどのような特徴をもつのであろうか。また、

それぞれの形式によって創出される基本集合皐位は、ど



のようはlli策的イメージ=心的イメージを備えているの

であろうか。

この/lIJJIiiを考えるにあたって、まずギセンズ(Alfred

Morlon Gilhcns)の論考を参照する・3。彼はモールとク

ォードラングルそれぞれが備える形態的特性の差契につ

いて、モニュメンタル(monumenlal)とピクチュアレスク

(piclurcsquc) というこ分法に基づいて次のように説明

している。 i皮はまず、モニュメンタルな形式の特徴とし

て以下の 3点を挙げている。

l)!&も際立ったひとつの効果の追求

2)コンポジションはシンプルであればあるほど、より

優れている

の制l線が決定され、その周聞にコンポジゾョンがパラ

ンスよく配される

一方、彼はピクチュアレスクな形式の特徴として以下の

点を挙げている。

1)単一位よりも多数性の追求

2)それぞれのコートはそれ自体で完結しており、それ

らの問の関係は不規則

3)平穏さや論理よりも、むしろ鰐きや意外性の追求

そして、彼はj)ij者を「スカラリー ・プラ ン(scholarly

plan)J 、後者を「ナチュラル・プラン (nalural

p lan) Jと呼び、後者については、

「マッスやスカイラインは不規則であり、それは自然

発生的なものに見えるが、実際はそれらの調和は計算

されたものである。」

と述べている。

このようなモールとクォードラングルの形態的特性の

差異について、クラウダー(CharlesZ. Klauder)もまた

同綴の見解を示している・ 40彼はフォーマル(formal)と

インフォーマル(informa 1)という言葉によってこの二項

対立を次のように説明している。前者においては軸

(axes)と均衡(balancc)が重要であり、

riWが少ないほど、また構成形式が簡潔であるほど、

その結果は効果的なものとなる。 J

と述べている。一方、後者については地形が辰初の決定

因であり、そこではピクチュアレスクな効果に注意深〈

配慮しながら、廷がはびこるような方法(ina rambling 

田anner)で建物が続いてゆくと説明している。そして、

このピクチュアレスクな効果を生み出す仕掛けとして、



不意に現れる眺望(unexpecled v i ews)、一瞬にして消え

去る像(f1 ee l i日gglirnpses)、唐突なレベルの変化

(abrupl changes of levels)等を挙げている。

彼らの挙げたこれらの対比的特徴は、これまでの議論

によって明らかにされたモールとクォードラングルが備

える空間形態および物体形態に関する形態的特性とほぼ

一致している。すなわち、モニュメンタル/フォーマル

な形式の特徴である単一性や簡潔性、集合体形成におけ

る骨絡的役割といったものは、モールの備える「空間の

伸震性/物体の完結性Jをあらわしており、一方、ピク

チュアレスク/インフォーマルな形式の特徴である多数

性や空間の完結性、さらにはクラウダーが用いた「蔦が

はびこるような」といった特徴は、クォードラングルの

備える「空間の完結性/物体の伸展性」という形態的特

性をあらわしている。

さらに彼らの挙げる特徴の中には、視覚的効果に関す

るものも含まれている。ここでこの視党的効果に関する

言葉を列挙するならば、モニュメンタル/フォーマルな

形式の特徴は、単一位、簡潔位、安定性、規則性、対称

性、均衡、車h、平穏さといった言葉であらわされ、ピク
チュアレスク/インフォーマルな形式の特徴は、多数性、

後雑性、不安定性、不規則性、非対称性、 f時き、意外性

といった言葉であらわされる。

このような視覚的効果に見られるこ項対立は、ルネサ

ンス建築とバロック建築の可視形態の差異を説明したフ

ランクルの理論を想起させる・5。彼はルネサンス建築の

可視形態の特徴として、

1)調和

2)明瞭さ

3)正面性

4)単一の像(irnage) 

を挙げ、一方ノ、ロック建築の可視形態の特徴として、

1)対比

2)明瞭さの欠如

3)斜め方向の見え方

4)多数の像(irnage)

を挙げている。対象が異なっているにもかかわらず、フ

ランクルの挙げるこれらの特徴はギセンズやクラウダー

の指摘とかなりの部分で一致している。

これらの議論を踏まえたうえで、ここではモールの可



視形態の特徴として「像の単一性J、一方、クォードラ

ングルの可視形態の特徴として「像の多数性Jという言

葉を用いることにする。モールでは、その空間の『伸展

性J、一方向へと伸びる単一の視線事I!、構成要素(建

物)のマッスの完結性およびその規則的な反復、対称性

と要紫の規則的配誼を特徴とする古典主義的様式等によ

って、個々の断片的像(image)はひとつの全体像へと収

束してゆく。一方、クォードラングルでは、空間の「完

結性Jと集合邸位の反復、放射状に鉱がる後数の視線利l

あるいは壁面に沿って旋回する視線車曲、構成要素のとめ

どない伸展性、スカイラインや壁面構成の不規則性を特

徴とするゴシック様式等によって、多数の世fr片的像

(image)が並置されている。弁別的要素に関しでも、モ

ールでは焦点に誼かれるロトンダやタワーは軌を規定し、

対称性を強制することによって、空間全体の静的均衡の

形成に寄与しているのに対して、クォードラングルでは

空間の進入点を明示するゲートタワーや塔はしばしば非

対称な位置に白かれ、さらに水平方向へと伸展する建物

と対比をなしている。

以上のように、モールとクォードラングルは空間形態、

物体形態とともに、その可視形態においても対比的特性

を備えていることがわかる。両者の対比的な「形態的特

性Jを整理すると以下のようになる。

モール クォードラングlレ

空間形態 や11展性 完紘一性

物体形態 完結性 {lll展性

可視形態 像の単一位 像の多数性
」



:1 2 f;.){;本j彰式の形態的特性

r );~本形式の変Jf;J という観点から、t.li・本w合単位の

多械は存在級悠を、 1)規鋭、 2)構成要素の個別性/全体

性、 3)~ 1I\ 1の開放性/閉鎖性の 3点について類型的に整

似し、さらにその可視形態に関する考察をおこなった。

それによって、モール、クォードラングルそれぞれの基

本形式が治在的に備える以下のような「形態的特性」が

1l11:JJされた。

モール クォードラングル|

空間形態 {中展性 完結性

物体形態 完結性 {rji展性

可視形態 像の単一位 像の多数性

さらに、これらの形態的特性のもとで創出された典型

的な2正本集合単位は、以下のような形態的特徴をもつこ

とがわかる。

モール クォードラングル

空間1m成 三回包囲(開放) 四国包閉(閉鎖)

綴式 クラシック ゴシック

弁別的安楽 ロトンダ/焦点 ゲートタワー/門

集合体形成 広大(骨絡的) 反復(細胞的)

このように、モールとクォードラングルは空間形態、物

体形態、可視形態すべてにおいて対比的な『形態的特

性」を備えており、この特性によって創出される典型的

な基本集合単位もまた対比的な形態的特徴をもつものと

なっている。

ここで示した典型的な選本集合単位の備える形態的特

徴を見ると、それらはふたつの原型的作品のものと一致

していることがわかる。この事実によって改めて、ヴァ



ージニア大学とオックスブリッジがこの時期のキャンパ

ス形成に与えた彫響の大きさを認識することができる。

キャンパスの成立条件は「領域の明確化Jと「計甑的な

空間形成Jであったことは繰り返し述べてきたとおりで

あるが、特に後者、すなわちキャンパス内部を秩序づけ

る内的論理の総築にとって、このふたつの先例の存在は

欠かせないものであった言える。

これらふたつの原型的作品は、モールとクォードラン

グルというふたつの進本形式の特徴を形態的に明快に、

単純なかたちで示している。また、それらはアメリカの

大学史および大学建築史におけるメイン ・ストリーム、

すなわちそれに続くものへと彫響を与える位置に存在し

ている。さらに、それらは大学の伝統的理想像である共

同体的性絡が建築的に最も明快に表現された作品であっ

た。規模に関する議論の中で、大学空間は都市と住居の

中間的段階、すなわち「共同体J段階における独自の空

間シェマを発達させてきたと述べたが、この空間シェマ

はアメリカ近代の大学空間においても継承されている。

これらの理由によってふたつの原型的作品はアメリカ近

代の大学空間=キャンパスを秩序づける有効な手法とし

て、また、新たに形成されつつあった大学空間のイメー

ジの鉱泉として再発見されたのである。

本節の議論によって明らかになったように、これらふ

たつの原型的作品に基づくふたつの基本形式(モール/

クォードラングル)は、空間形態、物体形態、可視形態

に関して対比的な形態的特性を潜在的に備えている。そ

して、キャンパス形成の実験の中でこれらの特性は顕在

化され、綴々な文脈のなかで活用されるようになる。こ

のように、アメリカ近代の大学空間=キャンパスの特徴

のひとつは、対比的特性を備えたふたつの基本形式を両

極とし、それらのl)~紫レベル、 2)締成レベル、 3)構造

(形態的特性)レベルにおける形態の「変形J操作によ

って、キャンパスを構成する多綴な「基本集合単位

(basic colleclive unil) J =四われたオープン ・スペ

ースを創出している点にあると言える。カーンは「ルー

ムは建築のはじまり (begi nn i ngs)であるJと言ったが、

同じように、基本集合単位=因われたオープン ・スペー

スの創出はキャンパス形成の第一歩であった。
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3節基本形式の複合

3-3-]，複合

前節ではキャンパスを精成する「基本集合単位(basic

colleclive unil) J自体の多様な存在様態を、 『基本

形式の変形j という視点から類型的に盤理した。また、

この観察をii.!iしてふたつの基本形式、すなわちモールと

クォードラングルが潜在的に備えている空間形態、物体

形態、可視形態に関する「形態的特性Jを抽出すること

ができた。本節では、複数の「越本集合単位Jが複合さ

れ、より大規伎な集合体=キャンパスが形成される様態

を観察する。

前節て、述べたように、モールは大規篠な集合体形成に

際して、基本的に続税の「拡大Jによってそれに対応し

(骨絡的)、一方、クォードラングルは規模の維持され

た集合単位の「反復Jによってそれに対応する(細胞

的)という対比的特性を潜在的に備えている。この対比

的特性のもと、これらふたつの基本形式は実際の大規僚

な集合体=キャンパス形成において、具体的にはどのよ

うに用いられているだろうか。また、それらの複合によ

ってどのような集合体=キャンパスが形成されているの

だろうか。

これらの問題意識のもと、 「基本形式の複合Jという

観点から具体的実例を観察し、アメリカ近代の大学空間

=キャンパスの存在形式を明らかにする。具体的には、

丞本形式の組合せと織成原理に関する類型基準を設定し、

この抵当喜に基づいて複数の「基本集合単位」が複合され

ることによって形成される集合体=キャンパスの多様な

存在線慾を額型的に監理する。基本形式の組合せに関す

る類型基埠iは、

1)モール/モール (MM-lype) 

2)クォードラングル/クォードラングル (QQ-lype)

3)モール/クォードラングル (MQ-lype) 

の 3種額として設定される。また、実OlJの観察に基つ‘き、

彼数の f基本集合単位Jが複合される際の構成原理を以

下のように設定し、対象の類型基準とする。

1)並置

2)述結

3)重合



ここではまずモール、クォードラングルそれぞれの同じ

形式どおしの複合形式について対象を類型的に整理し、

さらに、そこで拍出された複数の典型的な複合形式のさ

らなる変形と複合としてモールとクォードラングルの複

合の犠態を観察する。

実例の観察に先立って、まずここでモールとクォード

ラングルというふたつの基本形式の組み合わせに関する

全体的傾向について説明する。

キャンパス成立の初期段階(1870-1910年頃)では、全

体的にモール、クォードラングルいずれかひとつの基本

形式が選択され、それぞれの備える特性を利用したキャ

ンパス形成がおこなわれている。このような伊!として、

モールを採用したノ、ーバード大学メテ・イカル ・スクール

やパークレーの設計競技案、クォードラングルを係用し

たトリニティ ・カレッジやスタンフォード大学、シカゴ

大学が挙げられる。また、コープ・アンド ・スチュワー

ドソン(CoPC& Stewardson)がプリンモア ・カレッジや

プリンストン大学において、クォードラングルの備える

「物体形態の伸展性Jという形態的特性を有効に利用し

た独自の手法を展開したのもこの時期である。これらの

例が示すように、この時期は大学の制度的近代化に伴っ

て変容した大学空間を秩序づける手{卦かりとして、ヴァ

ージニア大学とオックスブリッジというふたつの原型的

作品が再発見され、それらの備える形式、すなわちモー

ルとクォードラングルをキャ ンパス形成に適用するため

の飢倣と実験がおこなわれた時JUJと位訟づけられる。

このような実験の段階を経て、モール、クォードラン

グルそれぞれの備える形態的特性とキャンパス形成にお

けるその有効性が検証され、その結果、 1910年以降にな

ると両者を復合したキャンパスが現れる。プリンストン

大学のマスタープラン (1908'.:下)、ライス大学(1910

年)、リッチモンド ・カレッジ(1911年頃)(いずれもラ

ルフ・アダムス ・クラムによる)、ウエスタン ・ユニヴ

ァーシティ ・オプ・ペンシルベニアの設計鋭技案(1908

年)、リード ・カレッジ(1912年)等がその初期の例で

ある。この時期にはモール、クォードラングルそれぞれ

の備える対比的特性が理解され、それぞれの特性を生か

したそれらの相互補完的な複合によってキャンパス形成

がおこなわれたことが推察される。



2吋

3-3-2.モールの複合

モールどおしの複合では、多くの場合、ふたつのモー

ルの複合によって集合体が形成され、多数のモールが綾

合されている例はない。これは大規模な集合体形成にお

いてモールは規僚の「拡大Jによってそれに対応するこ

と、あるいは可視形態に関してモールは「像の単一性J

という形態的特性を備えていることによる。この特徴を

踏まえたうえで、以下、 t結成原理ごとに具体的笑例の観

安芸をおこなう。

複数のモールの「並担j による複合の例としては、ラ

イス大学とリード ・カレッジがある。これらの例ではい

ずれもふたつのモールが並行配訟され、さらにそれらの

規模の相異によってふたつのモールのあいだに空間的な

ヒエラルキーが生じている。前者ではアカデミック・グ

ループが主空間、 ドミトリー・グループが副空間となっ

ており、後者ではアカデミック・グループとメンズ・ド

ミトリーが主空間、グラデュエイト・カレッジとウィメ

ンズ ・ドミトリーが別空間となっている。また、いずれ

の例でもふたつのモールはそれらに直交する紬(サーキ

ュレーンョン ・スペース)によって繁がれている。

fi1_i結Jによる複合の例はさらに、ふたつのモールが

1)f11i方向に直列されたもの、のある角度をもってi1_i結さ

れたもの、の二種類に分窓iすることができる。前者の例

はパークレー設計見高校案、リード ・カレッジ、ワシント

ン大学(WashinglonUniv.)設計競技案であり、後者の例

はウィメンズ・カレッジカ〈アカデミック ・グループにイサ

加的に連結されたカーネギー ・テクニカル・スクール、

ふたつのモールがほぼ 110度の角度で述結されたワソン

トン大学(Univ. of Washi nglon)である。

Jiij者はいずれも中視線のモールが車Ii方向に述結される

ことによる集合体の形成の例である。これらの例では個

々のモールの備える空間形態に関する特性の変化が認め

られる。すなわち、ここでは規綴の拡大によってではな

く、その規似を維持したうえでの剥l方向へのモールの反

復によって大規後な集合体が形成されており、それはモ

ールの備える「空間の{[IIJA性Jから「空間の完結性Jへ

の変化を示している。

後者のワシントン大学(Univ. of Washinglon)は、求

心性を備えていないモールが述結されることによって、



その述結部に求心性が生ずることを示す例として興味深

い。例えば、ケビン・リンチ(Kevi n Lynch)は空間の接

合点を「ノート‘(nodes)Jと呼び、それは場所としての

強い自己同一性をもつことを抱鏑しているが・¥ここで

もふたつのモールの連結部に広場が形成され、キャンパ

スの中心としての強い自己同一性を備えている。

「重合」による複合の例としては、バークレー設計競

技案、カーネギー・テクニカル・スクール、デューク大

学ウエスト ・キャンパス、ジョンズ ・ホプキンス大学、

ウエスタン・ユニヴァーシティ・オプ・ペンシルベニア

設計競技案、リッチモンド・カレッジがあり、リッチモ

ンド・カレッジ以外の例て・はふたつのモールは直交して

いる。先ほどのワシントン大学(Univ. of Washinglon) 

同級、これらの例でもふたつのモールの重合部において

空間的な求心性が生じている。

以上の観察によって、複数のモールの複合は次のよう

な特徴をもつことがわかる。

l)通常、ふたつのモールが彼合されることによって集

合体が形成され、多数のモールが複合されることは

ない。これはモールの備える形態的特性による。

2)複数のモールの後合によって形成される集合体は以

下の類型に分類される。

a.並列型

b.直列型

c交差型

「並列型」はモールの平行配也(並悩)によって形成

され、そこではモールの特性変化は見られない。モール

聞に規後の相具によるヒエラルキーが生じており、また

モールどうしはそれらに直交する刺J(サーキュレーショ

ン・スペース)によって聖書がれている。

「直列!l1JはfIh方向へのモールのdi結によって形成さ

れる。制I方向への規伎の拡大によらないこのタイプの集

合体は、空間lの{lllJ1ii性から完結性へのモールの特性変化

を示している。

『交差型Jは直列以外のモールの連結あるいは重合に

よって形成される。このタイプの集合体ではその連結部

あるいは重合部に、モールが本来備えていない空間の求

心性が発生している。
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3-3-3.クォードラングルの複合

後数のクォードラングルの複合の特徴としてまず指嫡

できることは、モールとは対照的に、複合されるクォー

ドラングルの数の多さである。これは大規模な集合体形

成において、規鎮の「鉱大Jによってではなく、規模の

維持された集合単位の「反復Jによってそれに対応する

という特性と、可視形態に閲してクォードラングルが備

える「像の多数性Jという特性による。この特徴を踏ま

えたうえで、以下、構成原理ごとに具体的実例の観察を

おこなう。

w数のクォードラングルの「並誼Jによる複合の例と
しては、ハーバード大学ビジネス・スクール設計続技案、

同ドミトリー・グループ、イリノイ大学、スタンフォー

ド大学、ワシントン大学(Washi ng ton Un i v. )、イエール

大学がある。これらの例では複数のクォードラングルは

まず、その近後性によってグループとしての自己同一性

を備えているが、そこではそれらを統合するさらなる秩

序が存在する。ハーハード大学ビジネス・スクールやス

タンフォード大学、イエール大学ではクォードラングル

のひとつが中心空間としての性絡を備え、概念的にはそ

れらは「同心円構造Jによってグループとしての自己同

一性を獲得している。スタンフォード大学ではさらにそ

れらを貫く制lによって全体が統合されており、オルムス

テッドのマスタープランではこの輸にしたがってクォー

ドラングルが線状に地摘してゆくことが提案されている。

また、ハーバード大学ドミトリー・グループではそれら

が面するチャールズ川がこの同心円梢造の中心となって

いる。

ポープ(JohnR. Popc)によるイエール大学のマスター

プランやコープ ・アンド ・スチュワードソン(Copc& 
Stewardson)によるワゾントン大学(WashingtonUniv.) 

のマスタープランでは、これら並自されたクォードラン

グルを鋭介する空間が設けられている。これらの例では

この媒介空rmは明確な形態をもたない不整形なものであ
るが、イリノイ大学のマスタープランでは直交するふた

つの通路(モール的'空間)が設けられ、それらがクォー

ドラングルを媒介する骨絡となっている。したがって、

概念的にはこれらの例では同心円構造ではなく、 「クラ

スター(房状)構造」によって複数のクォードラングル
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がグループとしての自己同一性を獲得していることがわ

かる。

f}1!結Jによる複合は、さらに「付加的(加算的)J 

述結と「分割的(除知的)J述結に分額することができ

る。前者は細胞が地殖するかのように、クォードラング

ルの数の地加に伴ってその全体形が変化してゆくのに対

して、後者は細胞分裂のように、まずその全体形が決定

され、それが適当な規模に分割される。ちなみに、クォ

ードラングルの原型的作品であるオックスブリッジのカ

レッジ空1mはJiij者の煩型に含まれ、そこでは文字どおり
長い時間をかけてクォードラングルが地殖し、カレッジ

空間が形成されている。

f{寸加的」述結による複合の例としては、コーネル大

学ウィメンズ ・ドミトリー、ハーハード大学ビジネス ・

スクール設計競妓案、プリンストン大学グラデュエイト

・カレッジ、問ドミトリー ・グループ、 トリニティ・カ

レッジ、ワシントン大学(WashingtonUniv.)、イエール

大学グラデュエイト ・カレッジがある。これらの多くは

キャンパスのある部分、あるいは小規伎なキャンパスに

おける集合体であるが、コープ ・アンド ・スチュワード

ソン(Cope& S tewardson)によるワシントン大学のマス

タープランはこの複合形式が大規綴なキャンパスに適用

された例として興味深し、。そこでは長期的視野にi!・づい

た、まさしくクォードラングルの「地殖jがキャンパス

形成の主題となっている。また、複数の建築家によって

漸次的にru設されたプリンストン大学ドミ トリ ー ・グル
ープは、クォードラングルが備える物体形態の fjflJ展

性Jという特性を有効に利用した空間形成の例として興

味深い。間1111する線状の建物が漸次的に、あるいは fiili

歌J的に迎設され、そこでは空間的述続性を備えたクォ

ードラングル群が形成されている。

「分割的J連結ーによる複合の例としては、コロンビア

大学、シカゴ大学、コーネル大学メンズ ・ドミトリー、

コロラド大学メンズ ・ドミトリー、ハーバード大学ビジ

ネス ・スクール、マサチューセッツ工科大学、ペンシル

ベニア大学ドミトリー・グループ、プリンストン大学、

イエール大学ホークネス ・クォードラングル、同ロウ ・

スクールがある。これらの多くは敷地形状によってその

輪卯が決定されており、その中で適当な規伎にそれを分

制することによって後数のクォードラングルが形成され
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ている。特に、イエール大学のホークネス・クォードラ

ングルはこのタイプの代表的なものである。このクォー

ドラングルの『分割的」連結によって形成された集合体

は二重包囲性がその特徴であり、それは概念的には f同

心円精進」によって成立していることが理解される。

「重合」による複合の例はほとんどなく、ここではス

ウィート ・ブライア ・カレッジがその唯一の例である。

独立した建物とアーケードによってm成されるふたつの
クォードラングルがし字形に重合され、それによって全

体は織能に応じた 3つの部分に分節されている。

以上の観察によって、複数のクォードラングルの複合

は次のような特徴をもつことがわかる。

1)モールとは対照的に、多数のクォードラングルが複

合されている。これはクォードラングルの備える

「形態的特性」による。

2)複数のクォードラングルの複合によって形成される

集合体は以下の類型に分額される。

a.同心円型

b.クラスタ型

c.地殖型

「同心円型Jは複数のクォードラングルの並置あるい

は f分割的Ji!Il結によって形成され、形態的弁別性をも

った中心空間が全体を統合する。クォードラングルの並

1ftによる集合体は遠心的であり、逆にクォードラングル

の「分割的J述結による集合体は求心的である。

「クラスター型」は複数のクォードラングルの並鑓に

よって形成され、通路状のw介空間によって全体は統合
される。原型的作品であるイギリスのオックスブリッジ

の大学空間全体はこのタイプに相当する。そこでは街路

が媒介空間!として複数のカレッジを統合している。

f 1ì'1殖~J は複数のクォードラングルの「付加的J i1!

結によって形成され、中心空間や娘介空間は存在しない。

上記ふたつのタイプではある構造(システム)によって

要素(基本集合単位)が統合されているのに対して、こ

のタイプではそのような構造(システム)は存在せず、

嬰紫(基本集合単位)それ自体に地殖のシステムが内在

していると言える。したがって、前者は「システム依存

型Jの飯合形式、後者は「システム内在型』の複合形式

であることが理解される。
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3-3-4.モールとクォードラングルの複合

これまでの議論によってモール、クォードラングルは

それぞれ、複合によって以下のようなタイプの複合体

(集合体)を形成することが明らかになった。

モール

a並列型

b.直子IJ型

c.交差型

クォードラングル

a.同心円型

b.クラスター型

c.増殖型

したがって、モールとクォードラングルの複合による集

合体は、これらの複合形式の「変形Jと「複合」として

理解することができる。複合形式の「変形j とは、主に

基本集合単位の誼倹(モール∞クォードラングル)を意

味している。ここではまず、この復合形式の「変形」に

ついて実例の観察をおこなう。

モールの複合形式については、まず f並列型」の変形

の例として、ミネソタ大学が挙げられる。ここではメイ

ンのモールに平行する軌上に複数のクォードラングルか

形成されている。 r箇列型」の変形の例としては、ハー

クレー設計競技案、ミネソタ大学、ワシントン大学

(Wash i nglon Un i v. )がある。これらの例では直列された

モールの一部がクォードラングルに置き換えられている。

「交差型j はふたつのモールの制l性によって成立するた

め、その変形の例は見られない。したがって、これはモ

ール特有の復合形式であることがわかる。

クォードラングルの複合形式については、まず「同心

円型Jの変形の例として、コロラド大学、テキサス大学

が挙げられる。ここでは中心空間がモールに誼検されて

いる。 rクラスター型Jの変形の例としては、デューク

大学ウエスト・キャンパス、ウエスタン・ユニヴァーシ

ティ・オプ ・ぺンンルベニア設計競技案、リッチッモン

ド・カレッジが挙げられる。ここでは複数のクォードラ

ングルの媒介要素としてモールが周いられている。 r地

殖型Jは集合単位の空間的完結性を前提としているため、

その変形の例は見られない。したがって、これはクォー

ドラングル特有の復合形式であることがわかる。
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「直列型Jの変形の例は、モールの備える空間の伸展

性とクォードラングルの備える空間の完結性が融合され

たものである。 r並列型J、 「同心円型J、 「クラスタ

ー型」の変形の例は、モールとクォードラングルの備え

る空間的性絡の相異を顕在化させている。すなわち、す

べての例において集合体を統合する主空間(中心空間、

娘介空間)にモールが採用され、それによってモールと

クォードラングルのあいだに空間的ヒエラルキーが生じ

ている。例えば、ポール・クレ(PauI P. Crel)はテキサ

ス大学のマスタープラン作成において、 『プリンンパル

・アスペクツ(principalaspecls) J、 「セカンダリー

・グループ(secondarygroup) Jという言葉を使ってそ

の全体精成を説明している・ o このクレの言葉はキャン

パスが、フォーマル/インフォーマル、パブリック/プ

ライベート、メイン/サブといった対立性を内在的に備

えていることを端的に示している。そして、モールとク

オードラングルが複合されたキャンパスでは、これらの

対立性に応じて相互補完的に、あるいは「適材適所J的

にふたつの基本形式が使い分けられている。

後合形式がさらに「複合」された例はかなり複雑な綴

相を呈しているため、ここでは代表的ないくつかの例を

提示するにとどめたい。例えば、リッチモンド ・カレア

ジやデューク大学では、 「交差型J、 「クラスター型J、

「地殖型」が複合され、キャンパスが形成されている。

さらにモールの交差点に求心性が発生しているため、こ

れらはこの交差点を中心とする「同心円型Jとしての構

造をも備えている。また、ライス大学では、 r~~列型」、

fクラスター型j、 「地殖型Jが彼合され、キャンパス

が形成されている。平行配泊されたふたつのモールのヒ

エラルキーによってメインのモールは全体を統合する中

心空間としての性絡を備えており、それによってここで

もまたキャンパスは「同心円型Jとしての精進を備えて

いる。

以上、ふたつの基本形式の変形によって創出された多

機な2正本集合w.位が復合され、より大規伎な集合体=キ

ャンパスが形成される機態を類型的に盤Iillした。この観

察によって、規模に応じて基本集合単位が飽数の段階を

経て複合され、それによって多様なキャンパスが形成さ

れていることが理解される。
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3-3-5.キャンパスの存在形式

第 I~立において定義したように、キャンパスとは明確

な領域をもった自律的な大学空間であり、かっ柔軟性と

持続性を同時に備えた空間構造のもとで総合的に秩序づ

けられた大学空間である。前者は大学空間と外界、すな

わち内部と外部という二分法に基づくキャンパスの定義

であり、一方、後者は大学空間内部の構造的秩序に関す

るキャンパスの定義である。後者に関して、キャンパス

成立期にあたるアメリカ近代の大学空間は具体的にどの

ような特徴をもつのか。このアメリカ近代の大学空間を

秩序づける構造的秩序を抽出することが本撃の目的であ

っfこ。

アメリカ近代の大学空間の第一の特徴は、キャンパス

を構成する基本集合単位=因われたオープン ・スペース

の形成にある。アメリカ近代の大学空間はその空間借成

に共通の形態的特徴をもち、それはまず『建物→建物

税j という構成段階に最も顕著に現れている。この共通

の特徴とは、オープン ・スペースを統合要素とし、その

周囲を複数の建物群が閉むという形式であり、この中間

的な構成段階において形成される集合体=因われたオー

プン ・スペース(enclosedopen space)はキャンパスを

術成する「基本集合場位(basiccollective unit) Jと

なっている。対象に共通に見られるこのような中間的な

織成段階における若本集合単位の形成がアメリカ近代の

大学空間の愚大の特徴であり、それはまた制度的近代化

に伴って集落的縁組から都市的様相へと大学空間が変貌

したこの時期においても、 [1:1世以来の大学の伝統的庖LtP.

像である共同体的性絡が継承されていることを端的に示

している。

アメリカ近代の大学~fmの第二の特徴は、基本集合単

位を秩序つけるふたつの基本形式、すなわちモールとク

ォードラングルの保!lJである。キャンパスを綿成する

f基本集合単位Jは、これらモール(前b型形式〕あるい

はクォードラングル(集中型形式)のい昔れかの形式に

よって情成されている。このふたつの蕊木形式は歴史的

にも大学空間の術成形式として代表的なものである。こ

のH抑制にはまず、それぞれの形式を問いた原型的作品、

すなわちアメリカ独立JUJに創設されたヴァージニア大学

とイギリスの伝統的なオックスフォード、ケンブリッジ
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両大学のカレッジ空間が、制度的近代化に伴って変容し

た大学空間を秩序つける手t卦かりとして再発見される。

そして、それらの備える形式、すなわちモールとクォー

ドラングルを近代的大学という新たな文脈において適用

するための綴々な実験と試行錯誤がおこなわれたのであ

る。これらふたつの原型的作品は単なる綴倣の対象にと

どまらず、近代という新しい文脈におけるデザインの展

開を推進させる原動力、あるいはイメージの源泉として

アメリカ近代の大学空間=キャンパスの形成に大きな彫

響を与えている。

アメリカ近代の大学空間の第三の特徴は、ふたつの基

本形式の「変形Jによる多様な進本集合単位=図われた

オープン・スペースの創出にある。すなわち、共通の基

本形式の統御のもとで、その形態的属性の変形操作によ

ってそれぞれの機能あるいは大学の状況に応じた基本集

合単位が形成されている。これら基本集合単位の多機な

存在綴態を類型的lこ観察することによって、それぞれの

基本形式が潜在的に備える以下のような「形態的特性」

が抽出された。

くモール> くクォードラングル>

空間形態: イ申震性 <0 完結性

物体形態: 完結性 <0 伸展性

可視形態. 像の単一性 <0 像の多数性

空間形態に関する特性は、それぞれの形式を用いた基

本集合単位の規伎に端的に現れている。すなわち、モー

ルでは特にその者IJ方向へと舷大する傾向が見られ、一方、

クォードラングルでは規僚がある範囲内で‘維持されてい

る。

物体形態に関する特性は、~Ji本集合単位の構成要素

(建物)の形態とそれぞれの形式に典型的な線式に端的

に現れている。すなわち、モールでは古典主義綴式を用

い、完結した全体j診を備えた建物が反復的に配置され、

一方、クォードラングルではゴシック様式を用い、屈IIJI

しはがらノk平方向へとや11びる線状の建物が空間jを規定し
ている。

可視形態に関する特性は、それぞれの空間形態の特性

に基つく大規悦位決合体形成(税伎の鉱大∞単位の反

iji)、段式や弁別的要素の配首、さらにはそれぞれの形
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式が創出する建築的効果(フォーマル/モニュメンタル

∞インフォーマル/ピクチュアレスク)に端的に現れて

いる。モールの可視形態の特徴は、単一性、簡潔性、安

定性、規則性、対称性、均衡といった言葉であらわされ、

一方、クォードラングルの可視形態の特徴は、 多数性、

複雑性、不安定性、不規則性、非対称性、意外性といっ

た言葉であらわされる。

このようにふたつの基本形式は空間形態、物体形態、

可視形態に関して対比的な特性を備えている。したがっ

て、対比的特性を備えるふたつの基木形式を両極とし、

それらの1)要素レベル、 2)構成レベル、 3)構造(形態的

特性)レベルにおける形態の「変形」によって、キャン

パスを構成する多機な基本集合単位が形成されているこ

とが理解される。

アメリカ近代の大学空間の第凶の特徴は、基本形式の

変形によって創出された多綴な基本集合噂{立が、さらに

f複合Jされ、それによって大規伎な集合体=キャンパ

スが形成されている点にある。この基本集合単位の複合

の綴態は、モールどおしの複合に関しては1)並列型、2)

直列型、 3)交差型に分類され、クォードラングルどおし

の複合に!刻しては1)同心円1J:i(開合型)、 2)クラスター

型、 3)憎殖型に分類される。さらにモールとクォードラ

ングルの複合は、これらの複合形式のさらなる変形(器

本集合車{立の白後)と複合として理解することが可能で

ある。

以上のように、アメリカ近代の大学空間=キャンパス

の存在形式は、対比的な特性を備える基木形式の「変

形」による多機な基本集合単位=閥われたオープン・ス

ぺ スの自11:1:と、それらの r!，Q合」による多綴な集合体

=キャンパスの形成、すなわち「基本形式の変形と後

合Jとして統一的に理解することができる。

このような対比的特性を備えたふたつの基本形式の変

形と複合によるキャンパスの形成は、近代的大学の織能

的、美学的、表象的要求を同時に満たす有効な建築的手

法であると烹える。

1袋能的には、 b~ 4:形式の変形によ る t，k*~具合1j1{立の多

トmは、それを的成する機能ワl!fIIlの多段1'1 を a~iE してい

る。また、 M.-f..:lli合単位のJf51!Qとその後合は狽似機fjgこ

とのゾーニングにうまく対応している。多喜E多核IJiI!物

Rfを機能に岩~づいてグルーピングし、それぞれに適した



形式を採用し、さらにそれらを複合することによってキ

ャンパスを構成する方法は機能配置に関して合理的であ

り、かっ織能的要求の変化による将来的な増改築に対し

ても有効である。

美学的には、空間的に完結した基本集合単位は全体を

統合するオープン ・スペースの存在によって既にひとつ

の統一的秩序を有しており、したがってこの構造的秩序

のもとで空間全体の建築的あるいは視覚的効果を審美的

観点から制御することが可能となる。例えば、様式、材

料、高さ、プロポーションの統ーと調和、アーケード、

コロネード、ポルテイコ等の共通の要業の係用、要素の

非対称な配誼や不規則なスカイラインの形成によるピク

チュアレスクな効果の創出、タワーやゲート等の弁別的

要素によるアクセントの付与といった形態操作によって、

審美的観点からその建築的あるいは視覚的効果を統御す

ることが可能である。さらにこのような形態操作は複数

の基本集合単位のあいだでも問機に制御可能なものとな

っている。

表象的には、まず基本集合単位=因われたオープン ・

スペースの存在が大学の伝統的な共同体的性絡を保証し、

それを象徴する役割を担っている。例えば、伝統的大学

に見られるような大学機能すべてを単体建物に収容し、

それによって「ひとつ屋恨の下Jでの教師と学生の共同

生活というイメーツを表象するような方法は、当然のこ

とながら大規綴化と復雑化の進んだ近代的大学では実現

不可能である。代わってここではオープン ・スペースが

その共同体的性絡を表象する重要な役割を担っている。

例えば、香山詩夫はそのキャンパス論・lにおいて、 「コ

ミュニケーション ・スペース(co岡山icalionspace) J 

という綴念を鑓起し、以下のように述べている。

「大学とは創造的な活動にたずさわる専門家と、それ

を自治す学生が一つの場所に集まり、自由な、あるい

は緊張に満ちた討論を交わす場である。それは言葉の

もっとも深い内容におけるコミュニケーションのスペ

ースである。 ・・・ それは、大学が学生と教師の共同

休である限り要求される線源的な空間である。 .. . 

大学のコミュニケーション ・スペースは、 . . .!.t=.い

繁った専門の妓葉のあちこちから流れ込む刺激によっ

て常に活性化されている。」

このような意味において、 f1，l;木形式の変形Jによって



創出される多様な基本集合単位=因われたオープン・ス

ペースは、大学空間が本質的に備えるべき「コミュニケ

ーション ・スペースJとしての性格を表象するものであ

ると言える。

「基本形式の複合」によるキャンパスの形成は「領域

の明確化Jとならんで、その明快な全体像の獲得に寄与

しており、それは諸学を統合するウニヴェルシタス・リ

テラルム(総合大学)の理念の空間的表現となっている。

個別的要求を満たす多種多機な建物群の単なる寄せ集め

ではなく、それらが有機的に関係づけられ、大学として

の全体性を獲得することがこの時期の課題であったこと

は既に述べたとおりである。 f領域の明確化j は、内部

と外部というこ分法に基づき、周辺環境に対するキャン

パスの空間的弁別性を明確にすることによってその全体

像を獲得する手法であり、それに対して、 fi!基本形式の

複合」は大学空間内部において、明快な空間倦成によっ

てその全体像を確立するための内的論理である。

このように、 「基本形式の変形と複合Jは近代的大学

の機能的、美学的、表象的要求を同時に満たす有効な建

築的手法であることが理解される。

キャンパスの成立条件のひとつは、 「計画的な空間形

成」であった。そして、それはマスタープラン作成によ

る、柔軟性と持続性を同時に併せもった空間構造のもと

で総合的に大学空間を秩序づけることを意味している。

「基本形式の変形と複合Jによる空間形成は、アメリカ

近代の大学空間において安定した空間構造、すなわち状

況の変化に対する柔軟性と、状況の変化に左右されない

持続性を同時に備えた空間構造が確立したことを示して

いる。このような意味においてアメリカ近代の大学空間

はまさしく援初のキャンパスて。あり、 「基本形式の変形

と複合Jというキャンパス形成の構造的原理の抱摘をも

って、建築の集合形式という視点からキャンパスの存在

形式を明らかにするという本意の目的に対する結論とす

る。
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ケンプ'Jッジ大学のカレッジ;;品引こ関する研究A、東京大学博士t宜史、 19924-春
面e 

8 現存する大学だけでも、植民i聞の 9大学から、独立後の17切年にはt明大学、

l聞年代に山吉大学にその設は増加している.また、 i問的にゆ匂1冊、 Verrronl、

Kentucky‘Tennessee 、同rthCaroL i問、SouthCarol ina、Georg岨、 ALabama

Loulslana、1I1泊、 theOlstrict of白lu""ゅの昌州に析fょに大学が冒険される.

9. Turner、前傷害.PP.55-56o 

10 この時期のアメリカの大学の俣守的傾向を向型的に示すものとして、 i位8年に公事

された『イエール符告刊印orton the白urseof Instruct ion ;n Yale College) J 

がある.

日 グリーク・リヴァイパルの代主的"例主、 1832;干の帽宮内自主の母優秀実として宮ぱ

九 1833年から刷8正に例代出宣された、 fholsJSUat tcr !記十α川 rdCoLlegeで

ある.

12 イエ ール大学のYale Row(])~ '1f を受けたものとして、伽herst Co 

llege (Hassachuse t t 5)、ωeslern Reserve Cot 1 ege (Hudson 日hio)、Trinity

Coll珂e(陶rtford.白nne口icut)苓がある.

13. 19出紀後半までは.イギリスの(il加11Jレ';};;に典型的な、連続した辺物によヲて

中庭の四面を完全に阻んだ、品有1的1，ク宥ードラングルが7メリカで民Jnされること
は純であった.例外として、 i臨年頃町、 J加"によ.roavidsonCollcgcの討師E

があるが、ま拷にはそれは部ラ.)fr.J'こしカ"-，，宣されてい日い。

14. rグラント・アヴ£ニョー(仕andfNcnuc) Jは.乙の大学のあるチャペル・ヒル

(0.岬eLHHl)のメイン・スト 'J トと連続するように配されている.1793早から

1851年までの建物はこの配定形式に従ヲて珪i宣されている.しかし、その役の建物は

必ずしもそれに従フてはら、ない。

15. ;; Lファーゾンはヴァーンニア大学的i主:tにあたフて‘保々 な大学から安感をi:;て

いる。白内cademi日 LViLLegeという言葉に量刑される、 f)$市と学生の共同僻地絡を

強調した大学の11哩俊によフて、搬はすべての大字相能が収容された高価で大規模'.

車体)1靭の辺設に!tw前守であり、むしろハーパー ドやイエールのような小J~ßlな辺物

の異色としての大学空品物在り方を好んでいんまた、 i憶は設計にあたって、複E査の



H't't'， uill j，Jm ItIOf"川朋ぜ白川岬川 L.llrobeに目Ir言告求めている.

If，. 11. V.I~ 1i 1 、'J j，'v.の f HlrV，jrd・-、円相<r、>t_'Mfi..，

I1 イれそれの)'''''''が関わフhj，_'i'Il;';:'のとおりてある..Latrobe: military 

"ドJ"my(prnpo';，jl).OickII1';on COllegC(C，lrL isLc， PcnnsyLvanIa). nationaL 

'Jf!'''' 門 ity(pr叩Q~ ，lL). lklivcrsity of PcnnsyLvaniJ印刷ition). Ramee 出，on

tη11"'I'!{シtlPflf・Ct，lrly 附ωYorld.0.1¥1 is: Ncw York L加iversity.しKliver引 tyof 
附l'tl 1'1.10. I).Nid'";l)f] Collcge(OJvidSOn 陶 rthじarolina).陶ωYork句ricuL tural 

(，.， 11 川ρ! 向川 ic~ 附ωYorkrrcc f"lcadcmy. Vasser CoLlcgc. Ikljohn 伽吋0'"

r，1)11ρqρWrlJWilJiCk. Haine). JubiLee College(Peoria County. Itlinois). 

仙"吋日r.lro1臼II円η(内 iladelphi.1).. 

!司 11.・I人7として創立され人白II珂Co[臼lifornia はそのt!i‘1ji立回.hiversity

。f(，..11 ifl)rni .. lとして河婦される.
円 IJI nr.t<!":!， V..JIJX丸印 、官~eport upon a Projected I叩町四間ntof the Estate 

。fttl~ 臼II円'! of Cal ifomia at serl:eLey. near llakl訓 d・、出品広出1司 rsity

of (..Il iforniiJ，酷rkel町什chi暗 So

初 印町r.'明。 V訓JX& cn 、前問符.

21. Aんムステットが関わフた大学については、 Turncr、前問書， note N一語、

p.31'J、ぞ揮し

P プリンストン大?ーて出870if:代に路島a同S町印shによって大学空間の改造がおこ

'!IJれている勾ナッゾヴ ホールの両脇にyンメトリ 11ルに配されたふたつの建物の

うちのりとつが切さtt_全体はフ，-マんなものから公開均なピクチョアレスクなも

のに買えられた.同atonJ. Lane. ed 、''PictoriatHistory of Pri町eton司、 19日

il'-岬sJ咽.，..，黒，

23 この同期に J1てられたランドマーク・タイプのl!吻の~Iとして、出 iversity

Il.:!tL C1ll ino is Ind回 triallhi...ersity， 187ti)、日ldHain臥Jitding(出"""引ty
I)f I'!〆相 1田2-9別 、陶rrillIhLl(tkliversity of刷 vada，1田吉)、出werSlty

出ll(1川、b旬rsityof t鈴廿高畑. 1870・71)司がある.

24. ';y.d'合空間icaLvill句e'はヴァーシニ71¥で宇設立において、ジょファーソンが用いk

大学の理}J_l.伎をあらわす言豆町 'cityof tearning' iお開9平におこなわれたカリフ方

ルニア大守'パークレ 伎の設計践段辞典要項でffIも、られた言葉.

ト2-2 大学空I~同宜容

1. T町内官、前l昌男、 p.167.. 

2 恥践的近代ftによフて大字空fUlを情戒する迂吻の惚i拒が-'J>I王ftし‘斬fこな得能への

1111;が文学空聞か角干点すべき重要1.辺置の日とつであヲた.この叫期の大学に'"めら
れた間切1要求については、 ~Iえば、I(enneth 1(叩ley5to叫 ll..~曲目 tion' s伽

D宅開也骨chitectural Foru冊、Ju問 1931 ‘{'!!f~

3 “行噌 Lifeof Odniel白川 Gil間「、 191OiJ:，.PP.32Jf ..引用、 furner 、・日時lJS~ 、

p.163 .. 

.• ，礼t担臥回開 ."fhe Closinc of the向-.:!rican H ind~ 、 1987;1' ('g守克凡 rァメリ

Iiン・ヲイントの将軍』、l気泡広 PP.271f).. 

5. Lor明 U.Patridge ， "John (;.llen出同rdand the BerkeL町 co叩us:Beaux-('rts 

内.Chitl?tturein theι向hensof 地st'~ ， 19司，~ p叩、事ffp"，

6. Jザ羽n附)('risDi四 n • "CoLorado凶 1司 rsity: Respecl for a陶bust白川co問 nt司、

A"ChitecturaL Forum 、仕1.19.:泊、 pp日 63、春照.

7 例えIf、陶rvardl.i1明rSityは徐々に蚊Itを肱張した9盟，!t，)si/'1'あふ

8. Fr即日立。 Passanti. "The Design of CoLu崎市 inthe 18叩s.Hckim and His 

一一一ーー---ーー一一←
・・・E 可・・・・・・・・ー・・田



Cl ient司、 J.S.A.H、出y19円、 pp帥刷、春見

9. l:i!えば、什chitecturalForum i1;liI92S年から1931'[手にかけて、 3仰の大学建築時

里号を出版している。これらの符翼ではビルディング・タイプごとに鼠近の車例と小

泊文カ呼EJlされている。什chitecturaLForum 、c.，c 円25 • Jun. 1926、Jun.1931、

幸照.また、 19目年には、印arLesZ. Klauderと同rbertC 凶soによる"College

r:i"chitecture ;n向貯ica，and its Part ;n the Deνelopment of the C.Jmpus"、

円J3年には、 JensF. larsonとrrchieH， Pal同rによる“什chitecturalPlanning of 

the陶旬nc加 Coll珂「が出版されている.

10 同rvardLh ivers ityでは、 1924年から19刃平にかけてUldYardの数1~境罪部分にド

ミトリーを廷設し、 Yale1川1明rSityては目的年から旧86年にかけてUldco叩 USの周

開I'~ssel Sturgis， Jr による廷物的L宣されている。

11. "A Ualking印、deto the Ca叩u子、 1991草、あるいは、助fordPickens &. 

出rgarettaJ. D.3rnatl‘''Washinglon出 iversityin St. lou;s: Jts C刷 ignand 

什chitecture~ 、 19市ゑ PP. 1O - 12、事照。

12. Passant i、前陪書.春照.

13. Ashton凶 llard、“lheDeveL叩何時ntof臼llegerrchitecture in向-ericJ"、地ω

England K:lgazi問、 JulyI師7• 

14 仰 fred同rtonGithens、"1同GroupPLJn， V "， lhe (.lrickbuilder、[)ec. 1明7

、p.219• 

15. A. D. F 出叩1in ， '~ecent 師terlCan 白llege 什chilecture旬、 Th陀白tlool::、

向9ust1切3.引用、 lurner‘前偲岳、 p.l860 

16. Githens、前l畠書、 p.219• 

17. Ralph削 amsU'"am、‘'Recent出、明rsityr:i"chitecture in the U.S.". R. [.B.A 

Jour'ndl 、Hay25， 1912 .. 

18. Turner 、前路岳、 p.l86.. 

19 この時期のアメ 'Jカの大学空間は辺葉町集合形式に191ずるt品考町中でしばしば1llり

上げられているoAlfred同rtonGithens、“Ihe仕。UPPlan関、町elTickb山 lder‘

! の1同。ryof co冊目iti開;The Carnegie Technical Schools(July 1叩刷、 11

The Ele耐 ntalTypp.s of白冊目;tion(邑p.1切6)、V 出 iversiti問。Colleges

dnd So::hools(民c.19:17)、あるいは、陶酔阿nn& Pee目、“The向昭ricanVltruvius 

Iil ('rchitect's I~同book: of Civic (ヤド、 1922弘幸照。

1-2-3担調

1. Fred~r ick: L. Ack:er問 n， "Ttle Planning of CoLLeges and U1iversit ies"‘ 

什ctlitectural Forum • Ju問 1931、事照同

2. Klaud~r &. Uise. "College frchitecture in耐lCrica，and ;15 Part in the 

白司10阿J!fltof ttle c.a叩U5'‘印岬ter3 白neraL民明lOP問ntPLa問、春貯.
3. C 同岨rd，勾lk:er.''E>，press ions寸ndthe CoLLegiate Style".内rchitectural

Forum 、June1931、巷照.

11. John B. Pin民、制田 onthe ~.1 ild ings of a Lh i四月比戸、内階ricanrr仁hitect.

Dec. 1914 .. 

3i!i 牛ゃンパスの形成

1-3-1 筒i重刷明確化

1. 1叩O年以前に悶に以下町大学て新たな大字を聞のffi械が試みられてもゆ..Trinity 



白llege(出rtford，1873-)、Er"，陶I.r"College(l81:ヨ6・)、 Stanford出iv.(l田7-)、

liliv. of印 icago(l明1-)、白lu柏..出iv.(1凹3-)、Washingtonl.h;v. (5t. Lou;s， 

1695・)、 Univ. of PennsyLvania(dormitory groυ" 1695・)、 Univ. of 

CaL ;fornia(Berkeley 旧99-).

2. FumihikO Haki &. Jerry Goldberg， "[nvestigations 明 Collective Form" 、白

Spec iaL Publ icat ;on.州Jmber2、TheSchooL of l)rctlitecture，ωashington 

加w.円ity，5t. Louis、June)C刷、"，25f.
3. CL aude sr agdon、"frchitecture in the l加ited5tates， //. The Growth of 

Taste'、A"chitecturalRe印，d‘July1如9，あるいは、陶担問nn&. Pee目、"The

向r.ericanVitruvius 而 frchitect's出nd加。k:of Civlc什ド、円z2年、春照.

4. 5turg巧による建初は次のとおりである o Farnam HaL l (869)、Durfee

Ha11 (670)、8attleOlapel(l876)、Uぽ明日出11(旧86) • 

5， llr"，同町Collegeおよ【肝inceton出iversityにおけぷope&. Steωardson Iこよ

る11朔は次のとおりであるoBryn出ωr:Pembroke Hall(l894)、Rockfeller

Hall (904)、 prince ton: Bt a ir t旬11(897)、StaffordLittLe HaLL(899)、

E刊Tlas;um(l田3)。

6. Fran回目oPassanti， "The Design of CoLu柑 iain the問団5，，セKimand His 

CL ient"、J.S.A.H、同Y1977、pp帥ー刷、春既，

7. Kernit CarLyLe Parsons 、"TheCorneL L ca叩us:A History of Its Ptanning剖 d

E均司100問nl司、 1¥田正 p.2J5、春照.

8. Charles L. DibbLe、"A"chitecture，Educat i聞 and削同叩here:The EarLy 

Years of Pri町eton出iversity，1~拍 1916・、 thesis， Prlnceton出，ve円、旬、
1974弘 p.19o ヨ閥、 Turner、‘'ca叩U5町、四4年:..p.216 0 

9 州ontgomery5chuyler、“TheArchitecture of倫mericanColleges"、

Arch i tec turaL Re印'd、llOct.l切9，2)Dec.I909， 3)Feb， 1910， q)Jun.191O， 5) 

s.，円10，6)Dec.)91O， 7)Feb.1911. 6)Ju1.l911. 9)Dec，1911. 10)陶Y.1912、事!m。

1-3-2， HiFfr'，I.("空間肝減

1. siえば、Lhiv哩rsityof C<Jl ifornia(Los伺geles}守山1司rsityof ILL inoisでは

C均velop問 ntPLan、Me出 lW!rSltyやJohns陶pkins出 iveristyではGcneral

Pl加という言葉が用いられている.また、川fred陶rton G i thensや>JohnB. Pine 

はその持者の中て Co叩ceh朋引司円四という言葉を使っている.

2. Charles Z. Klauder &. ~句rbart C. lJise‘"CoLLege内てhitecture in 向~rlca ，

剖 di ts Part in the De司10'問I1tof the臼叩U5'‘同'9'!'-，，25. 

3. Ralph伺a間仕訓、咋注目nt1わT司 rSity内rchitecturein the U.5."， R.I.8の

Journdl 、同y25. 1912， p司30 

4 ひとりの建築家がマスクープランを作成し、{再々の11助の設計は的の珪呆1まが担当

した例としては出1時円ityof附町田0回、 llJ!mの実はある1銀宝が作成L"齢制
'.マスクープランは文字の計画重自舎が作成した例としてはCornellLh iW!rs i tyが

ある.

吉 出1司 rsityof C<JL iforn凶(凶)ギ骨inceton出 1河 ristyでsupervisingarchitect 

のポストカt量けられている。

6 この時期にマスタープラン作成のためのiíti1~~債をおこなった大学は次のとおりで

あるoLKliversity of CaL ifornia(Berkeley， 1開9)、山Shington出 iversity(5t

Lou is， 1899)、Carnegie Technical 5chool(1904) 、JohnsHopk:ins 

U刑判円ity(l明q)、出iversityof Hin同50ta(1切6) ，同stern出iversityof 

Pennsylvania(1明6)‘Northω田 ternun iver引 ty(l911)、Harvard出 iversity



business sc同ol0924-25)。

7. Klauder 8. Uise，前協器、 p.23.

8. Jens F. Larson 8. Arch ie H. Palmer 、“内円:hitecturalPlanning of the 

角関ricanCollege司、 193J耳~ p.235 • 

9. Kernit Cdrlyle Parsons， "The Cornell臼叩us:n History of Its Planning and 

De司lop問 nl"、間'>8年、 P.2J5 0 

叩 Turner 、't.aITPUS~ ， 1相主 pp.167-1布、幸弘

11. Turner、前Im't， PP.167-169、春照a

12. 1四3年¢柚rldColu柏市n&Posit ion以降、 1主主割によフて創出される主的効果に

対する一般の配k、が高官り、それは'City8eaut ifuL同河町nt' として1奇に都市計画

に童2響を与えている.

13. A. D. H 同州加、“而eEdu日 tional Influence of Cotlegia凶作曲川区ture岡、

什chHecturalForum、加c 円缶、 p.3221> 

14. Cl aude Br agdon、0・Frchitecturein the 出 itedStates. r 1， TtJe (..-0叫 hof 

Taste~ 、A--chitecturaL Re印rd、July1明9、P剖.

15 同ge同 nn&向et5、“The向I'P.ricanVitruvius司、1922年一 '.110 • 

1・3-3 大学安田町5成の基本相念

1. Klauder 8. Uise、前傷害， P.J9o 

2 争くの文学のマスタープランでオープン ・スペースに討して・court' という''11午が

用いられており、また、 191えばCornellUniversltY， Stanford lXliversity、

Trin'ity College(出叶ford)では'Quadrangle'、GarnegieTechnical欽hool、Reed

COLlege、出iversity of Texas(by Cass Gilbert)では‘ca叩 U5'、SwcetBriar 

Collegeでは'terrace' という''1祢がマスタープランに!"<き込まれている.

3 内旬rican8ea!Jx什tsについては、作thur[)-exler， "Thr ('rchitecture of Ecole 

des Bcauxー什t5"、円n年、 Robin州iddleton、“The8eaux-rrts ~ ‘伯仲ofile 17 

‘Ja耐 S内iLip出(fsinger‘"TheInfluence of the Ecole des B回ux-frtson 

the l)rchitect5 of the United Stateç 、 1955 ，王、~を春照.また‘ Uorld

Colu晴 ianD1>o引tionについては、 Stanley印pelbum、"TheCh icago同rld'5Fair 

of 1893司、1明。年、 R.Reid sadger， "The (..-eat内時ricanFair: The出rld'5 

Colu耐 iaEnl05 i t ion and伽1erlCan印lture~ ‘ 19司 í~ ~を害賠l.

4 この同聞の与やンパス形成に関わフf晶 aux-f'rt5出自の辺美京は次のとおりである.

町chardH 出川、 E四rgeB 両目、陀;K川 崎ad8. Uli回 、Carrcre&出5t1n匹、

Cass GiLbert， Bcrnard陶向eck ，山itney刷 rrel1， Horace rru耐 aucr、John

Russel向問、BcrtramG 白odt回、 PauLP. Cret、白卯悶ndfbod" 

5 “The Internat ional COl!Pet ition for the向。cbe憎arst什 chitecturatptan 

for the出，可rsityof Cat iforn同臼nFr四 cisco"、旧<n革、あるいは、 LorenU 

Patridge、“Jot1nGヨlenIbω.ard and !3erkeley CJ叩 us:13eaux-rrts 什 chitecture

in the 'Athens of地st'''，19司'j:.幸照。

6. JuL ien GJ剖目、''Elementset theorie de l'archite仁川河町、 1叩 1-04" 

7 伽 ericanBeaux-(lrtsのl聖t品書は次のとおりである1>J. V. Van Pelt 、

"0 iscuss i on 0 f Compos i t i on旬、 1902、J.s. Robinson、"l1rchitecturat 

Co叩 osHion"、i切8、J.F. H.)rb田on‘"Studyof f'rchitectural C刷 'gn旬、1922、

N. C. UJrtis， "(、rchitecturalco叩 osition"、l哩3、O.Vdrron ， "f'rchitectural 

Co即 osition"， 1923， E. Pickering、“什chitecturaL白sign"、1933.

8 円ιkering、前協告。



:l~20_ ァメリ力逝代白人守主Ir.I一夫l!ì~)!fi

l百f 何欣竿の形足分析

2-1-1 プリン《ア-"レッ:;

L f)Jford Piclcens &尚f引rettaJ 白rnatt‘'¥Jashington出 3明 rsity in S1. lou is 

Its [)es 'Î gn 削I)-ch 'Î tecture~ 、 19市弘 p.7 ‘春照.

2_ (0阿&5te叫 rdsonによる辺物は，止のとおりであるoRadnor出11(1887)、白nbigh

出u口開け、両噛rolceI~Ll(!891I) 、 RoclcfeLLcr I匂11(1明，，)、 library(1叩3-0円。

3. Cope & 5teωardsonのJ1廷の同i世については、 RaLphf)d.1同 (r.1m，"Il1e助rlcsof 

Hessrs. Cope & Ste凶rdson~ 、のrchitectural Record 、Nov. !明4‘Piclcens& 

DarnalL ，前問i号、 19市弘 Turner、も剛S司‘ i制本開 223-226、寄を右手札

2-1-2 コロンピア大学

1. Fr.1nces印向日.1ntiは、出ightの実情抽ridgeの量五啓を最もよく反映しており、その

全件配胃はまた、CobbによW1i明 rsityof U'lic.1goのマスタ プランに却似している

と述べ伽tの実についてはフランスのinstHut lon.1l pLanningと開玉の手法によって

情成されていると述べている。また、町(im の~について彼は.同晴朗に，jj画されてい

たフランス¢駒内。nne(bYP. H 地問りを寺田しながら、それは邑もフ可ーマルで都市

的な案であると述べているoP.1ssant i 、“lheDes ign of Colu耐"iain the 1890s， 

町T(imrlηd His Cl ienC、J.5. A. H 、陶y!9n、pp.69-8t1、事照.

2. Pass剖h、前Ir.明、 pp.72-73、幸R~... 

3 これらのガイドラインは基羽守I;Jt:(imの実に基づいていることは明らかである.

ゐ 陀(imはマスクープラン作成を任された往.図書館を定形のものからドームを厳いた

ロトンタ(LowLibrary)へと主主しても、ふ

5. Pasanti 出セKimがE苦ばれた理由について;xのように述べている. rコ0ンピアの沼
択は実用官積立帯、から;pj宣されたのではli<.むしろイメ-)やステータスの考慮によヲ

て決定されたのであるJ.. Pass剖 li‘前傷害、 p.740

2・1-) シカゴ大学

1 姥合大宇1については、お産主主f~， 1 [;t(!・1引を事恩

2. Jaclcson Parlcと川山ayl;t1893阜の蜘rldCoLu耐 iallEXPositionの般地である。

出"... 円 ityof 01 icagoのマスタープランと白lu暗唱 &;>ositionの匝比重については.

Buford Piclce同 8向rgarettaJ 白rnall“凶Shingtont..n-i司rsity in 5t. Louis: 

Its De引911and I)-chitecture~ 、 19781~ pp 叩ー 12 、 ~R苦.

3. Turner 、''Co，凹デ、 p.I市。

4 例えば、 ChartesC 出ightによる白川柏市出IverSityの計画案の全体配置は

出iversityof Chic却。のものとお似している。 Passanti 、"Il1eDe引gnof白lυ耐"

in the 1開 s./i::(im加d川5日間川"、 J.5 白川、出y19η、春日~~

5. Cobbによる建物は次のとちりである o Cobb、BLalcc 、Gat目、 Goodspced

山115(1892)、seecher、Kelly、Foster、5同111凶 15、陶llcer同日間(1凹3)、

T(ent 印刷icatLaboratory、Ryerson内ysical Laboratory(l894)、President's 

同use(l8恒)、陶slcelt出ll(問刷、出IIsiological laboratories(l897)、&-een

出11(1銭円)、Cobb臼同(1叩0) • 

6 白bb以降、し川崎rsityof Olicagoのiititlこ以わヲた主な建築家は次のとおりである.



Slepley.恥Itan&白ol'idge、加ightI刷tdPerkins 、白rtram(fosvenor臼odhue • 

lantzinger. sorie息地daryoまた、円由年代に出コharlcsZ. Klaudern{マスクープラ

ン伶成に関わヲている.“内地lking白ideto the ca叩us"、1991年、事照.

2-[-< カリフ材ルニア大学パークレー絞

1. Loren 101. Partr idge、“John白len出岨rdand the 6erkeley Cai!l)US: 6eaux-l'rts 

向rchitecturein the "向岡市 ofthe 同日司、 19市if...p.I0‘事目。

2 同arstについては、 Partridge、前It¥持、 p.ll、事照。

3 “町elnternat ional白叩引it ion f or the Phocbc I嗣Irstf'rchitectural Plan for 

thelhive円 ityof Cdl ifornia.旬nFrancISCO"、1899年.

A “fhe [n回rnational臼叩eti t ion for the内oebe同arstf'rchitectural Plan for 

the出iversityof臼1ifornia.白nFra町 isco旬、間円年.

5. Turner 、''Ca岬us旬、 ρ1臣、宰照。

6. Ho叫 rdが設計した建物は次のとおりであるoHearst Hemorial Hining 

Bu lld ;ng(19)2-07)、GreekTheatre(l切2-03)、Cal1forniaHall(l903-05)、Power

House(l906) 、内rchitectureBuilding(l906) ‘日rderof the Golden Bear 

Club(l明日、。oeHemoriaL L ibrary(l叩7-11)、SatherGate(1田8-1町、Boalt 

""11 (1田8-11)、Agriculture同11(1910-12)、SatherTo同r(l91Jぺ川、1)-.凶，ng

Bu礼ding(l913-16)、IoIheelerHaLl(l915-17)、GilmanHall(l917)、川19ard

".11 (1916-17)、Hil itary sc ien目白礼ding(l9担)、 St即 hens出11(1923)、

同開n'S Facul ty Ctub(l92J)、Catifornia陶耐rial Stad Ium(l922.2J)、LeConte 

出11(1兜J)、山viland陶 11(19261、同s50出Ll(l924)0Loren 101. Partridge‘前阻

害、 p .li l ‘~札

2・1-5. カリフ冴ルニ7'1¥学0サ;ノゼルスti1

1. Kelh訓は、 1応可:から1935年まで superv山口9drchitectとしてUlJ1のgnitにほわフ

ている.

2 内Llison I:tKelhamの往を受けて、 1935年か印刷7年まで別perv市 ingarchitectとし

て1J:LAの開発に1)¥わっている。 RichardKcnt Nystrom， "lX:U''L rn [nterpretat ion 

Cons i der ing什chitectureand Site司、悶;s;.、 ρ 引、(，!F~

3. K'!lha明治三呈討したl!初11i:主のとおりであるo!Yid世(1927)、両同ttL ibrary、出Ines

出l!(1929)、同ore出1l(l9]1)，同n'5 G刊旧日um(1932) 0 m t ison舟主宣Hした活物

は次のとおりでJ;る。 Royce出11、Kinsey出11(1929)‘Kerckhoff I匂11(19]1人

地問n'sG四nasium(1932)、伺引nistration &Jilding(l937) • Franz 出11(19崎).ま

た‘僚らは協制して J.悶sStep5とc.叩目白te(19]1)のlit:tをおこなっている.

4 附str師、前i耳岳、 PP.65-92‘春日正

5 附引ro問、前Ifrttkp.74‘事照。

2宇1-6 コーネル大学

1. Cornell灯、IIpurpose curr icur訓"については、本輸文n11草(1ー1-2)春日弘

2. Kermit C3rlyle Parsons. "The CorneLL cd叩 us:n lIistory of Its Planning ar刈

Develop問 nt"、lC嗣'h0.224 、者R君ム

3. Livingston Farrand、forth什esidentof Cornetl Lhivモrslty(l世ト37).

(，. f'rchitecturaL削visory白ardのメンパーは.Warren同nc川9、F.H. Boslo.のrth.

HiLton B. ~句daryo



1). ó~fl分の忍討を但当した辺美京は次のとおり.同fl' 5 Dormitory(D.1y & Klauder)、

嗣IIlI!n's白rmilory(rrederickL. fcker阿 n)、Engineering仕oup(York& $ayer)、

向ricuL turaL (i-oup(Leωis F. PiLcher) .. 

6. P;J円Or1S.前Is;lf.p.2J5、春照。

('-]-7 コロラドメ1宇

]. John同rrisDi四 n • ''Colorado出 iversity:Respect for a Robust白川ro間 nt旬、

f"'rchitecturaL Foru側、Ikt 附話、 PP.54-6J、春照.

2. KLauderの関わった大学については、 Turner、ι'CaIrPUs"、note VI-49、幸照」

}. '"間rD<蜘ry11、“rhe地ω出 iversilyof白LoradosJiLdings 助ulder.臼Lo...、
rrεh itl?CturaL Foru旬、ScP.1919、p花、事照。

4. D<削ry，前tfJi'J.巷照.

2-1-8 カーネギー・テクニカル・スクール

1. 1明7年に白rnegieI同t'itute of TechnoLogyと同llonInst ituteが合併することに

よって、C-lrnegie同LLon出1明 rSityカ誕生する。

2. ''Prograrrrne of a Co叩 etitionfor the Setect;on of an Architect for the 

Carnegie Te仁川icaLSchools of Pittsburgh Pennsylv剖 ia....

3 設計n段初日者には，止の 5人の儲俄民軍が含まれている..Carrere &出5t1ngs、
Fran山 HilL50叫&.f7'other、ca目 GiLbert、flJ同LLs&. Stoke5、GeorgeB. Po5t .. 

11. 190 1\年 10 月に充義された設計;~I主人活者は;Xのとおりである..Palmer & 

Hornbo5tel (l引 pr日e)、印orgeP05t(2nd)、ω。od.Donn & Dem;ng(3rd)、eram

G?odhue志向吋uson(4th) • T. E. Bilt刷 ist(hornable同 nt;on).. 

2-1-9 デコーク大す

l 凶LLiam臥ackburn • "lhe IT'chitecture of血ke出i四円ity"、 1939弘 PP.14-15、

春見

2. Blackburn、前l島問、 p.8.. 

3 可担形態に関する訴前については、本官立第Jf.'(J-2引を巷照。

2-1-叩デニソ:rJ;:竿

! 同tlackPγ，ce、守)Jnisonlhiversity 仕胡viLle.0110町、I'rchitecturalRecord、

仕t. 1坦3、辛照.

2-1ー11 ハーパード大牢

1. !.¥Jlf inchによるマスタープランについては、 Turner、"ca叩us'、押印-61、事照.

2. 百四回tionsfor the仕derlyI'rrange間 ntof the 仕ωIndsof Harvard臼Llege

トわv.IE評論6・.
3 この時期にDldYardの敵地境界部分に建設された建物は次のとおりである.陶岨「

Ha[[ (1924)、lionel出[[(1恒'4-25)，Leh同n出[[(1924・25)、Straus出[[(1926)、

Ui四t田崎rth同[[(19])) • 

4 “~ Architectural Competition for Harvard U1iversity Graduate School of 

面引ne5s 伺mlnlstr此 ion ~.. 



5 設計n肢の日程は、第 段階(S即日一助 "'.01，1制)、主に随階〈陶"'.15. 192" 
J加 10.1妓'5).~一段階の人盗事は次のとおり. n判官 E柏町y11、同ωitt8. &-0同、

R.y問 ndIbod‘LudLow 8. Peabody山 thKello目、BenjaminIJ 陶 rrlSωithEric 

GugLer‘Egcrton Ste岨円。第二段階から事加した事務所は次のとおり..Cool idge. 

Shepley. BuL f inch 8.曲bott.J. J. I凶 fncrand Perry， stJaω8陶 pburn、Guy

Lo同11、陀Kim.同.d&凶v旬、 Parker 刊0耐 58. Rice、UaLkcr8. Gillette .. 

6. ''!-orvard出 iversityG"aduste School of Business Administration Program for 

rrchitecturaL Co叩etit ion司、l世''Jo..害児

7 、匂rvdrd凶 iversity(ra山steSchool of Business削附inistration Program for 
rrchitectural Co即引川on" • 1924弘幸照。

8. South Yardのマスタープラン住民に関わった辺美京は次のとおりである.血同日d

Brothers(l田7.1叩3)、tJarren8.地t町内o叩引、Slcpley.恥Itan8.白。Lidge(1叩3
1910) • 

9. 1913草に建設された建物は次のとおりである.白re同11、Standi抽出LL、&-yan

8. Smith 出lls.. 

10 この時間に廷設された延期は次のとおりである。 HcKinlock出 LL0925-26)、

白nster 同use(l 9'l9-32) 、 Lo叫11 出use (l 929 ':~) 、Eliot出use(l9))-)1)、Hather

同LL0930-31)、Lev哩ro:!ttDining出 LL(1931).

11 同d、caL&hooLのおむ十はs'>叩ley，Rutan 8.白olidge(l切3.06)による.

2-1.12 イリノイ大学

l 出1司 rs，印刷U は1876年l;:JohnHills Van血deLによヲて注目宮古れ、 L938年まで現

在のILL、niUlionの鍛1tに辺ヲていた.

2 向llenS 地ller‘“叩oYears of C訓明PUSrrchitecture at the li1iversity of 

III inois"、1968弘幸照。

3 慢:aのII築軍によるマスタープランについては、 J.問 5H 出 ite. ''O.Jr Ca~us 

()?...eloprænt ~ 、 Jhe (Ilunfll (AJ-lrterly of the UlilJCrsity of III ;no巧‘同lu間 V、

roriL 1911、川崎er2、帯照L

11. Keith N ト"r9司n、ιtharlesA. Platt: The rrtist as rr-chitect~ 、 1985 革、

P 却6 、事f!r~

2.1-13. ;;ョ/:1:ーホプ争ンス大学

1. Jol1間同pkinsUl同 rsityの創立につも引ム 点体守L一、 r大学と社会L 同l2'Jo..

苦R官。

2 諮問香西宮(ad...円oryboard)のメンパーは;xのとおりである..Wal ter Cook、
Freder ic Lau ot晒 ted.J. B 陶elWyatt .. 

3. John5陶pkins出 lllersity作 chも刊によると、大型f'lf+.i.の際に図面が紛芙してしまい、

応昨実は周存していなも、.

，. I!iたなマスタープラン作成にあたフて、rra山 H.Dayが桁/ょに"mn'重白金に加わり、
また、U;]lterCookカ1?xectiv-e architectに任命されている。

S この時期にII設された，1吻は次のとおりである。 PlantPhys iol09Y 

Laboratory(I912)、同r以前dHall and PO叫 rPlant(l911I)、 GilmanI匂LL(1915)、

latrobl!出Ll(916)、AlumiHe問円以伽rmitory(l923)‘Rerrrsen flatl (1924)、

Le司 rmg出IIanr1 poωL.吋陶lLO官n。
6 同間同。dl加 51!(1朋1-03.by Dlarles臼rrol.Jr... 

7 同stcrPlan for Jol1ns同pkin5廿"司rs，町、 byJol1n Russel向阿(archHect)dnd 



G 向tterburyg C. A. Platt(adYlsory board) " John Russel Pope 、・'lh;yers"ity

什出itect町「、苦照。

2・ト1，マサテョーセッ Y工科大学

! 大学lil866年に、I3ostonι蜘 ylstonStrcctにRogcrs蜘札ding(byJonathan & 

Uillam G 仲田ton)を建設してL唱。 Turner、前If，岳、 PP.l刷ー 166、~!恥

2 マスタープランおよび析しい辺吻の内習については、川Ltio3m地ttes80s同 rth、

"New (roup for Hasso3cllusetts Inst itute of Tcchnology. Cantlridge. ト匂ss.~ 、The 

向lerlCo3n什 chitect.JuLy 26. 1916、怠札

). 80s叫 rth、前沼署、春照.

2ート15ーミネゾタ大学

l 設ま↑宮E伎の募集車頃のなかで、般地中央部を倒切~shington Avenueはそのまま縫

同すること.一方、鮫1~ゴt部を備切谷~rthern Pacific Rait吋 yはその上部にプリッジ

あるいは人工1臼Jを建設することが明記されているo "Cond i t ions of a Co叩etition 

for the SeLect ion of a GeneraL町田 forLo3ying out the Crounds and Lo日 tinq 

the BuiLdings on the白岬usof the Uli司rsityof Hinnesota~ 、 1田8年、参照。

2. iil:!H副主税暗および陸出婁に閉する記j]は現存していなも、。

3 “The出 1司 rsityof Hinnesoto3~、The To凶 Ptanning Revi刷、 1910弘幸照.

2・1-16 ペンンルヘニア文学

1. Cretιo3ird山知川円ityof l.Iisconsinのマスタープラン作成にちいて協触してい

る.また‘Cretl119刃辛から1945革まで‘Ul;司円ityof Te国吉の雨前提とマスタープ

ラy作戚に以わっている.一方、 lairdは主として'consutt'ingarchitectとして争くの

大学の再官官切るも吋誕何百五に関わっている.

2. Buford Pickens & K3rgaretta J 白rnall..抽shington出 1明rsity'in St.Louis 

Its 加引gnand f'rchite口urc-、19市""，.17、{'皿山
). Oorm i tory (roupの所世中央部が長も明且未完成の1民!L1'で股置されていた.

2-1・17 プリンストン大学

1. C叩 e& StC¥J<lr由onによる珪吻は次のとおりである"Blair出lI(I開7)、Stafford

Little出11(18<円)、 G"""，引um(l切3)。

2. Craml:t、i叩8弘 1911耳、四5it::にマスクープランを作成しても唱。 lurnerはこれら

のマスタープランについて次のように述べている. rクラムの;;ェネラル・プランの符

簡は次の点にある.すなわち、全体の形健においてはあるff.ボザールの原理を体現し

ているが、一方で伺々の部分にjjいてはそれを恒吉しているJ0 Turner、τa叩 us句、

，.230、帯照。
). Cram (仕四.Goodhue & Ferguson)の設計した建物は次のとおりである。 ca即bcLl

Hall(l叩9)、CraduateCollege(ca.191O)、出竹.oersily印apel(928)。

ゐ l叩8年のマスタープランでは、GraduateCollegcは出5sau出II南西E酎こlti面されて

いるが、号』拘可にそれはキャンパス中ι昔日から離れた蚊i自己まさしく修道院のように

投立して建設されている.

う この時期に建設されたドミトリーは次のとおりであるoBlair出11(1田7)、Stafford

Littlc Ilal1089:)人 Patton出ll(byB.W陶 rris. 1明6)、CarrpbellI匂11(1叩引



))t)I'I"r.悦l'li州.HlmillのflHI( t~(19叩 11> ， CuyLer HlLL0(12)、P刊e，匂ll(円包，

U.I Il."丸 n.111'II'r _'，) .~I) . I州、'y仲間rial &. FouLke Hc刷 riaL加rmitories(by

/~ l flll i ，，~， ..r. lliw if・払附'l.Jry. 1923)、l明 1Dorm i tory &. laughL in出 II(by Day &. 

r.I.)II'I"r. Iψ川， 1 'lf:Hldrt ILJLl (1四円、出Llccr同問rial():>rmitory(1929)、l叩3

I Jt;l rlllil l1f" Y(!'//}) ，州 ;rll~ HIll{l9ふ2. ~μ: OlJrlcs Z. Klauder設計)0

6. ，句IIJ"r.悦I'ti'.tiI1. 1~lmjL 10f1 Il.ill5(19¥o.II)は、 l切8;.筑:cramのマスクープラムノにお

いて悶，'-;J州、れでい4が、'J.r;'の官討を必こはったのl却ay& KLauderである。

r 川れいJ グループにつも巾i、百 11届~p ， u 03)"，見

r~. 111~o') l' ~い) - 以'lI 1; .t::L.J1Ider(D.IY g. KLauder)料主計した11物は次のとおりである。

Lnl) I!.J!l (b ;1)1 Q'jγ. '??ol ‘JS.lbclla HcCosh HcaL tハCcnter(l92S) 、Green

11.11 L印勺yr.tlのl刊 yil，s町 ioLo'lγ 1927)、 Friclc Laboratory(chcmistry. 1929)、

()I(lcin切 nILILl (~(η問岡山5 & I1 Istory. 19JO)、Jon目出II(east asian & near 

e占勺?ρrn:;いIl'1y.1')51) 

9 このマスタープランて院主された新たなドミトリー・グJトプは事務には辺設されて

も、f.H'.，

lQ. TIJrnf?r、，，11耳:'1， p.227‘寺田。

2-1-18 ウエスタン・ 3ニヴァーンティーオプ・ペンンルベニア

1. "'nstru(t iのns-ln1 ReglJrJtions of a Competition for the Selection of an 

frchitρct -3nO'j th~ Pro印 rincIlf a 血neral(f-chitecturaL Plan for the 地引ccn

出 iV"?rsityof P'?r問yLvaniain the City of Pittsburgh， PennsyLvania， 1叩a岡

2 苦柄、 p.12、.f ~r:... 

3 同 T巾。st"!LI:tl不丹草qJ..hi明 rsityof ClL ifornia at BerlceLeyの品iU十UI査では 2等に

入居し、 i明IiIf:の;."問'JI"! T"!chn iCdl $chool の';9';十;~I主ては員優秀宰にil1ばれても、る.

また.積'lAtl初旬(白orgia)ιbη'y出、versityの，iu十iこもIJ(わっており、 1915年にマ

スタープランそ作成してもゆ..CLdrlc V. POL ing‘''Hcnry Hornbo日el 附 chdet

Grav目陶 Eオ1ib it ion of Arιh i tectural Drdwings 内 otogrdphsand HodeLs. 

f<，，-出 7 陶y15. 1宵ず、 E同門出1開門 '1γ 附'Jseumof frt and (i-chaeology、苦ITC..，

2-1.19 ライス大守

1 縫具0司 ttが菌汚をi五乙なったm三宮は止のとおりである。Clrrere&.出slin匹、
白川a冊、nUi引ir陶"円、凶作en&同t問re0 Stephen Fox 、“'he臼nerollPLan of 

th"! Uill ia悶 H.Rice Institute dnd its (lrchitecturdL Developmcnt" 

A"chit匠 tureat Rice向nl)graph四， 1明 ihp.5、春日弘

2. il初に建設されるべき1宝物は次のとおりであるo Administration BuiLding、

lat>oratary、向叫rPLant 、白rmltory0 

3 ふたつの事詰所がiWjjI]lこマスクープランを作成することについて、事窃所の所員は

「枝々自昏の中での設出E段11，クライアントに111益をもたらすJと運べている。 Fox

はふたつの事高所の実の個目点として、スケ-)I.-(scale)と空間の直結(connection)を

空げている..iil害実ては， G:>odhue案のコン，r.ジンヨンと仕am実のスケールカ'l'.lt合され

ているo Fox 、前侶害、 PP.8.16、寺田e

d それぞれの宴の符南については、 Fox、前宵様、 PP.8.16、事照。

5. Crdmは引ceて用いた任式の原果として、 Sy，晴 、Cons1dntine、Byzantium、

LQ崎町町、D.ll同tja、Frdnce、Jtdly、5ρ..nのロマネスク様式と， Jtアフリカの

町。listJA-'tを掌げている..Fox .前1広号、 Introducti加、春R干L



? 1 河口 f ， スター^~~

1. IJ"livcrsity of Rochester cHcKim 陶ad& I.lliteとの関係については、 JeanR 
Ir，mc!!、"1)$IJitabLe加 d助rtllYIγch i tecture~ 、 Rochester Revi刷、 FaLl19田、 pp

8-9、事flflム

? (/lrdonl:!l9J?淳、自由のご宣H車問所をE足量し、出1明 rsityof RochesterのB大のパ

トロ yであヲfこKodakHのO殿昔、 East~)11 の建物の改修等を担当している。臼rdon &. 

Kaelberが出T明 rsityof Rochesterのマスクープラ y作成を{壬された理由のひとつは

この両者のV慨によるものと盟われる。I3etsyBrayer、“H泥仕eat'RellK)val Pγoject'， 

P.wt J J: (l [)-eam向 tained旬、 RochesterRevi刷、凶nter19明町、 p.IO、事照。

3. Hの釘Zのうち、 Y知事J)Ln問 rsityof Roch回目r!)-ch同 sに保管されている。

11. Hi¥tこMする当時の認論については、 Fral1ce、前陪君、巷照。

2-1-21 リードカレッ:;

1. Riζhard E. Ri日、明 Historyof the陶edCoLlege臼叩USJnd its ÐJτLdings~ 、

1明広 p.ll、春照。

2 町chardE 附日、前l閥、 p.ll 、~照。

2-1-22. 1)ッチモンド・/!レッジ

1. Stuart L 出回ler、“[;)札ding:for the白nturies:The同ωJerusalem.a' 5 

Coll珂 iate白山ic A-'chitecture~ (l.hiversity of Ri仁川内ond出 gazine.Winter 

何百川L.52.tめ 2)、春R旬。

2. Stuart l. lJleeler‘前路曹、春照。

1911年 7月にはUomen'5 ColL円e(Uesthamplon)の建設が始まり、続いて

stadium(Pitt Field)、問n'5 dormitories(Jeter dno Tho同 s)、administration

buiLdτng dno 1 、brary(RyLand)、問n'srefectory(l)-unet)、po同 rpLantの建設

がす1手される。

4. Lhiversity of Ri出向ndでは現在でも、地stha即 tonlakeの周囲に問罪ftされた

CoLlege白山'C任式の建物が廷i宣されている。

2-1-2] スワィートープライア ・カレ ;1:/

州ontgomery$chuyLer、"TheWorks of Cram， Goodhue & Fergusonft 

(frchitecturaL Re印 rd，Ja門UJry1911)、春堕L

2. $arah Drurrmond lanford、哨alph削a悶 Cramas COllege Architect 伺

Historicist' 5印proach-(Haster Th回目， SchooL of Arch刈ecture，出1明 rsHy

of Virginia.出y 1明 1) 、春~?'"

3 同 ge問 nn& Pee目、“The向1ericanVitruvius: An f'rchitect' 5 Handbook of 

Civic i'r tft 、円辺広 p.I 叩、毛~JW..，

2-}-24 スタンフ方ード大学

1. 1884年のヨーロッパ旅行中に$tanfordの息子が亡く fよっている。 PaulV. Turner 、

吋neFounders and the I"rchitects: lhe Design of Stanford出 wモrsit戸、 1976、

春照。

2. CooL idge(S'lepley. Rutan &白。lidge / CooL idge，白叩Ley.fMfinch &曲bott)



が関わヲfこ大学は次の通りであるoStanford、出、versityof O1icago、民laho同

出'''''円 ity 、 flarvard 、IJe LLeseley、 ~o回、 Elmi問、陶rthea引ern ， Southern 

陶 thodist出 iversity0 

3. Turnerは、 Stanfordのマスタープランは 2つの点に関して、すなわちクォードラン

グルの採用と.Beaux-A-ts的1;フ方ーマルfi.+ャンパス形成に閲して、その憧のアメリ

カのキャンパス形成にすなからず髭響を与えていると1o1曲しているoTurner 、

"Carrpus 伺向。"日nPlanning Trad川 on町、 1984広 ..172、参R弘

4. Tur間人前l釘1;，p.l72、春尽，

う その後、西側町グループに関するマスクープランが作成されているoPaul V 

Turner， "The Founders and the什chitects:nle白signof Stanford出 1明 rsit戸、

19市‘事照。

2-1-25 トリニティ・カレック

1. 5t 川 n'S白Llege(出iversityof白崎ridge)の形成過程については、 Robert

ωillis g. John ¥JHlis CLark、"The什chitectural川 storyof theしkliversity

of ca柑 ridge ~ 、 18田弘あお、は、岩媛ìn AJ1， rクワドラングルーケンブリッジ

大すのカレッヨ空f山ご関する研究』 、東京大学修士焔文、 1開2~ 春照。

2. PaulυTurner、"Ca叩us 向向1ericanPLann ing Tradit ion ~ 、旧制耳:、 p.219 、

春!!fi... 

3. Tr川 ityCoLlegeの量i響については、出nlg。町rySchuyLer ， "什chitectureof 

向mericanCOlleges， VI'-: srown， 80ωdoin， Trinity and Uesleyan~ 

(frchite口uralRecord. February 1911)、あるいは、 lur間人前If，丹、 PP.219-Z却、

事照。

2-1-26 テキサス大学

1. Otd同 in~iLding (l8世間明)のliU t者は， Frederick E.ぬJffini
D

2. Gilbertは19叩年から1922年まで、この大学のマスクープラ y作成に関わフている。

この聞に仮が設計した廷闘Ij，1911平札、brary印刷 sattLe出lけと、 1918手町

Educat ion BJilding(noωSvtton陶 ll)0 

J. [)-ury sLakeLey町ex.3nderは GiLbertの設計した辺物のスタイルを、 libraryは

Spanish刷出terraneanstyle、EducationaJildingllltaLo・$panishRe田市sance

Palazzo styleと叫んているD CaroL陀州ict泊目、 "PaulCret at Te回s~. lCお3年入

lntroduct ;on 事匹r~

4. Jal町sH 凶，teにかわるl!菜室として校制に聖がったのは、 QlarlesZ. Klaud町、

。leJrles向 Ptatt、同ronfhntの 3人である.Carol町"にhael、前l号事、 PP.39一拍
幸照。

5. 1931年から19刀年の聞に仕引力<illtしたi宝物は;xのとおり D library、町yslCS、
同開 Economi目、A-"chitecture、Eng;neering、白ology、Practi臼School、

同n's伽rmitory、5tudent出向n[roup、littteFieLd同問riaL Founta in。また、

1936年から19，2年のfUlに慣が設計した辺吻として次のものがある.Roberts 、
f'r1dre崎、A"ather、Carothers、Te旧宮町間riaL同日間 、州11出U 、同SiC、

印emicalEngineering、PetroLeum白glneermg.

6. CaroL t-k:州ichaeLは、 Cretの言うιspirit'とはフレキンプル1;形式性(fLexibLe

for阿 Lity)を室主主し、それはグループ・プラ yにおいて 'character・と'parti' とい

うBeaux・向日のコンセプトと近代の得自首ヲ要求の結合を自衛すものであると指!由して

いる.臼rol陀州chael‘前路書、 ..83、事!W... 



7. Cretのマスタープランにおけるふたつの主要なテーマ、すなわち・for同 lity' と

目eLasti口げのうち前者の基礎となる倒急o'character' と'parti' 品、う設計手法

に関わ-Weaux-rrtsの主要1;恒念を階建したものである.

6. Cretのマスタープラ yにおけるふたつの主要なテーマ、すなわち・for同 lity' と

'etasticiげのうち役者の基礎と 1;る槌念。近代の争憾な~1í制方E京と時閣の往過に

伴うi主主f条件の変化への対応を意図したものである.

9 方形屡限を量Iいた小塔は、 Student出ionGro叩、f'rchitecture、South-East

Groupにおいて医用されている.

2-1-27 クィスコンニノン文学

1. Lhi司rsityI匂LLの辺設lお皮珂年で晶り.その後‘奴固にわたって部分的な改修や

噌奈がお乙なわれている.また、出，司rSity出LLに先立ヲて、陶rth出LL【l反則と

South陶LL(l854)カ弓重量されている.

2 出1河rsityof lJis印 nsinrr仁川河5に、仕"131.によるi恕十主旨の説明書、 E柚 te5

印刷、ttedin Con冊 ctionwith the Study of什r加 ge問 ntof出 iversity臼叩U5.

師ril23. 1叩7"が保存されている。また、巨阪の説明カ向abodyによフてもなされ

ている.什thurPeabody、ι屯eneratDe引gnof加 iversityof凶sconsin"、Th，

l.Iis印 nS1n向 U"'"向割引問、出y1叩8、事照。

3 マスタープランの中て取り11:すことが虚実されている遣問は、 同SiC出LL(l8市)と

Laω !lJitding(l続初)である.

4 この点に閉してeretは次のように述べているo rすべての建物のグループの中で、

より完全なかたちて晶暁された部分があり、それはテ'ザイよノの焦点、となフています.

われわれにとって、出1明「引ty均 II前面の土地こそが乙の部分であり、それは腎来

の大学における7クロポリスのようなものになりますJ0 “出tes5υbmitted in 

Connec t ion w i th the Study of ~ran担問nt of出 iversityCa叩 U5 印ril23. 

1切T、事官官。

CretとLaird が設計した辺物は次のとおりであるoCentral Heating 

Stat ion(l明8)、StockPavitt ion(l明8)‘Settingfor lin印 lnStatue(l由明、

l.Hhrop fl.-lll(l引0)、同開，'，白rmitory(白rnardI匂IIL9L2)、同開 Economicsand 

l.hivcrsltY Extent ion suilding(l引2)、句ricul tural印刷istry(siochemi引ry

1913) 、ωisconsinHigh School(1913)、Soilsßu iL ding(191~) 、 Sterl ing 

陶 LL(町四日58>，礼ding 191~) 、地stωmg. 白scom I匂11(1宮古)0

2ト28. ワyントン大学{セントルイス〕

1. suford Pickens and 出 rgarettaJ. Darnall、・抽shington出 ivcrsHyin St 

louis: Its Desi明 a内dA"-chitecture-、19市""，，31、春照.

2 招待されたi吾川議所は次のとおりであるoCope g， St削 rdson怖 iladelphi司、

Carrere g，旧日ings(同wYork)‘Eames 8. Young(St. Louis)、CassGilbert(St 

PauL and NeL.l York) 、阿cK川 Head8. IJhite(NeωYork) 、Shepley，Rutan 8. 

CooL idge(面ston) 0 

3. l主主十，.伎界III要項、'¥lashington出T四rsity，St. louis.回 Revised CircuLar 

as to the C。冊目はionto Choose the A"-chitect of the New Buildings". 

陶shingtonU1iversity A"-chi司'0
4 同shintonU1iversity A"-出w四に‘白pe8. Ste岨rdsonによるi抵f主旨説明百、

"Neω B.Iildings for同hingtonU1iversity， E岬lanation of Crawings"が保管され

ている.



';'0 

5. .む十主旨の説明の中で彼らは‘計画のフレキンピリティについて触n_次のように

述べている。 r政争くのク有ードラングルを計画することは{晶値あることであり、そ

れぞれ(のク押ードラングル)は、それ白島の性格 (character)をえ聴させるでしょ

う.これらは屋升の部屋であり、空がその天井となり、またひとたび由隆カ涜附する

と、それはその往の増築によヲてその価値を債なわれる(disfiguredlことはありませ

んJo、。ewsJiLdings for Wshington出 iversity，E却 Lanation of [)"a山 ngs"、事
照。

6. &lford P耐 nsand同rg.::lrettaJ. Darnall、前l穂、 ρ品、春照。

7 最初Hこ建設される平主になフていた 4つの建物は、Brook:ingsHatL、&Jsch出11、

Coupples 口、Liggett陶 11であった.また、白凹&.Ste岨 rdsonカ言語十した建物11;1

次のとおりである。伽sch出11、8rookings出ll(1叩0)、白Jpples[、白pples口、

CuppLes Engineering Laboratory 、ligget t Hall、RidgleyBuiLding、Poω"

PLant(l明1)、LeeI匂11、Franc可5G卯m晶 ium8. Franc 十5Field 、EadsI匂11(l叩2)

、町附Llan出11(1由日、仕aham印apel(!切円。

2ト29 ワンントン大学(:/ア トル)

l 出 1可 rsityof Washingtonのマスクープランおよびキャンパスの包踊的変化につい

ては、 CathyTull旬、“のNaturaLHislory of theしkliversityof 陶 shington.

Environ同 ntalStudies 1i76. C均四時er12， 1咽9"巷照。

T. WlLl iam Booth and WiLl iam Ii ωiLson、"CarLF. Gould， A Life in 

I'rchitecture dnd the rrts~ ‘円95 il'- p 刷、春照。

sebb &. Gould が設計した建物は次のとおりである"Home Economics 

臥Jitding(191S)、FtliLos叩hy出 11(1916)、臼tzertFountain(1引8)、eo""理rce

Hal L、十l.'lrris Hydraul ics Laboralory 、Stadiυrn(1920)、Educalion Iklll、

助問n'5 G卯ma5ium(1921)、向dc円0"出II、Ccnlrall ibrary、同nry陶間riaL

Benches 、Robert十taLLaddition(1924)、AthLetic Pavill ion、HoraceC. t絶nry

Art臼LLery(l926)、同問riaL白te岨 y(1931)、印刷istry&JiLding、Greenhouses

and CLassroom 8u ild ing、 SuzzaLloLibrary south additio円 、 Sωlmmlng

P，NiL L ion(l9Y，!)、Smith出 11(1936人PenthouscTheatre(l9.38)。

4 白u1dはキ."パスにおける図書館の重要性をE主主札、 それはキ."パスにおける

佳点、と日るべきてあり、したがフてそれは延長約にもそのf耐自に見合フた義国カt与え

られるべきであると逓べている。 I ωiLti訓 soothand ωilL iam H. WiLson、前Ifrtll、

pp. 91 ~98 、 宅f:'JW... 

2- 1 -~ イエール大宇

1. 1717年からl曲3'干の聞に次の 7つの週初が建設されているoFirst Yale CoLlege 

&JiLd"ing(1717. de問1ished 1782)、白nnect"icutHaLL(日明]、 Firs t ChapeL (1761 

de問1ished 1割引、 Dining出 11(l7田由同1ished 1曲8)、SouthCoLl句 e(l793

de冊 Lished 1893)、BerkeLeyHaLt (1801， demoL ished 1明日、Lync印刷l曲 3.

de聞いshed1叩 1)。

2. Russel Sturgis ， Jr 粍主計したl~吻は次のとおりである。 Farn訓出11 (18同)

[¥jrfee地11(187町、BattLeChapeL (1876)、L'町加ce凡司11(1後あ)。また、このR.j

朔にOldC.J叩usにおいて建設されたl!吻とその設計者は次のとおりである。 Street

HaLl(P. B. Wight， 1866)、WelchHaLL(Bruce Price， 1892)、VanderbiLt 

HaLl(CharLes C. Haight. 18911). PheLps HalL(CharLes C 十匂 ight，1896)、

L insLey L ibrary(Charles C 山 ight.1明7J、WrightHalL (W礼Liam A 恒 Lano.



1912)、Ed"川町Lellan陶 ll(WalterB 印訓Ilers.1925)、Charlesu. Bingham 

出 ll(地LterB 印a岨er-s，1史的.

3 この時期IICDld臼刷 S以外の敵地こ建設された迂吻としては例えl;C;;):のようなもの

がある。 PeabodyHuseum(J.C.Cady， 1876. demollshed 1917)、Chitlenden

L ibrary(J. C.Cady 旧制、血bornHal t (()-uce pr i目。旧叩.de聞いshed1926)、

地otsey.同問riaL&出刊ersityIlalls(Cdrrere & Hastings. 1叩2)、出rquand

Chapel (胎Lano& Aldrich. 1871. de間 Lished19)1)0 

4. &lsan Ryan， "The frchitecture of Ja同 S白崎leRogers at Yale出 1四円it戸、

Perspecta 18、日田正、 p.27、事照a

5. s<.日nRya町、前俗書.p.29、および.PauL V. lurner. ''Ca叩us-AnAmerican 

Planning Tradition司、 l悼4革、 PP.2J8-2岨.春照.

6. J出11Russel向問、'¥hivers i ty I"rchitecture~ 、事照.

7， Yale出 1司fsity朗自司denlial Cotlegeは;;):のとおりである D 8erkel町、

&'anford、Cil1h削 n、加司npart、日間thy伽 ight、JonathanEd岨r由、 Pierson、

$aybrook、SiLli同n、Trunbull"その後、円曲年代にさらにふたつのカレッン、

出rse臼lLegeとEzraStil目Collegeが官『止されている.このふたつのカレッンの

建物はEeroSaarinenによフて設計されたoOffice of the Secretary 、“The

Residential臼11句esat Yale出，司rsity"、 19774-.t<照.

8. Rogersが設計したResident iaL Collegeは次のとおりである"8ranford & 

Saybrook(Hark:ness Hemorial Quadrangle. 1917) 、Pierson(1931) 、

Davenport( 1932)、JonathanEdwards(l932)、TrumbuLl(1933)、Timolhy

()..I-;ght09::M)、Bcrl<.eLey(l934)0

9. Pierson、Da司叩oct、『川町thyD.light町在カレッジにおいて、ジョージ7/1韮式

が採用されている.衿に白司nporlColtegeでは街路由11のファサードは、それに瞬li

す者匂rkness同問円以 OJadrangLeに合わせてゴン γタは式が採用さR コ ト由'1の

ファサードは、ジョ-:;7ン筏式が医用されている.

10. Resident ial CoLlege以外的建物で、 Rogersが設計したものとしては、例えば

Sterl ing陶同riallibrary(l930)‘Sterl ing laω BuiLding(l931)、Hallof 

仕珂uateStudies(l9J2)がある。

2i!i J与やンパスのf!!i(!J1勺符~

2-2-2. 1m: 

! この時期のアメリ !Jの析衷主接的傾闘については(lilえば、Ualter C. Kidn町、“lhe

rrch i tecture of口、oice:Eclect icism in向昭rica1佼ヨ0-193)・、 197.耳E、事Jrn..

2. CLaude s-'agd開， "()-ζhitecture in t同U1itedStates. 11. The Grouth of Taste~ 、

A-'chitectural Ia印rd、July1叩9、PP.38岨.

3. John B. Pine， .下句teson the白ildingof a凶l'ICrSlt戸 、向-erican()-chi回目、

Decerrter 2. 1914、PP.J五-3370

4. Charles Z. Klauder g，地rberlCωise‘''College (rchitecture in向lerica.and 

1 ts Part in the 加'lClop陀 ntof the臼叩us問、四百存L、pp柏 -450

5. PauL FrankL、'柏市EntwicklungsPhasendcr neucren白ul<.unst"、1914平(香山首

夫民R・届邑 『遺伝部原理の民削、 19司王'"pp剖 -2閣}。

6 この時期のアメリカの大学lli互における争係Ii，印式の採用は、それ自体ひとつの開暗

漂い研ヲロf重である.

7. 7メ')カ近代の大学空間におけるCol加 iaL/印。rg，加 StyleとColl旬、ateGothic 
Styleの採用については.例えば、凶IIiam Btackburn、“Therrch i tecture of加同



出，司rsit戸、 1939王寺照。置はCollegiateGothicはイギリスOXbd>ridgeにその直

慢の起震をもつものの、その童文あるいはそのカテゴリーは、乙の時期のアメリカに

おいて確立されたものであると指附している.



)'，i (J ル止ク， .ー ドラングル - l!去の集合JI，i¥
I i~"'， '~1nH縄I~O) !I.みII!.\

111 且み!t;i小fu

1 (11 f r I~'l 附rton(;itt¥ens 、''!?eccnt 而~riC dn [1戸山p-Plans ρ<lrt r r r. Colleges 

111'1 IJn Ivρr勺iti~~: [)evl.?lopment of EXlst ing Plans~ 、 1 1l e BrickbuiLder‘ 

r)<'f.I~" tJ('r [')12、PP.JI3-316o

? (l! fr刊j嗣 rtQn G; thf?ns‘"Ihe Group-Plan. r!. Jhe Ele間 ntaL Types of 

r，同'"勺i!j'lrl・、 1同 srickbuilder、St:!p.l叩6、ppJ79-182'" 

!IjIJ円1.r品川 、“『同 Room.the Street elnd 出問n句rce同ot"、白 Journal缶、

ヮ'p， 1971 " 

ゐ LOllIs 1. K.lhn ， '‘The Poom， the Street Jnd出回n句ree冊目t"、内 JournaL56、

;.P.P. J?71 .. 

H .2 革本形式モんとク喝 ードラ yグル

1. Christ i初出rberg-Sc川lZ、 "Existence. $pace加d什chitecture"‘1971(加藤

応1'lR. r;}:;l'手・空間!・l!禁』、 197J'f). 

2. tめrb町仕hul之、前w，，'!1(訳書)、 PP.44一目、春見

同rberg-$に同Iz、前協書(訳書)、 pp品目。

3+3. JQ~.l!'.ザ乍日l ヴアークユア大学

1 当同町大学l~H島った論考の中でしばしばこのふたつの先慣について言及されて

いる.例えば、削fredHorton Githe問、“The[roup-PLan. V 出iversiti目

白 II円。5and Schools司、 Thesr ickbu iLder 、Dec. 1907、Ralphn. Cram、

ιや賢明t出lVer引 tyf'rchitecture in the U.S."， R.I.Bの Journal、出y25.円12、

トーロヲρ~nn & Peets. "向間ricanVitruvius: A-I (lrchitect's llandbook of Coivic 

rrt"、1官2、ChdrlesZ 旧制der&同rbcrtC. Wise、''CollcQe什chitecturein 

帥町1日 and its Part in the C同velop問 ntof tlle Campus司、1929.Jens F 

IJsのog rrεhie州 PallT時F、"frchitecturaLPlanning of the向廻ricanCoLlege旬、

I?刀、奇を~照.

2. Turnt?r.ι'w叩us"、印 191一四工事国a

3 内 向 Li同co曲、 "TheI.rit ings of Tho旧 5Jefferson"、1叩4、PP.3(あー曲。

4. N'?w EnglandのVilLageGreen と大学空間との頭似性に関しては、例えi工、

Git岡町、"'Recent向-erican(roup-Plans. part J 1 J. Cotteges and LhiV'Crsities 

E崎明10阿巧ntof Exist i吋 PLans"、而e&-ickbuiLder、Oec. 1912、あるいは、

Turner 、前係書、 p 曲、~品L

3-H.~Jfセ品オックスプリッジ

Coll吋 e$ystemとOuadrangLeの関係については、KennethK. $to同II、

宅du日引開 S地ω民間nds'、A"chitecturatForum、Jc問 1931、PP.649-652、あ

るいは、 Turner、前俗書、 PP.215-216、寺照.

2 吉寝泊主主 rクワドラングル ケンブリッジ大学のカレッン空間こ樫Tする研究』、

聖京大学惇士詩文、内:12"，春焦.
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3. 日xbridgeにおける建J<;I正式の夜間については、 NichoL目 Ray.“c.耐ridge
"""chitecture 肉C朗日目白ide句、 19制弘幸児

2節基本形式の:ltJIi

3-2・1 変jli

i 骨ogresslV'e A'"chitecture， I'priL 1由1.

2. Olrist ian肋rberg-Schulz、電同日ence.Space and 什chite(ture~ 、 1971 (加藤

邦夫訳、 r実存 ・主閉・建築ト 19乃弘 PP.12・22) • 

3 同門riFocillon、可ieDes For同ダ、円缶(杉本秀太訳、 'n，の生命L 旧珂正
'.17) • 

4. F，虻iLlon、前鰐書(訳書J、p.39
D

S. Robert Venturi， ''Col!Plexlty and co川radictionin fr'chitecture-、円fh(伊藤

公廷R、 r建菜の争筏牲と対立町、旧安広 ".33-35) • 

6. Paut Frankl、"I)ieEntlolicklungsphasen der岡山内n白ukunst岡、円14(害山野

夫監tR'lI:-，建築造形原理の展開』、19司年). 

3-2-2 規模

Progress ive fヤch'itecture.印rH1部1.

Schu旬、前It'，m(訳書)、 pp.67-87o

楠文彦、 『記世田形象 - ß市と建築とのr.~でJ 、円坦革、 p克 1.

宕擬10峰、前協害、春然，

Schulz.前傷害{訳需}、 p回.

3-2-5. 可視形態

1. PauL FrankL、前協害。

2. Frank:l‘前If，罫(訳書)、 p昂2• 

3. ()l fred同rtonGithens、“TheGroup-Plan. V. l.J削lversit1目 .COlleges and 

SchooLs.、Thes" iC~以Jilder 、 Dec. 1田7、p.2250 

4 町arLcsl. Klaudρ， &同rbertC. u ise‘前Irlt!~， PP.2J栢.

5. rrankL、前It;!!i(訳的、 pp昂 1-287。

3節 基本形式の復合

3-3.2 モーんの複合

Kevin Lynch 、“Th~ J同 geof the City、1袋詰O年.

3-3-<. -<ーんとク 却ー ドラングんの複合

Cdrol町HicMael、白'PauL仕etat Te泊 s"、l閣3年。

3-3・5. ~与やンパスの存在形式

香山詩去、 r大学計画に関する覚え書』 ‘持~大学キゃンパス.弔姐弘田 1970 • 
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